








































見習い神官レベル１




～放課後は朝まで砂漠で～
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　そこはかつて、砂鳴る大地、風吹く荒野。

　地の底以外に一切の恵みはなく、人を拒んで長きを過ごした。




　だが、かの地に一人の男が立つ。

　水の神魔を従えし、その名はダーヴィド。天地の官の一人であった。

　荒れ地を指して、彼は言う。





　『恵みよ、満ちよ。地に溢あふれよ。

　　不毛の大地に営いとなみを。

　　天には神の栄光を。

　　生きとし生けるすべてのものに、青く輝く導きを』






　大いなる神魔はこれを容いれ、漠ばくたる大地に泉が生まれた。

　天地の官は水に集いて智を選えり分わけ、五つの塔とうを築きゆく。




　人々は称えて歌った。

　青き礎いしずえ、命の天幕。

　この地こそが奇跡の御み業わざ、誉ほまれの至りであると。




　───これが、『星せい紺こんの塔』のはじまりである。








星紺縁起・第一章一節





















　流砂の彼方かなた、地平の合間にその塔とうは建っている。

『星せい紺こんの塔』の壮麗な姿には及ばぬものの、五〇〇年の時に洗われ試された石造りの面には、ある種の風格と威厳が備わっていた。

　乾期のたびに吹き荒れる砂嵐の激しさを思うと、こうして歪ゆがまず倒れず聳そびえているだけでも、そうとうの賛美に値あたいするだろう。

　塔の名は、『ヤーコヴ』。

『星紺の塔』を築いた六神官の一人の名は、後の人々が彼の功績を讃たたえてつけたものだという。

「ほら、もうすぐだよ、頑がん張ばって」

　ヨシュア・バレクは周囲を励はげまし、その塔の入り口近くまで辿たどり着つくと、騎乗してきた神魔から降りた。導どう師しから借りた馬によく似たそれは、手た綱づなを放しても暴れることもなく超然と佇たたずみ、その主あるじの格を偲しのばせる。

　もっとも、その導師のおかげで、オアシスから遙か離れた遺跡にまで送り込まれることになったのだから、業ごう腹はらといえばまったくもってその通りなのだが。

『星紺の塔』の一年が終わるまで、あと三週間とちょっと。

　ヨシュアたち一年生は学年末試験を間近に控え、最高学年の五年生は卒業までの月日を待つ頃合いだった。

　その大事な大事な時期に、ヨシュアと数人の一年生たちは夜の砂漠へと放り出され、遠い遺跡まで出かける羽は目めに陥おちいっている。

　みな、眠くてたまらないらしく、目を擦こすり、頭を右に左に揺らしながらここまで辿り着いた。月明かりが頼りの行軍は、速度に勝る神魔の足を借りてもまだ辛つらい。だが、この距離を明るい昼に進もうものなら、たちまち命に関わる。

　───ほんと、卒業生を祝うためとはいえ、あまりに辛いよ、この仕打ち。

　ひとつあたりを見やって、ヨシュアは塔の入り口へと近づいた。

　半ば砂に埋もれた塔の周辺で、他の一年生たちが困ったようにうろついている。

「どうしたの？　入り口が見つからないとか？」

「ううん、あるにはあったんだけど」

「うまく開かなくて」

「どれどれ」

　膝ひざをつき、扉をヨシュアは検あらためた。人の背よりも巨大かつ、堅牢な石で作られたそれは、ノブまで砂に埋もれてしまっており、非力な子供の腕力ではとうてい開きそうにない。

「みんな、口を布で覆おおって後ろに下がって。ギレアド、悪いけど君は手伝ってくれる？」

「なんで口に布？」

「長年使われていない建物には、悪い風が溜まってることが多いんだよ。あと、中に入ったらランプも消すように。突然、引火することもあるから」

　てきぱきと指示するヨシュアに、誰もがみな頷うなずく。

　やがて、月光の下、うち捨てられた『祈りの塔』の扉がゆっくりと開いていった……。
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「こら、ラキシュ！　大声出さない！　ギレアドもセームもそのへんうろうろするんじゃありません。ティエル、どこいくの？　そっちは池しかないよ。門番から丸見えだよ。エレミヤ、ついてきたんなら少しは役に立って下さいよ」

　桃色の林の合間、思い思いに動き回る人影。

　それに、月明かりにも鮮やかな赤毛の少年がひとつひとつ声をかけていく。

「みんな判わかってるんですか？　寮りようを抜け出したのがバレたら、全員まとめて懲ちよう罰ばつ塔とういきなんですよ？」

　くどいほど念を押す彼の名は、ヨシュア・バレク。

　大陸一の教育機関『星せい紺こんの塔』で無類の劣等生として名を馳はせている少年であった。

　既に、月は高い。深い深い夜である。塔の住人たちは、いずれも規律正しい。門番の類たぐいを除いて、誰もが眠りの底にいる頃だろう。

　なのに。

「おっさんったら、毎度同じことよく言えるよねー。ちょっとは飽きたらどうなの？」

「わたしたちが寮を抜け出さなかったら、あなたが一番困るんでしょうに」

「つまり、元凶」

「そ、そこまで言ったらヨシュアさんがお気の毒です。『ことの原因』ぐらいに留とどめてあげるべきです」

　子供たちはひたすら元気に跳ね回り、矢や継つぎ早ばやに反論してくる。彼もまた容よう赦しやなく説教を浴びせかけた。

「ラキシュ、おっさん言うのは止やめなさいって前々から言ってるでしょう。僕、まだ一六です。思春期真っ盛りなんだからね。ティエル、おっしゃることはもっともですが、だからってリスクを好んで跳ね上げるのは感心しないよ。ギレアドは本当のことだったら何言ってもいいと思うのはそろそろ通用しないから。君、今年で一四歳でしょ？　セームはその調子でお願いします。但ただし、露ろ骨こつに目を反そらすのは倍傷つくから控えて下さい」

　うんざり顔を並べる同級生たちにさんざん言ったのち、ヨシュアは背後へちらりとだけ視線を走らせ、

「エレミヤ」

　一段と厳しい声を投げつける。

「笑うな、黙れ」

「なんで俺に対してだけそれなの!?　愛がなさすぎだと思うわっ」

「成人男子に対する愛なんて、これっぽちもないに決まってるでしょう。だいたい、これまでの悪行を考えたら、こうして生かしておいてやってるだけでありがたいと思ってもらわないと」

「悪行て！　おまえが言うな、おまえが！」

　わめき散らす男の頭上へ、天空から何かが急きゆう襲しゆうした。銀糸に淡い紫を含ませたような羽毛の鳳ほう凰おう。優雅な姿に見合わぬ鋭い爪を翻ひるがえし、彼の頭を摑つかんで引きずる。

「のうのう、こやつ、今こ宵よいこそぶち滅ぼしてもよいか？　そういう話をしておったか？」

　銀細工の如ごとき嘴くちばしから、女の声が響き渡る。明るく甘く楽しげなその声に、ヨシュアも思いっきり微笑ほほえむが、さすがにその赤い頭は横に振られていた。

　もっともその理由は、

「そんなの一気に食べたらおなか壊すからやめなさい、スーリィン」

　とても神官らしからぬ非人道的なものではあったけれども。

　その言い様に、子供たちが一斉に笑い、エレミヤがますます渋い顔になる。さざめく人間たちをひとつ見回して、薄紫の鳳凰が大きく翼を広げた。

　その目ま映ばゆい羽根に、薄桃の花弁がはらはらと綻ほころび散って、目にも綾あやな風情が零こぼれる。

　乾期の頃、アリステア大陸の砂漠に緑はない。花もない。

　だが、ここ『星紺の塔』は例外中の例外と言えた。豊富な水源のオアシスに聳そびえる、五つの塔。その周囲にはいくつもの庭園が築かれ、人の手に生なる季節を違たがえた花々が、日々繚りよう乱らんと咲き誇っている。

　いまの盛りは、巴旦杏シヤケード。

　夜空に枝を広げる古木が林を成し、薄桃色の花弁が吹雪ふぶきとなって舞い踊っていた。その狭間はざま、月光を遮る鳥の影が、静かに解ほどけ変じていく。

　翼と同じ色の長い髪、しなやかな手足と豊かな胸と腰、そして、花と月とを欺あざむくような繊せん細さいで美しい面立ち。

　それが、悪戯いたずらっぽく笑って子供たちへと手を伸ばす。長くほっそりとした掌てのひらがぴたんぴたんとからかうように、少年少女たちの額ひたいを張った。あくまで軽く柔らかいその仕草は、彼女の『食事』である。

　鳥の姿から美少女へと変わった彼女は、位階第四位の雷らい凰おう。押しも押されもせぬ大神魔だ。

　故ゆえに、こうして人の額から生気ルーアを得る。

　一番背の高いギレアドに苦労して手を差し伸べたあと、彼女はゆっくりとヨシュアに近づいた。

「みんなが見てるから、お手柔らかにね」

「もうちゃんと判っておるわ、たわけ」

　小さく尖とがらせた唇くちびるを、彼女は彼の頰ほおに寄せる。かすかに触れ、すぐ離れていくぬくもりと甘い香り。少しだけ惜しい気になるが、「ちゃんと判ってなかった」頃のスーリィンは、子供たちの目の前でも実にマイペースかつ濃厚に唇を這はわせ、百ひやく戦せん錬れん磨まの色事師であるエレミヤをして「時と場所をちょっとは弁わきまえなさいよ」と言わせる羽は目めに陥おちいった。ヨシュア自身も恥ずかしいことこの上なくて、しばらく彼らに垂れる説教の切れが鈍にぶったほどであった。

「さあ、食事は終わったぞ。何をして遊ぼうか！」

　朗らかに、彼の妻は言う。

「わーい、遊ぶ遊ぶ！　せっかくだから巴旦杏シヤケードの花で首飾り作ろうよー」

「徹夜で、首飾り作りですか？　この薄明かりじゃあんまりにも辛くありません？」

「塩漬けにしたい」

「遊びに来たんじゃないわよ！　魔ま操そうよ、魔操！　このわたしがわざわざ魔操を教えにきてあげてるんじゃないのっ」

「なー、俺、もう可か愛わいこさんのベッドに戻っていい？　あんまり待たせたらフられるわー」

　賑にぎやかな皆の姿に目を細め、ヨシュアはひたすらに幸せだった。

　何かとトラブルの多かった『見聞の旅』から塔へと無事に戻って、今日で一週間。長旅の疲れも癒いえ、誰の足取りも前よりずっと軽い。

　もしも人生に季節があるのなら、いまがきっと雨期の初め、淡い春。

　そう、ヨシュアは思う。

　物心ついたときから人殺しの術を教えこまれ、他人を害することに疑問すら持たずに育った自分が、得え難がたいものに囲まれて過ごしている。

　友達、腐くされ縁えん、そして、最愛の妻。

　いくらでも大切にすることを許された、相手。明るい晴れの日だけでなく、こうした夜の中でも共に在ろうと望んでくれた人たち。

　月は照り、花は盛り。

　どこまでも続きさざめく皆の笑い声が、豊かな泉の面に滲にじむ。




　けれど、春であっても、風は吹き、花は散る。

　いつも。誰の人生にとっても。





　　　　　２






　深夜、東の塔とうは修道生寮りよう。

　窓を激しい風が揺らしていた。板扉を砂が叩たたき、建物全体が時折震えている。砂嵐だ。乾期深まるこの頃には、別段珍しくもない天候なのだが、今夜は一段と荒れている。

　強風に砂さ塵じんが舞い上がり、城壁を越えて塔へと吹き寄せてきた。無尽蔵の砂漠の砂は、相当の厚みと重量を伴ともなって、人の生活圏を叩き潰つぶす。

　ガタピシとひっきりなしに鳴り騒ぐ窓へとひとつ目をやって、ヨシュアは大きな溜め息を落とした。

「こんな天気じゃ、今夜はティエルのところへはいけないなあ……」

『見聞の旅』から戻って、はや三カ月目。

　ヨシュア・バレクは焦あせっていた。こんな天気だし、今日はもう寝ちゃおうなどという発想は微み塵じんも出てこないほどに、焦り狂っていた。

　魔ま操そうが上達しないのである。

　まったく、ちっとも、まるっきり、これっぽちも上達していないのである。

　大先生ティエル様の下、夜な夜な寮を抜け出しては教えを乞うて鍛たん錬れんを重ねてきたのに、三カ月前とほとんど変わっていない。相変わらず、マルタ導どう師しは修練ごとに涙に暮れ、事情を知らない修道生たちには冷たい視線を注そそがれる毎日が続いている。

　───別にそれはいいんだ、恥とか外聞とかそんなことはどうでも！

　問題は、再々来月に控えた学年末の総合試験。

　これでまた平均七〇点以上を獲かく得とくしなければ、一年生をもう一回やり直しが確定してしまう。人生最速で神官への道を辿たどり、果ては押しも押されもせぬ大神官となって世の仕組みまでどうこうしようという大望を抱くヨシュアにとって、それは許されない足踏みであり、妻のことが天下に露ろ見けんする機会が更に増えてしまうという危険もはらんでいる。

　未練がましく部屋の中を二周三周とウロウロしたのち、彼は脱ぎ整えた修道服の中から短剣を引っ張り出した。それを恭うやうやしく握りしめ、部屋の中央へと立つ。

「我は導くアニ・ラーダー」

　ヨシュアの声が殷いん々いんと響き渡った。魔操用の短剣を一振り握りしめ、自らの手の甲を軽く裂いて額ひたいへ当てる。わずかに流れた鮮血が、銀の冠ターラーを淡く彩っていく。

　やがて、ほんのりとした輝きが、その額・その手の甲に宿り、暗い室内を照らし出した。

　───今度こそ、うまくいくか？

　期待に胸を膨ふくらませ、ヨシュアは厳おごそかに正ダしーきバ言ー葉ルを重ねる。

「五妖一〇八位階の神魔に奉たてまつる。我は天地の官、世の仕組みを識しり行う者。捧ささげよ、その身を。掲かかげよ、聖にして魔なる力。我が贄にえに応こたえ、我が望みに答えよ」

　呼びかけに応じるかの如ごとく、光は輝きを増し強め、宙に美しい紋様を描き出した。

　もしも魔操が成功するなら、この紋を門と成して、神魔が顕あらわれる。それが自ら名乗り、ヨシュアに従うと宣すれば手順のすべてが終わる。名乗り従わなければ、素早く送還するか滅めつしてしまうしかないのだが、彼の場合、この点についてはあまり心配していない。

　───位階の低い神魔を殺すのなんて、僕には造作もない。この短剣一本あればこと足りる。

　手にした短剣の柄つかをより強く握り、ヨシュアは思う。

　───とにかく、まずは出てこい。出てきて名乗ってくれ。

　祈りながら、ヨシュアは広がり続ける召しよう喚かん紋もんへと視線を注ぐ。

　淡くも赤いその模様はいよいよ明るさを増し、今夜こそ彼の宿願が叶かなうかのように思えたが。

　ひゅうううう……。

　わずか数秒後にはか細く一度輝いたのち、散り消えてしまった。

「また失敗かあ……」

　がっくりと肩を落とし、ヨシュアは寝台へと腰を下ろす。察するに、就寝時間から既に二時間近くがたっている。

「前よりはマシになってる気はするんだけどなあ」

　ティエルが言うには「コツさえ摑つかめばあとは簡単」ということだったが、そのコツを摑む方法が実に難しい。

「いい、劣等生？　まず、心の中に扉を作って。それを開くような気持ちで。この時、押すのではなく引いて開けるのが肝心よ」

「正ダしーきバ言ー葉ルは単なる音でしかないわ。でも、ちゃんと気持ちをこめなくてはダメ。一語一語が集中するために必要なんだってことをよく覚えておいて」

　と、すべてに於いて抽象的で具体性を欠く。

　無理もないのかもしれない、とヨシュアは思う。

　ティエルは物心つく前から神官になることが義務づけられ、生活のすべてをそれに費ついやしてきた。ヨシュアが躓つまずいているところなど、彼女は呼吸をするほどにも自然に越えてしまったのだろう。

　もしも自分が誰かに一から暗殺術を教えることとなったとき、ナイフの持ち方や身の忍ばせ方といったテクニックならともかく、それ以前の問題……どうやったら、同じ人間に対して冷静に武器を振るえるか、何をしたら仕事の差さし障さわりになるような憐れん憫びんを持たずにいられるかなどまで、きちんと教えられる自信はない。

　───慣れろの一言で済んじゃう部分なんだろうなあ、たぶん。

　しかし、のんびり慣れるのを待っている時間は自分にはない。一日でも早く、第二の神魔を得なければ間違いなく落第することになるだろう。

　カタカタカタカタ……。

　頭を抱えてうずくまったヨシュアの胸の上、薄紫の首飾りが揺れては鳴っている。夜半もだいぶ過ぎ、第一の神魔が目覚めたらしい。早く出せとねだるように、その鳴動は続いていた。

　大きく胸を上下させ、ヨシュアは自らの呼吸を整える。落ち着け頑張れと自分にエールを送り、首飾りへと唇くちびるを落とした。

「おいで、スーリィン」

　呼びかけに、紫水晶が目ま映ばゆい輝きを放つ。夜よ毎ごとにみつめ慣れているはずのヨシュアですら、束つかの間ま、目を細めたじろぐほどの光の渦。それが、次の瞬間にはほっそりとした人影を成し、両腕を広げて彼へと飛び込んでくる。

「のうのう、スーリィンのヨシュア！　今夜は何をして遊ぶ？」

　明るくも甘やかな声で、彼の妻が訊ねた。

　塔に入った当初より、ずっと寛くつろぎ和らいだその様子に、ヨシュアも和み癒いやされる。

　が。

　しなやかな腕がその首に回り、艶つややかな薄紫の髪や豊かな胸が間近で揺れるのを見ると、内心穏やかではいられない。

「スーリィン、近過ぎ。離れて離れて」

「近くてどこが悪い？　恋人夫婦の距離は果てしなくゼロが普通と先日借りた書物にも書いてあったぞ？」

「何を読んでんですか、何を。しかも、借りたって誰に？」

「みんな大好き恋愛物語を、ラキシュから」

　楽しげに、スーリィンは皮製の巻物をひらひらと振って見せた。

　ヨシュアの予想通り、子供たちのうちスーリィンの存在に真っ先に馴な染じんだのはラキシュであった。もともと社交的かつ開放的な性格で、他人に踏み込まれることも踏み込むこともさほど躊躇ためらわないあの少女は、相手が創世数千年の生を持つ大神魔であっても臆おくすることはなかった。ちょっと年上の、だけど、ひどく世慣れない友達が出来たとしか思っていないようで、「これ参考文献ね！　もしも判わかんない単語とかあったら教えるからいつでもどうぞ」などと言っては、私物の中からあれこれ貸して寄よ越こしているらしい（ただ、それでもさすがにスーリィンに向かって「おばさん」と吐いたことだけはないので、そのあたりはきちんと弁わきまえてはいるようだが）。

「またずいぶん高くて貴重なものを……しかも、ベストセラーなんじゃないか、これ」

　手に取り広げて、ヨシュアは呆あきれる。そこに並んだ文字はご丁てい寧ねいにも、焼やき鏝ごてで押され記されたものだった。

　この時代、物語は石盤ではなく皮に書かれることが多い。隊商などが持ち運び、行く先々で売ったり回し読みをするためにである。紙は高価な上に破れ壊れやすく、重い石盤は長距離輸送には向かない。

　また、こうした皮の書物は、最初は耐水の染料で一文字一文字手書きで作られる。その中でも特に需じゆ要ようが多いものだけが、文字を焼き鏝で押し作り、大量生産されていくことになるため、こうして広げればその物語の人気のあるなしが一目で判ってしまう。

「だいぶ読み込まれてるんだね。端っことかテカテカだ」

「んむ。ラキシュの母上のそのまた母上の更に姉上から譲ゆずられたんだとか」

「ちょっとした古典文学なんだね。引き継がれっぷり半端ないなあ」

　ラキシュの母親は優秀な神官だったはずだが、こんな低俗ギリギリの恋愛小説にうつつを抜かし、しかも、娘に渡していいのだろうか。

「何を浮かない顔をしておる？　妻が友とも垣がきと親しくなるのは夫にとってよいことなのではないのか？」

「まあ、たいていの場合は」

「まーた煮え切らぬ返事をするものよ。何ぞ不満があるなら申してみい？」

「そこに不満はまったくないよ。みんなともっと仲良くしてあげて」

　あるとするなら、妻の急激な耳年増化。そして、何はなくともいま現在の体勢に、である。

　彼の妻はその丸く柔らかな尻をヨシュアの膝ひざの上に落とし、全身これトリモチもかくやという勢いで身を寄せてくる。その美しくも愛らしい笑顔が間近で咲き、吐息が喉のどや頰ほおをくすぐる。しかも、油断をすると実に簡単に唇を寄せ、キスまでねだってくる始末だ。

　可か愛わいい。ありがたい。

　でも、拷ごう問もんだ。神経を火にくべられるが如き苦しさだ。

　元暗殺者という育ちのせいで、ヨシュアは自制心にはかなり自信がある。自じ我がをいちいち発はつ露ろさせていては、命がいくつあっても足りなかったろう。

　だが、木や石で出来ているわけでもない、至って健康な男子一六歳。しかも、相手は曲がりなりにも自分の妻である。世界で唯一、すぐさま押し倒しても問題なければ訴えられもしない相手なのである……普通だったら。

　───ああ、けどけどそれやっちゃったら、大神官なんて夢のまた夢。これまでの努力も水の泡だってばーっ！

　腹の中でわめきながら、ヨシュアは自分の胸元へと目を落とす。寛くつろぎ緩ゆるんだ部屋着の襟えり元もと深くには、鮮やかな模様が浮き出ていた。翼と雷を重ね描き出したようなそれは、契けい約やく印いん。某なにがしかの神魔を得ている神官の体に浮かび上がるものである。

『位階一桁けたの神魔を召喚してはならない』

　それが、神官の厳げん粛しゆくな掟おきて。スタンダードな教えの一つである。

　本来、大神魔は人には従わない。魔操の力も彼らには及ばず、万が一、喚よび出だしてしまったならたくさんの人命を犠ぎ牲せいにすることになる。

　そのために出来たこの禁きん忌きを、ヨシュアは塔に入るまえから既に犯している。明るみに出たら、よくて追放、悪ければ処刑となるため、けっして契約印を見つかってはならない。

　最初は子供の掌てのひらほどもなかったその模様は、スーリィンとの仲が深まるにつれて広がる一方だった。うっかり最後の一線を越えでもしたら、まず間違いなく首のつまった修道服であっても隠しきれなくなるだろう。

　故ゆえに。

　───頑がん張ばれ、僕の理性。負けるな、ヨシュア・バレク。

　なんとか笑顔を取とり繕つくろい、ヨシュアは己を励はげまし、妻を必死に遠ざける。周囲に子供たちがいるときは、年長者の見栄と人並の羞しゆう恥ち心しんによって理性の壁もより強固となり、彼女をあしらうこともそう苦労はしない。

　が、狭い室内に二人きりとなると話はまったく変わってくる。

「まったく我が背せの君は、いつも妻につれない。あれか？　釣った魚に餌えさはやらんというやつか？」

「とんでもない。出来ることなら、でっかい宝玉だって金塊だって、なんなら月でも捕ってきて君にあげたいぐらいだよ」

「そんなもの、いつスーリィンが欲しいと申したか」

　神魔の娘は片頰を膨らませ、そのまま再び彼へともたれかかった。

「ずっと一緒におられればそれでよいと、何度も申してきたではないか」

　そうして、静かに瞼まぶたを落とす。頼りないランプの明かりの中、長い睫まつ毛げが白い頰に影を成し、その彫りの深い美貌を更に際立たせていた。寄せ合う肌からは芳かんばしい夜や蘭らんのような香りが漂う。

　実に、可愛い。

　しかし、辛つらい。これは本当に辛い。

　───前は一時間かそこら耐えればよかったのに、最近は下手すると一晩中これだよ！

『見聞の旅』に出る前まで、ヨシュアは自分の生気ルーアだけで彼女を養っていた。人の三倍は食べまくり、どうにかこうにか体力を保もたせても、しょせんは人間一人分。大神魔であるスーリィンが彼から得られる糧かてでは、日に長くても一時間かそこら顕けん現げんするのが限界だった。

　いまは糧と出来る相手が一挙に六倍に増えた。その分、顕現できる時間も延び、ありがたいやら苦労するやら。

「そ、それよりスーリィン、おなか減ったでしょう？　食事にしたら？」

「ああ、そうじゃのう」

　必死に気を逸そらそうとするヨシュアの手に、スーリィンはまんまと乗った。いま気がついたというように小首を捻ひねり、軽く頷うなずく。

「では、外へ参るか」

　すいと立ち上がったその背に、大きな翼が生まれた。絹糸にも似たその髪同様、淡い紫と銀色で編まれたような美しい翼だった。

「ひどい嵐じゃな。まあ、スーリィンの翼を以もつてすれば何ほどのこともないが……今日のところは隣だけで手を打っておくか」

　壁の向こう、ギレアドとセームの部屋の方へとひとつ視線を這はわせ、彼女は窓辺に立った。

　夜、寮から抜け出すことは禁止され、犯せばひどい罰則が与えられるが、では、塔側が厳重に修道生たちを見張っているかというと、意外にこれがそうでもない。

　要所要所には人の夜や警けいが立てられているが、定期的にしか見回りはしない。出入り口だけは神魔が夜を徹して守っているも、どれもスーリィンが一ひと睨にらみしただけで逃げ出す程度。窓から出入りする存在はあまり想定されていないのか、寮の裏庭の見張りとなったら更に甘い。

　聖職者の教育機関ならではの性善説的対応……というより、「昼間あれだけ酷こく使ししときゃ、そうそう抜け出す体力なんかねーだろ」ということなのかもしれないが（但ただし、これはあくまで塔とオアシスの内部だけのことであって、外部から城壁を越えて塔内へ侵入しようとなったら、話はまったく別になる。その場合、侵入者は腕利きの護ご衛えい騎き士しと熟じゆく練れん神官、更にそれなりの高位神魔を相手取って戦わなくてはならないだろう）。

「なに、嵐も上等。これならいつもより派手に飛び立っても、誰にも見み咎とがめられはすまいて。のう、スーリィンのヨシュア？」

　えっへんと豊かな胸を張り、彼女はその夫を抱きしめる。その言葉同様、力強い翼が大きく羽ばたいた。
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　翌朝。

　一段と眠い目をこすって、ヨシュアは自室を出た。

「おはよう、ヨシュアさん。大丈夫ですか？」

「おっさん、おはよう」

　隣の部屋から、同様な表情のセームとギレアドが出てくる。

「僕はまあなんとかなるけど、二人は大丈夫？」

「俺もなんとか」

「大丈夫です。ティエルお嬢じよう様さまの分までレポートを書いてるときなんかは徹夜することも割とあるんで」

　赤い目をした少年たちは、健けな気げにそう言ってくれた。

　昨夜、二人の部屋へと出かけたスーリィンは、ギレアドの机の上に並べられたゲーム盤ばんに興味を示した。赤と黒の石を並べ、双方の陣地取りを競きそうという頭脳戦極まる代しろ物もので、同学年の中ではギレアドが抜きん出て強い。

　やってみたいという彼女にルールを教えてみたところ、ビギナーズラックをまんまと発はつ揮き。ヨシュアとセームはもちろん、ギレアドまで倒してしまった。

　大喜びで続けた第二戦、第三戦では、さすがに地力の差か、あっけなくギレアドが勝った。しかし、スーリィンはなかなか諦あきらめず、「もう一戦」「もう一戦するのじゃっ」と、結局、自分が疲れ果てるまで止やめようとしなかったのだ。

「ごめんね、ホント。さっさと止めればよかったんだけど」

　詫わび言ごとには苦笑が絡からむ。

「別に。俺とちょっとでも張り合える奴、いないし」

「ですよねー。毎日続けたら、あの方、そうとう強くなりますよ」

「それも、なあ」

　あの負けず嫌いぶりでは、ますます寝不足になる要素が増えるばかりな気もするが……室内で二人っきりが辛つらくなったときにはいい時間潰つぶしになるかもしれない。

　あれこれ語りながら、三人はいつもの祈き禱とう室しつではなく、中央の塔とうの大だい礼れい拝はい場じようを目指した。今日は二週間に一度の学長礼拝日で、進行祭司役を学長が自ら務める。全修道生はもちろんのこと、全導どう師しまでもが一堂に会する数少ない機会で、一年坊主たちは未だ緊張の面おも持もちでその巨大な扉をくぐった。

　室内は壮観の一言に尽きる。

　ゆるやかな弧を描くドーム型の天井には、白い星の模様が一面に描かれ、四方の壁には何人かの人物と神魔の絵がいくつも彫ほり込こまれている。創世の六神官と呼ばれる人々の一生を描いたものだった。

　階段状の床は急傾斜を成し、下へ下へと続いていき、その底に当たる丸い部分に祭さい壇だんが築かれている、礼拝場としては極めて珍しい造りである。通常、神殿は神を見下ろすのはよろしくないと、一段二段高い位置に祭壇を設しつらえる場合が多い。

　しかし、この『星せい紺こんの塔』は砂の中とオアシスの泉、地から生まれる二つの恵みによって作り出されたため、こうしてもっとも低い位置に祭壇を築いているのだという。

　ヨシュアたちの席は、一番後ろ。急きゆう勾こう配ばいの最上段に当たる。前の方の最上級生や導師たちの席には、作りつけの椅い子すと机が並んでいるが、一年生たちにはない。彼らは他の学年の者たちが入場してくる前に、額ひたいに汗しながらこの急な階段を上り、全員分の椅子を運ばねばならない。

「おかげで、この礼拝場使うときはいつもより三〇分も早起きしなきゃなんないじゃーん」

　最後の最後にやってきたラキシュが、口を尖とがらせる。

「全員分の椅子と机、作りつけにしてくれりゃいいじゃんねえ？」

「それやったら、全員入らん」

「この礼拝場建てた当時は、いまより修道生の数が少なかったらしいしね。仕方がないよ」

「んもー、だりぃー。めんどー」

「いちいちやかましい女ね、ホント。口じゃなくてさっさと手を動かしなさいよ」

　憤然とした調子でティエルが言う。

「あんたにだけは言われたくないよ。さっきから、椅子一つずつしか運ばないくせにっ。あんたより体ちっちゃいあたしだって二個ずつ運んでんのにっ」

「し、仕方がないでしょ。野蛮な育ちの人たちと違って、わたしは繊せん細さいに出来てるんですから」

「なんだとーっ」

「ああ、もう黙って黙って。よそのクラスの人たち、みんな静かじゃないですか。騒いでるの君らだけでしょうっ」

「「だってー」」

　口を揃そろえて文句を言い立てる二人の少女の後を、ギレアドが所在なくウロウロしている。どうかしたのかと水を向けると、自分の分の椅子がないと彼は訴えた。

「おかしいですね。ちゃんと人数分倉庫から引き出してきてるはずじゃ？」

　言いながら、ヨシュアはセームを見た。今日の倉庫番は彼で、椅子の数を最終確認したのもこの少年のはずだった。

「ち、ちゃんと確かめたつもりだったんですけど……」

　指折り数えるうち、彼の顔が白く青く染まっていく。どうやら本当に出してくる椅子の数を間違えてしまったらしい。早く取ってこようとヨシュアが口を開こうとした瞬間、一番大きな扉が開き、どやどやと大勢が入場してきた。青、紫に黄色と肩布タリートの色も様々で、背格好も一年生たちとはだいぶ異なる。いずれも上級の修道生たちだった。

　開かれた扉の向こう、長い長い廊ろう下かには居並ぶ黒衣と赤い肩布の一団が垣間見えた。導師と最上級生たちである。彼らが厳おごそかに歌い、蠟ろう燭そくと香炉を掲かかげながら礼拝場に進んでくるのが、入祭の儀ぎ。ヨシュアの位置からは見えないが、最後尾は厳いかめしい顔をした学長が守っているはずだ。

　───あの中をかき分け進んで、椅子取ってくる度胸がセームにあるかな？

　真っ青になっている年少の少年を見下ろし、ヨシュアは小さく息をつく。無理に決まっているし、それではおそらく入祭まで間に合わない。

「ギレアド、僕の席に座って。ラキシュ、悪いけど僕と椅子を分けて座ってくれる？」

「え」

「いいけど……なんで、あたし？」

「君が一番ちっちゃいからです」

「なら、セームとあたしで分けた方がいいんじゃない？　ちっちゃいもん同士でさ」

「彼は今日の当番だから、礼拝の最中に立って聖典朗読をしなきゃならないじゃないですか。そんな目立つ人がちゃんと座ってなかったら困るでしょう？」

　次にちっちゃい者同士を並べるとしたら、ティエルとラキシュということになるわけだが……互いに鋭い視線をくれあって、二人の少女は大きく目を逸そらした。時間のない中、彼女らの説得を試みようなどという愚ぐ行こうにヨシュアは挑いどまなかった。追い立てるように一同を座らせ、宣言通り、ラキシュの横に自分も腰を下ろす。尻の半分以上がはみ出した絶妙なバランスとなってしまったが、空気椅子で一時間半以上頑がん張ばるよりはマシであろう、と……思ったのだが。

　この判断をものの三〇分ほどで、ヨシュアは心から後悔することとなった。

「かの聖伝にて、神はおっしゃられた……」

　滔とう々とうと学長の声が続いていく。

　その声音ときたら！　常に殺人級のリズムを刻んで響き渡る。ひたすら低く重く、絶妙な抑よく揚ようを成して続いていく。脳の一番柔らかな部分を撫なで回まわし、もれなく正気を睡魔へ引き渡すような、そのリズム。我が慢まん強づよさには自信のあるヨシュアですら、瞼まぶたが次第に重くなってくる。

　昨日の砂嵐のせいで、誰も彼もよく眠れなかったらしい。彼の他にもあっちこっちで舟を漕こぐ修道生は山ほどいて、「はよ終われ、とっとと終わってくれ」という声なき呪じゆ詛そが礼拝場いっぱいに満ちていた。

「それから、諸君によくよく申し上げておきたいのは……」

　学長はそれを知ってか知らずか、睡眠特化垂すい訓くんを更に続けていく。彼的には、これが絶好調なのかもしれない。

　瞼を擦こすり、欠伸あくびを嚙かみ殺ころしながら、ヨシュアは一分一秒でも早く学長が祭壇から降り、次の儀式が始まることを祈った。

　そして、一瞬……本当にわずかな間だけ、ヨシュアの正気は完全停止。気を失った。

　瞬まばたき一つほどの短い間のことで、普通であればちょっと頭を揺らしておしまいだったろう。

　が、その一瞬に。

　ガッ！

　腹に衝しよう撃げきが走った。ラキシュにそこそこ鋭い肘ひじ撃うちをお見舞いされたのだと気がつく前に、彼の体は大きくバランスを崩し、そのまま落下を開始していた。

　近づく、階段状の白い床。

　耳に届く、同級生たちの小さな悲鳴。

　長年の訓練の賜たまものか、ヨシュアはおめおめ床へ転がりはしなかった。反射的に受け身を取り、二歩三歩と跳ちよう躍やくしたのち、くるりと体を捻ひねってその場へ降り立つ。鮮やか見事と言っていい、その動き。だが、沈黙の礼拝場、満座の中ではあまりに目立った。目立ち過ぎた。

「バッ、バレクくん、何をっっっ!?」

　耳をつんざく、マルタ導師の絶叫。驚きよう愕がくを絵に描いたような修道生たちの顔、顔、顔……。

　いまや、立っているのはヨシュアと祭壇の学長だけである。

　距離こそかなりあるが、相手の額に青筋がくっきりと浮かび上がっているのが手に取るように判わかった。

　───こんなことになるなら、空気椅子に耐えていた方がマシだった。

　少なくとも、両足と腹筋に力をこめて踏ん張っていたなら、そのまま寝たりは絶対にしなかったものを。

　しかし、後悔先に立たずの喩たとえ通り。

　それでなくても名高いヨシュア・バレクの悪名は、この日この時を以もつていっそう高まることとなってしまったのだった。
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　中央の塔とうの中でも、もっとも東寄りの一画に導どう師したちの自室が並んでいる。中でも華美でファンシー極まる一室、それがヨシュアの担当導師・マルタの部屋だった。

「あのね、バレクくん……」

　女神官マルタは、彼を嘲あざ笑わらったり怒ど鳴なりつけたりなどしない。その代わり、一語を発する度にその両目から涙を吹き出させ、言葉は覚おぼ束つかなくなっていく一方だ。

「わ、判わかってると思うけれどね、朝の祈き禱とう……しかも、塔の学長の垂すい訓くんの時間ってね、すごく貴重なの。滅めつ多たにないの。なにせ、あの方はお忙しくて塔にいらっしゃる時間が少ないし、礼れい拝はいなんかも他の者に任せがちだし」

「申し訳ございません、マルタ導師。体調が優れなかったもので……」

　苦くるし紛まぎれの言い訳は、

「だったら、礼拝場に入る前に倒れなさい！　速すみやかにぱったりおいきなさい！　そうしたら、治療室送りになってあんな醜しゆう態たい晒さらすこともなかったでしょおおお！　でなければ、もっと静かに寝なさい！　呼吸もせずすやすやと伏して死よりも深く寝てなさい！　椅い子すや机と一体化するぐらい無を体得してきなさいっっ」

　それはそれでどうなの？　と訊たずねたくなるような反論によって完全粉砕された。年若いこの女導師は、怒りと悲しみのあまり惑わく乱らんしきっているらしい。

「ホントに、もう……」

　肩で息をし、黒衣の袖そでで涙を拭ぬぐいながらマルタは更に言いい募つのる。

「あなた、魔ま操そうは出来なくても修練態度はピカ一だったじゃないの。魔操は出来なくても他の子の面倒はよく見てくれるし、魔操は出来なくても課題だっていつも真っ先に提出してくるし、魔操は出来なくてもいつだって真ま面じ目めだったじゃないの。それがまた、何故こんな大事な場面に……」

　実に立つ瀬のない枕まくら詞ことばを連発しつつ、女導師はなおも非難を続け、更なるループの様相を呈ていしていく。が、一時間のち。精も根こんも尽き果てたというように彼女の言葉は途絶え、ついにヨシュアは退出を許可された。

　通常の数倍は重く感じる導師の部屋の扉を閉じ、彼もまた肩で大きく息をついた。

　あの場面、居眠りしていた修道生など相当数いただろう。

　しかし、確かに、眠った挙げ句に椅子から落ちた阿呆となったら、『星せい紺こんの塔』開かい闢びやく以来この自分、ヨシュア・バレクただ一人に違いない。

「おっさーん……」

　廊ろう下かの果てから、ひっそりと彼を呼ぶ声がする。

　見ると、白い石の柱の向こうにオレンジ色の頭が覗のぞいていた。大きな目を不安げに揺らしながら、ラキシュが近寄ってくる。

「マルタ先生、ものすごく怒ってた？」

「それはまあ、もちろん」

　おずおずとした問いかけに、ヨシュアは苦笑するしかない。

「ご、ごめんね、おっさん。まさか、あんなことになるなんて思ってなかったからさぁ……ちょっとつついて押してみただけなんだよ？」

　いつになくしょんぼりとラキシュは言葉を重ねる。

「それを言うなら、おいらのせいです」

　彼女の背後から、もう一つひょこりと顔が現れる。ラキシュよりは二つ三つ上のはずだが、その灰褐色の両眼は既に涙で水みず浸びたし。年齢よりずっと幼く見えた。

「おいらが椅子を並べ間違えたから、それでそれで」

「だったら、俺も悪い」

　うっそりとした声は、ラキシュやセームよりずっと高い位置から響いてきていた。いつも通り黒い前髪を深く下ろしているせいで、人相はあまり窺うかがえない。だが、低い低い声のトーンでその落胆ぶりはすぐ察せられた。

「俺がおっさんの席、取ったせい」

「いや、別にギレアドのせいってわけでも」

「じゃあ、やっぱりあたしの」

「断然おいらのせい、おいらが悪いんですぅぅぅぅ」

「いやいや、みんな落ち着いて」

　ヨシュアは慌あわてて、みなを宥なだめる。

「大丈夫ですよ。長々お説教くらっただけで、反省文提出とか謹きん慎しん処分とか具体的に何をどうこうしろと言われたわけでもないし。ちゃんと態度を改めて頑がん張ばれば進級に響くほどには」

「けどけど、それは普通の修道生の話じゃん？　おっさんの場合は超マイナスからのスタートで、担任のマルタせんせーにはめっちゃ目ぇつけられてるし、たいていの導師はアホだのバカだの言いたい放題で庇かばってくんないし、実家が有力な神殿てわけでもないからコネもろくにないし、こ、この上、学長に悪い意味で覚えられたりしちゃって、もういっこもいいとこないじゃんかぁ！」

「ああ、まあ、そうなんですけどね……」

　涙ながらに厳しい現実を次々叩たたきつけてくる少女から、ヨシュアは大きく目を逸そらした。

「とにかく。うっかり寝ちゃった僕が一番悪い。これから頑張って、なんとか挽ばん回かいしますから」

「そうよ、その通りよ！」

　精一杯の笑顔で言いい諭さとす彼の言葉に、高らかな声が重なった。見ると、白い廊下のその果てで、金色の巻き毛が輝いている。

「あんな醜態晒すような愚か者が自分と同じクラスにいるかと思うと、ホント情けなくて涙が出そうだわ。けど、わたしがついているもの。きっとなんとかできるはずよ」

　薄い胸の前で両腕を組み、顎あごを反そらしてティエルは続けた。

「お、おまっ」

　素早く涙を拭って怒鳴り返したのは、やはりラキシュだった。

「そもそもおっさんの寝不足って、おまえのせいだろ！　おまえが悪いんだろっ」

「あらいやだ、わたしの何が悪いって言うの？」

「おまえ大口叩いて指導役買って出たくせに、おっさんの魔操ぜんぜん上達しないじゃんかーっ！　可か哀わい想そうに、毎日毎日寝る間も惜しんでおっさん頑張ってるから、こんなことに」

「そんなのわたしのせいじゃないわ。こっちだって文字通り寝る間も惜しんで教えてるっていうのに！　ちっとも飲み込めない劣等生が悪いんでしょーっ！」

「ちょっと二人とも！　声が大きい！」

　慌てて、ヨシュアは少女たちを引き離しにかかる。振り向いたすぐそこに、マルタの部屋の扉が見えている。それがいまにも開いて、契けい約やく印いんの刻まれたあの顔が覗きそうで、イヤな汗と動どう悸きが止まらない。

「とにかく、いったん修練室に戻りましょう！　戻りましょうったらっ」

「いやもうこの女、ここでぶちのめすっ」

「何よ、それはこっちの台詞せりふよっ」

「あーもー、君たち！　旅の苦楽を共にした仲ならば、ちょっとは友情を深めあって親身になったりしないんですかっ」

「アホか、そんな安っぽい展開、手書きのままで終わっちゃう子供向け三流物語じゃあるまいしありえないっ」

「そうよ。ひとたび不ふ倶ぐ戴たい天てんの敵と定めた相手とは死ぬまで戦うのが女の道ってものだわよっ。勝って咲けば華、負けて落ちれば泥ってどこか異国の本で読んだわっ」

「やめて怖い、ホントそういうの怖い！　セーム、ギレアド、君らも見てないで止めてくださいよっ」

「ヨ、ヨシュアさんが怖いものなんて、僕らはもっと怖いですっ」

「うん、怖い」

「ああ、もう！」

　鍛きたえ抜ぬかれた腕力にものを言わせ、二人の少女を引き離そうとした時だった。

　どん、がらがっしゃーん！

　複雑な破壊音が一同の背後で響き渡った。ヨシュアは音の出所を辿たどり、それが先ほどくぐってきた扉の向こうだとすぐ悟る。

「マルタ導師？　どうなさいました？」

　慌てて扉に飛びついて激しく叩くが、応答はまったくない。仕方がなくかけた手の中、ノブは実にあっけなく回った。そのまま押し開き、中を窺うと、ついさっきまでヨシュアが座らされていた椅子が転がり、様々な器の残ざん骸がいらしきものが散らばり、そのただ中に黒いものが横たわっていてぴくりとも動かない……黒衣を纏まとったままのマルタだった。
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「どうしてくれるんだよ、この極悪人」

　使い古した煙管きせるでカツカツ地を叩たたきながら、エレミヤが紫煙と共に毒を吐く。二人が会っているのは、この男の仕事場、『星せい紺こんの塔とう』の食堂裏である。

「可か哀わい想そうに、マルタちゃん、本当に故郷に帰っちゃったじゃないか」

「半分はあんたのせいじゃないですか。あんな生き真ま面じ目めな性格の人に、こんな浮気性の恋人なんか出来たら、そりゃ倒れるぐらいはしますって」

　反論するヨシュアの言葉は、音だけ聞けばいつも通りだが、常よりはいくらか鋭さに欠く。

　───さすがにあのタイミングじゃなあ。僕のせいって言われればそうかもしれないし。

　あの朝、自室から治療室へ担ぎこまれたマルタは、そのまま二度と修練室へ戻ってこなかった。

　病名は、極度のストレスによる気の病。

　彼女は自ら望んで辞表をしたため、故郷近くの神殿へと異動を願ったという。

　時には己が喚よび出だした神魔を滅めつし、どんな敵相手でも三回攻められるまでは反撃できない神官は、文武どちらに偏かたよっても務まらない。見るからにゆるふわ系のマルタですら、軽々と戟げきや太刀を振り回していたものだった。が、あれだけはりきってヒステリーを起こせば、そりゃ心しん臓ぞうや神経にも負担がかかるだろう。しかも、彼女の苦悩はヨシュアが入塔してきた時からもうずっと続き、とある事件をきっかけにエレミヤとの関係が極めて不安定だと悟ってからはなお酷ひどくなっていたのだから。

　さすがのヨシュアもいささか罪悪感を覚えたが、

「で、どうなんです？」

　頭をひとつ振って、大国ルステラの間かん諜ちように向き直った。

「マルタ先生の代わりにどんな人が赴ふ任にんしてくるのか摑つかめました？」

「ああ、それはまあバッチリよ」

　したり顔でエレミヤは頷うなずく。

「名前はベルリナ。北方大神殿で秘書官やってたらしいよ」

「また女性ですか。よかったですね、エレミヤ」

「まーね。年はマルタちゃんよか上だけど、期待してるわ」

　ということは、ベルリナはかなりベテラン神官なのだろう。この男ときたら、日頃から自分の母親の年齢を越していなければ無問題と言って、色っぽい年増にも喜んで寄っていく。それでもまあ、「子供には興味ない」「一人前になってからでないと遊んでやらない」と断じて、女子修道生たちからのラブコールはことごとく撥はね退のけているところだけはたいしたものだが。

　───羊の群れの中に狼を引き込む要因を僕が作ることになったら、みんなのご両親に申し訳立たないからね。

　そう考えながら、ヨシュアはまだどこかむっつりしている、自分の協力者であり監視役でもある男を窺うかがった。せめて、マルタのご両親が娘の帰還を喜んでくれるといいのだが。

「で？　どういう教育方針の方なんですか？」

「そんなの知るわけないよ」

「そんな……能だけはそれなりにある男と思ってたのに……」

「無茶言うなってば」

　エレミヤは形のいい眉まゆを思い切り寄せた。

「だって、『星紺の塔』出てからすぐ北にいって、それからずっと現役神官最前線って御仁なんだぜ？　人にもの教えるのは初めてだろ、たぶん」

「えええー」

「まあ、あれだろ。マルタちゃんみたいな塔上がりの超生はえ抜ぬきに今年の一年は手に負えないから、現場叩き上げを引っ張ってきたってことだろ」

「今年の一年というか、僕ですか。僕が悪いって言いたいんですか」

「別にー？　心当たりがあるんならそうじゃなーい？」

　実に憎々しげな台詞せりふを吐いたのち、エレミヤは警けい告こくめいた言葉を一つ二つ付け加えた。

「なんにせよ、慎重にかまえとけ。北の神殿ってのはさ、砂漠とはまた別にいろいろと難しいところっぽいし。山岳地帯だと人里は分断されてて、医療技術なんかもうまく行き届かない。その分、神殿が果たす役割も大きいからな」

「じゃあ、優秀な人なんですね」

「無能じゃ勤まらん、それは確かだな」

「その情報は僕にとって吉となるんでしょうか？　それとも凶？」

「さー。やり方次第じゃないのー？」

　と、まあ、実に非友好的なムードのまま、ヨシュアとエレミヤはこの場で別れ……それから、ちょうど一週間のち。

　件くだんの女神官、正式赴任の朝となった。

　いつもは騒がしい小こ雀すずめたちも、今日ばかりはいずれも神妙な顔で、修練室の中は静まり返っている。その痛いほどの沈黙の中、扉は開き、一人の女性がしずしずと入ってきた。黒衣から零こぼれてくる、柔らかな栗色の髪。抜けるような白い肌が、いかにも北の女という風情だった。

　薄い碧眼が一同を見回し、修道生たちの面おもてに緊張が走ったが。

「あらあら、どうしたの。みなさん、怖い顔をして」

　そう言って、女導師は丸い頰ほおをいっそうまあるく優しく和ませる。その白さと相まって、産みたての卵のような、丁てい寧ねいに練り上げた飴あめ菓が子しのような印象だった。

　ただ、そうして差し出した両手には、契けい約やく印いんが這はっている。もはや肌の色も判らないほど、複雑で大きな光の紋様がいくつもいくつも。

「私はベルリナ。ベルリナ・ザフェル。どうかこれから、仲良くして下さいね」
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「大丈夫なのかしらね、ベルリナ導どう師しって」

　長い廊ろう下かを歩きながら、ティエルが感想を述べる。さすがにいくらか声は低めだったが、どこか厳しい口調は平素と変わらない。

「なんか、こう……魔ま操そうの導師って感じがあんまりしないわ。町の塾じゆくでうんと小さい子に縫ぬい物ものとか教えてそう」

「だよねー」

　ラキシュが珍しく同調してみせる。

「マルタ先生もさー、おいおいこんな小娘が導師で平気かよってタイプだったけど、ベルリナ先生は家庭的過ぎっつーか牧歌的過ぎっつーか」

　辛しん辣らつ極まりない二人の評価に、ヨシュアは苦笑とも失笑ともつかない笑みを返すばかりだった。女というのは、こんな子供のうちから同性に厳しいものなのだろうか。小娘具合で言えば、二人はマルタの半分程度の年齢でしかないのに。

「おっさん、次の先生も倒す？」

　心配そうな目をギレアドが向けてくる。

「僕がマルタ先生を倒したみたいな言い方しないで下さい」

　倒せと言うなら、そりゃ倒せたが。但ただし、神魔は使わず拳と刃にものを言わせてのことになるだろうけれども。

「エレミヤが言うことには、あの人はいろいろと難しくて大変な神殿から来たんだとか。だから大丈夫ですよ」

「ああ、それなら」

「エレミヤが言うなら平気だね」

　納得したというように、子供たちはそれぞれ頷うなずく。ヨシュアは軽く眉まゆ根ねを寄せて、彼らを見渡した。

「なんなの、その信頼度？　いつの間にあの男はそういうポジションに収まったんですか？」

「そら、ルステラ・ブランドだもん。信じるに決まってんじゃん」

「正規軍の、しかも、太守直属の情報将校でしょう？　かっこいいですよね」

「そりゃ、見た目はまあ」

『見聞の旅』からの帰路、彼らは再びルステラに立ち寄った。既にヨシュアによって正体がバラされていたエレミヤは、ルステラ正規軍服を纏まとって子供らの前に現れ、堂々たる色男ぶりを見せつけて彼らの歓心をほしいままにしたのだった。ヨシュアは呆あきれさんざん非難したが、「秘密を共有することになった相手に、中途半端は厳禁。すべてを晒さらして抱え込むか、何もかもを切り捨てるかどっちかしかないんだよ」と彼は笑って取り合わなかった。

「あの赤い軍ぐん帽ぼうに白い飾り布ってのが特にいいよね」

「服もいいんだよ、ルステラ軍てさ」

「剣もいい。大剣かっこいい」

　きゃいきゃいと彼らは無む邪じや気きに語り合う。かつてあの軍服の大群に追い回され、命からがらで逃げ延びたヨシュアとしては、ますます苦笑するしかない。

「あの人よりおっさんのが強いってあんま信じらんないんだよねえ、いまでも正直」

　更に飛び出てきたラキシュの疑問に至っては、どう答えたものか本気で困ってしまった。

　剣術などの仕合をしたら、たぶん自分は五分の確率でエレミヤの後こう塵じんを拝することになるだろう。ああ見えて由ゆい緒しよ正ただしい武家の出である彼は、それはそれは美しくも力強い太刀筋を披ひ露ろうする。けれど、殺し合いだったら、百戦やっても百勝するのは自分だと断言できる。武術と殺人は、実はそれぐらい質が異なるものなのだが……そのあたりのことをこの子たちに判わかってもらいたいとは思わない。

　そうして彼が言葉を探しているうちに、一同は魔操用修練場へと辿たどり着ついていた。

　そこは『星せい紺こんの塔とう』で最も外側……つまり、オアシスの城壁に近い施設。楕だ円えんの形に高い石壁が連なり、中心部分を低く落とし込んだその造りは、大都市の闘とう技ぎ場じようにもよく似ている。修道生たちは神魔を喚よび出だし使役し、時には自ら武器を振るって弑しいする訓練をここで積む。

　そう。次の修練科目は、魔操。

　マルタに代わり、今日からベルリナが受け持つ授業である。

　何気なく振り向いたヨシュアの視線の先、同級生たちの顔が並んでいた。ティエルやラキシュと同様の感想を抱いているらしく、いずれもどこか不安げだ。ヨシュアより幼い者ばかりだが、そこは神官候補生。大陸の未来を背負って立とうという気き概がいは誰の中にもある。一年の、しかもこんな終わり際に大事な魔操の導き手が交代してしまったことを危き惧ぐしているのだと手に取るように判った。

　───これはベルリナ先生、やりにくいだろうなあ。

　教え子たちの心のバーは、既にこの上なく高い。それを越してなお尊敬と信頼を勝ち得るのは難しそうだ。

　同情を覚えながら、ヨシュアは修練場の中を見回す。黒衣の女導師の姿はもうそこにあったが、なんだかひどく霞かすんで見える。

　目をすがめ凝こらしたその先では、砂が踊っていた。夕刻間近の陽射しを受け、朦もう々もうと砂埃が巻き上がっては渦巻いている。さながら、小さな竜巻。それが、修道生たちと女導師の間を遮さえぎり隔へだてていた。

「どうでしょう、皆さん？」

　朗ほがらかながらもどこか重々しく響く、ベルリナの声。それが、前置きもなく授業はもう始まっているのだと一年坊主どもに悟らせる。慌あわてて駆け寄り、彼らは姿勢を正した。

「いま私がどんな神魔を喚び出しているか、判りますか？」

「地の神魔です」

　柔らかく投げかけられた疑問に、修道生たちは一斉に答える。その表情はそれぞれ異なっているが、たいていは「何を当たり前のことを聞くんだろう」という顔つきをしていた。

「砂を操ってるのだから、まあ当然そう思いますよね。無理もないことです。ですが、本当にそうでしょうか？　もう一回よーく見て下さい」

　諭さとす言葉に、子供たちはいっせいに目を見張った。もちろん、ヨシュアも同様。ひっきりなしに舞い上がる砂の動きに視線を這はわせる。

「あ！」

　ティエルが高い声を上げた。

「風妖です！　先生がいま使役なさっているのは風の神魔です」

「ええ、その通り」

　微笑ほほえみながら、ベルリナは黒衣を大きくめくり上げ、自分の右手を翳かざして見せた。そこでは、緑の模様が淡く光を放っている。風の神魔との契けい約やく印いんだった。

　その手を大きく振り上げて、ベルリナは使役する神魔を呼ぶ。

　風がいっそう強く逆巻き、ほっそりとしたシルエットが女神官の腕を這った。それは大きな翼のついた、一匹の蛇。水色の鱗うろこがほんのりと輝き、同じ色の羽根がひっきりなしに震えている。

「この子の位階は四〇位、中位よりちょっとマシ程度ですね。ですが」

　その言葉が終わらぬうちに、修練場の壁の一部が裂けた。鋭い刃物を突き立てられたような跡が瞬く間に増えていく。修道生たちはいっそう驚きざわめいた。

「真空の刃で壁を傷つけているのです。風妖の得意技ですが、中位から低位神魔の場合、たいした威力にはなりません。けれど、地の神魔を敵に回していると思いこんでいる相手にだったら、充分に有効と言っていいでしょう」

　柔らかく微笑んで、ベルリナは風妖を天へと放つ。それは鮮やかに宙を切り、空に溶けたかのように帰還した。

「あなた方一年生は少しでも高い位階の神魔を喚び出せばよろしいと習っているかもしれません。確かにそれも間違いではないのですが……実践の場では一匹の高位神魔を喚び出して力尽きるぐらいなら、複数の低位神魔を同時に駆く使しする方が有効な時も多々あります」

　まだどこかきょとんとした一年生たちの中、ヨシュアは内心深々と頷うなずいた。相手の不意をつく。それは時にどんな強力な武器よりも、実戦の場で役立った。彼は多くの戦闘経験からそれを肌身で学んできたが、この場にいる子供たちがそうと悟るのはまだ難しいのだろう。

「よりよい魔操には知恵が必要です。そして、それを存分に生かすセンスがとても肝心。今日からは、それを心のどこかに留めて鍛たん錬れんに励はげむようにして下さいね」

　続いたベルリナの言葉もまた、ヨシュアの心には染みた。

　自分はほぼ最強にして最凶の神魔を既に得ているが、与えられる生気ルーアに限りがある以上、実践の場で彼女の力に頼ることはあまりにリスクが高い。誰よりも強い武器を持ってはいても、敢えてそれを抜かず、なおかつ敵を圧倒するだけの知恵をつけていく……それは、自分の神官としての指針になり得るかもしれない。

　密ひそかに胸を弾ませた彼とは裏腹に、他の修道生たちは釈然としない顔つきのままだ。特に、クラスで最も高位の神魔を操るティエルはすこぶる不ふ愉ゆ快かいという表情を隠そうともしない。

　しかし、新しい魔操の導き手は、子供たちの動揺をまったく意に介さなかった。

「必要なのは調和です。天と地、聖と魔、正と邪。世界のありとあらゆる調和を律する、それが我々の最たる役目。魔操はとても大きな要素ではありますが、あくまでその一環でしかありません。あなた方はそれを一瞬たりとも忘れないで下さいね」

　暮れゆこうとする陽射しの中、ベルリナの教え諭す声が風を伝う。どこまでも優しく柔らかく。
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　ひたすらな直線を描く砂の地平に、本日最後の陽が輝き消えた。ほとんど雲のない乾期には、より鮮やかでより唐突に日没は始まり終わる。

　それを窓越しに見やったあと、ヨシュアたちは中央の塔とうへと疲れた足を向ける。長い回かい廊ろうの向こう、大きくもがらんどうな食堂には、既に上級生たちが着席していた。深紅の肩布タリートを纏まとった最上級生が食前の祈りを捧ささげ、いつものように修道生たちの夕食が始まる。

「思ったより悪くなさそうじゃん、ベルリナせんせー」

　山積みのパンをわっしと摑つかみながら、ラキシュが背後を窺うかがう。彼女の視線の先では、クラスの生徒たちに囲まれながら新任導どう師しが食事を始めていた。中央の塔には導師用の食堂が別にあるのだが、ベルリナはいくらか豪華なメニューよりも、より早く子供たちに馴な染じむことの方を選択したらしい。その様子は端はたで見ていても微笑ほほえましく、楽しげに映る。

「確かに」

「おいらもそう思います。いろんな考え方がありますけど、あれはあれで説得力あったような気がしました」

　いつも通りギレアドは端的、セームはティエルの顔色を窺いつつ控えめに肯定してみせた。

「そうかしら？　調和とかいきなり言われてもピンとこないし、そもそも神官っていうのは魔ま操そうが出来てこそじゃない？」

　幾分、ふてくされたようにティエルが魚の頭を切り飛ばす。

「けどさー、神魔があんまり出ない地方に飛ばされたら、医学薬学のがずっと役立つだろうしなあ。どこかの王族の相談役なら、だんぜん政まつりごととかお金のことの方が大事になるし」

「どこへいくかは博ばく打ち」

「もちろん適性はちゃんと考こう慮りよされるんでしょうけれど……飛ばされた先で『あれできない』『これできない』は言えないですしねえ」

　議論の最中も、彼らは食事の手をまったく止めない。

　たいして美お味いしくもない肉や魚を食いちぎり、歯の丈夫さを競きそえる以外になんの特徴もないチーズやパンを喉のど奥おくへ詰め込み、薄く具の少ないスープをごぼこぼ流し込む。あんまりに急いで食い散らし喋しやべるものだから、四人ともそこらの砂さ漠ばく鼠ねずみなみに頰ほおがもっこもこ。とてもよいお行ぎよう儀ぎとは言えないのだが、ヨシュアはそこを指摘したり叱しかったりすることだけは控えている。

　なにせ、彼らが本来の許容量よりずっと多く胃にものを送り込んでいる理由は、スーリィン。彼女に自分の生気ルーアを与えなくてはならないからだ。しかも、食事の時間は片づけを含めてきっかり三〇分だけときている。話すか食うかのどちらかを選びつつじっくり食材を味わうなど、とうてい無理に決まっている。

「おっさんはどう思う？　マルタ先生よりはマシっぽいと思わない？」

　そんな彼の心配などよそに、ラキシュが無邪気に水を向けてきた。

「おっしゃる通りかと思いますよ」

　正直にヨシュアは答えた。

「マルタ先生は素晴らしく教育熱心な方でしたが、その熱心さが明後日あさつてを向いてるというか想像しえない方面に向かいがちというか思わぬ展開に結びつくというか」

「表現ビミョーに変えてるだけで、全部『ズレてて変だ』って言ってんじゃん」

「これが大人の思いやりというものです。よく覚えておきなさい、ラキシュ」

「いつも『おっさん言うな』って怒ってんのに、大人ぶるっておかしくね？　ずるくね？」

「ずるい」

「失敬な。知恵があると言って欲しいね」

「ずるくて知恵があるってことは、つまりずる賢いってことじゃないかしら？」

「言い得て妙です、お嬢じよう様さま。おさすがです」

「ホンットに失敬だなー」

「あら、ここは随ずい分ぶんと賑にぎやかねえ」

　騒ぐ彼らの食卓の横、聞き慣れぬ声がふいに飛んできた。ギョッとして一同は口も手も止め、突然湧わいた黒衣へと目を向ける。白い丸い頰に笑みを刻み、話題の人物本人が立っていた。

　一同、ぴきんと固まったそのただ中で、

「ところでバレクくん。この後の自由時間ですが、何かご予定は？」

　ベルリナはにこやかながらも心しん臓ぞうに悪い質問をし、ぎこちなく首を振ったヨシュアへ、

「では、悪いけれど私の部屋へ寄って下さい。少しお話をいたしましょう」

　更に肝の冷えることを言い渡してきた。
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　───これが、あれと同じ部屋だろうか？

　こっそりとヨシュアは視線を巡らし、室内を観察する。最後にこの部屋に入ったのは、三週間と少し前。この床の上で長々と伸びたマルタを担ぎ上げ、治療室へと疾しつ走そうして以来のことだ。

　───なんか……女ダルタス様みたいだなあ……。

　あのとき部屋の中は、レースとフリルの渦。淡い桃色と白を基調にした、むせかえるようなファンシー尽くしだったのに、いまは真っ白がらんどう。シンプル極まれりという風情の中に、石盤や巻物、高価そうな本の山脈だけが高々と築かれている。

　───女の人の部屋って、もうちょっとこう彩りがあるもんだと思ってたけどなあ。

　ただ、うず高く積まれた本の合間に転がる包みをヨシュアの目は見つけ出していた。形からして、中身は楽器。おそらくは琵琶バルバツドだろう。

「先生は楽器を弾かれるんですか？」

「とてもイーラヴ様あたりには聴かせられない腕前ですけれども」

　下手の横好きというやつですね、と、ひとつ笑って、ベルリナは茶器を差し出した。甘い香りをかすかに放つ茶の湯気を、そっと目で追ったのち、新しい導どう師しは塔とう一番の劣等生へと向き直った。

「ヨシュア・バレクくん、あなたのことはいろいろと報告を受けています」

　はいと返事したはいいものの、そのキレはすこぶる悪い。どんな報告がなされたのやら、考えるのもうんざりする。

「入塔してから、そろそろ一〇カ月。魔ま操そうを一度も成功させたことがないというのは、確かにちょっと驚おどろきですねえ」

「申し訳ございません……」

「謝あやまるようなことではありません。本当にあなたに魔操が出来ないのだとしたら、それはあなたのせいではなく塔の落ち度です。しかし、素質のまるっきりない者がここの門をくぐれるほど『星せい紺こんの塔』の審査はいい加か減げんでも甘いものでもないはずです」

　ベルリナの声はあくまで淡々としたものだった。薄蒼い双そう眸ぼうにも、非難の色はない。

「あなたは年齢の分以上に他の子たちよりしっかりしているようですし、自分の頭でものを考えることもちゃんと出来ていると見受けました。だから、敢えて聞きますが……何か、心当たりはないのですか？」

　ありません、と断定するのは簡単だ。けれど、ヨシュアはしばし迷った。

　ここで迂う闊かつな返答をしようものなら、それでなくとも危うい自分の首がますます絞まる羽は目めになる。だが、何一つ返せないというのも、相手の心証を大きく損なうことになるだろう。少なくともベルリナは、ヨシュアを生まれついての無能とは断じなかったのだから、その期待、その信頼を裏切りたくはない。

「……それが原因かどうかはよく判わからないのですが」

　いくらか弱々しく前置きしたのち、ヨシュアは続けた。

「僕はどうしてか家畜に嫌われます。馬や羊、駱らく駝だの類たぐいには、軒並逃げられるか怯おびえて暴れられるかです。犬や猫なんかにもたいてい仲良くしてもらえません」

　我ながらぬけぬけとした台詞せりふである。

　どうしても何も、スーリィンのせいに決まっている。高位神魔はこの世界における生態系の頂点。それを恐れないのは、同じ高位神魔か一部の人間ぐらいだ。そして、その彼女は顕けん現げんするとき天下に向かってこう告げる。

「我は火妖第四位。故ゆえに神魔一〇四位の者共よ、我が主あるじにして伴はん侶りよたるヨシュア・バレクに平伏するがよい」、と。

　つまり、世の生き物のたいていは彼を恐れて当然なのだ。

　───神魔ですら怖がって逃げ惑うのに、普通の動物が平気なはずないよねえ。

　内心で溜め息をつきながらも、ヨシュアはそれらしく繕つくろい重ねた。

「神魔と家畜はもちろん違いますが、そのあたりに何かあるような気がするんです」

　そうして、ベルリナを窺い見る。そんな阿呆な話があるかと一笑に付されるかもしれなかったが、

「なるほど……」

　意外なほど真剣な眼まな差ざしで迎え撃たれた。

「確かにそういう人はときどき見かけますね。私の勤めていた神殿の下働きさんの中にも、やたら猫に引っかかれる方がいました。とてもいい人だったんですけれども」

　穏やかに同意する女導師を見て、ヨシュアは意を決して言いい募つのった。

「それで考えたんですが、もう少しだけ上の位階の神魔を……つまり、家畜よりは頭や感性が人間に近い神魔を喚よび出だす訓練をしてもいいでしょうか？」

　数カ月前、マルタにこれを言ったがために、更なるトラブルを呼び込んでしまった台詞を。

　さすがに、今度はすぐに答えは返らなかった。

　薄く蒼い導師の目が大きく丸くなっている。そこに涙をどっと溢あふれさせ、マルタのように「バレクくんの頭がおかしくなった」と喚わめかれるのだろうか。

　続く沈黙が、ひどく重い。びくびくしながらヨシュアは、彼女の言葉の続きを待まち詫わびた。

　しばらく考えこんだ末、

「何か根こん拠きよがあって言っているのですか？」

　存外静かな声でベルリナは訊たずねてきた。まさかここで質問を返されるとは思わず、ヨシュアはしばし返答に窮きゆうする。懸けん命めいにそれらしい言い訳を探してみたが、

「ありません……ただ、そんな気がするだけです」

　結局、我ながら能のないことこの上ない答えしか思いつけず、彼は赤い頭をそっと垂れた。これでは説得はまず無理だろう。そもそも、最初の授業でベルリナがなんと言っていたか。「位階の高い神魔を喚び出すことに終始するな」、だ。それに自分は賛同を覚え、深く頷うなずいたばかりだというのに。

　しかし。

「よいでしょう」

　返ってきた言葉に、ヨシュアは弾はじかれたように顔を上げた。視線の先、白いが上にも白い面おもての中の導師の瞳は泣いてもいなければ怒ってもいない。

「本当によろしいんですか？」

「ええ。但ただし、安全が確保できる範囲内……つまり、私の授業の間だけに限らせてもらいますが」

　耳を疑い、しきりに目を瞬しばたたかせるヨシュアを、ベルリナはただまっすぐに見つめ返してくる。

「自分で言い出しておいて、そんなに驚くことないでしょう？」

　くすくすと笑って、女導師は肩を大きく竦すくめた。

「すべてを理詰めで考え、一つ一つ説明付けながらきっちりと処理していく。その合理性は不可欠です。けれど、『ただ、そんな気がする』……その感覚を大切にすることもまた、神官には重要だと私は思っています。なにせ、我々が相手にするのは人の理ことわりがまともに通じるものばかりではありませんからね」

　なるほど、と今度はヨシュアが呟つぶやく番だった。
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　その夜、いつもの庭園を二つの影が歩いていた。

　ほんの数カ月前に桃色の花で溢あふれていた巴旦杏シヤケードの林は、はや緑に萌もえ、涼やかな風に梢こずえを揺らしている。

　昼の間、過か酷こくな熱風を吹き寄せてくる乾期の砂漠は、夜には信じられないほどの冷気を地上へ届けるものだが、やはり、このオアシスの中は別。豊富な水と緑とが、冷え切った風の指先から人の暮らしを守っている。

　梢越しの天空には月が冴え、その分、星明かりは遠い。しかも乾期には珍しいことに、雲がいくつかかかっている。おそらく、雲を伴ともなう神魔が長く細く尾を引いて夜空を渡っているのだろう。

　その光景と、何より数歩前をいくスーリィンの姿を眺めながら、ヨシュアは歩いていた。彼女の足取りはいつにも増して軽く、踊るように手を広げ、幾度も振り返っては無邪気に笑う。その銀の髪と淡いヴェールが、月光に縁取られて一段と眩まぶしく映った。

「今夜はなんだかご機き嫌げんだね、スーリィン。どうしたの？」

「愚ぐ問もんだのう」

　呆あきれたという風ながらも、声を弾ませて彼女は答える。

「スーリィンのヨシュアがいつになくご機嫌だからに決まっておる。ヨシュアが嬉うれしいとスーリィンも嬉しい」

　ごく当たり前というその言いように、ヨシュアの嬉しさは更に募つのる。自然、笑顔になった彼に神魔の娘は小首を傾かしげてみせた。

「何かよいことがあったであろう？」

「うん、まあね」

　ヨシュアは深々と頷うなずく。

「今度の魔ま操そうの先生とは相性がいい気がするんだ。うまくいけば、ちゃんと進級して劣等生からも脱せるかも」

「それはそれは」

　いっそう笑って、しかし、どこかからかう風に彼の妻は続ける。

「今度のも女導どう師しであったな。浮気はいかんぞ、我が君よ」

「エレミヤじゃあるまいし、僕に年増趣味はないって」

「かと言って、子供らに手を出すのは更にいかん」

「年下趣味もありません」

「なんと許容範はん囲いの狭い男じゃろう」

「そりゃ狭いに決まってる。一人分しか範囲ないんだから」

　つまり、きっちりスーリィンの分だけというわけだが、それを判わかっているのかいないのか、神魔の娘はとてとてと歩き進め木の根元へと腰を下ろした。

「ほら、ここ。たぶん具合がとてもよい」

　言いながら、彼女はぽんぽんと自分の膝ひざを叩たたく。頭を乗せろと言っているのだと悟って、ヨシュアは月を仰あおいで苦笑した。

「待ち合わせまでそんなに間がないよ？」

　しばらくしたら、どやどやとラキシュたちがやってくる。ベルリナとの面談について聞かせろといつもの倍は騒ぎ立てるだろう。

「だからこそ、早よう早よう。ほらほら」

　スーリィンは諦あきらめず、ばしばしと自分の膝を打ち鳴らす。あまりに容よう赦しやない力なため、見ていて痛そうなほどだ。仕方がなく、少しだけと断ってヨシュアは身を横たえた。なめらかであたたかな腿ふとももに頭を乗せると、ほっそりとした指が赤い髪を梳すいていく。ふふ、と、ひどく嬉しそうな笑みがスーリィンの唇くちびるから零こぼれ落おちてきた。

「さして触り心地いいとも思えないんだけど、僕の頭」

　彼女の髪や羽根は艶つややかで、触れれば絹にも似た手触りを返す。高価な香油を使っているわけでもないのに、いつだって香り豊かでなめらかだ。反対に、自分の髪は色こそは常に鮮やかだが、四六時中砂漠の風に吹ふき晒さらし。日々ごわごわしていく一方。

　しかし、スーリィンはそんなことなど意に介さない。

「そんなことはない。それにな、この緋ひ色はなんというかこう、すごくそそるのじゃ。すっごくすごく触りたくなるんじゃ」

　嬉しそうに言いながら、彼の前髪を解き、生え際に触れ、耳の横から頭の後ろから好き放題に撫なで続ける。そういえば、まだ彼女が小鳥の姿だった頃、よく頭に乗っては嘴くちばしで彼の髪を啄ついばんでいたものだった。赤い木の実とでも勘違いしているのではと思っていたが、あれもまた「そそられて」のことだったのだろうか。












「ダルタス様みたいに肩より長く伸ばしてみようか？」

「夫婦の語らいの最中にあんなろくでなしのことを口にするでない、たわけ」

　ルステラの太守を嫌っているスーリィンはにべもない。ぴしりと言って、ヨシュアの両りよう頰ほおをきゅうと摑つかむ。白い指先にちょっとだけ力がこめられ、上を向かされた。

「ほうら、絶景であろう？」

　囁ささやきに、ヨシュアは視線で応じる。

　若葉を蓄たくわえた枝の先には、淡い花弁。その向こうに細い月が架かかっている。白く儚はかないそれは、夜や光こう花かであった。巴旦杏シヤケードのようにいっせいに綻ほころび舞う花ではないが、健けな気げに蔓つるを伸ばして月光を受け、ひっそりと花開く様が奥ゆかしくも美しい。

「すごい。あれってなかなか咲かない花だろう？　よく気がついたね」

「んむ。地上からだと枝に紛まぎれて見えにくいが、空をゆくスーリィンの慧けい眼がんからは逃れられぬのよ」

　褒ほめられたのが嬉しくてたまらないというように、彼女はいっそう破顔する。

「我が夫がご機嫌なときに咲くとは、その意気まったく天あつ晴ぱれな花よ。雷らい凰おうスーリィン様も喜ばしいことこの上ない」

　どこか誇ほこらしげな調子の声が、ヨシュアの耳には柔らかくも甘く響く。

　彼は知っている。自分が不機嫌なときに咲いたら咲いたで、彼女はきっと「我が夫が不機嫌なときに咲くとは、その慰なぐさめまったく天晴れ」と言うに決まっているのだと。

「スーリィン……」

　愛いとしさに胸がつまった。

　自然と手は伸びて、覗き込む彼女の頰を捉える。誘うようにひとつ撫でると、瞼まぶたが伏せられて果実色の唇が近づいてきた。それに自分の唇を重ね合わせようとした、その時だった。

　秀ひいでたヨシュアの耳に、複数の足音がまず届いてきた。それから、あたりを憚はばかりながらもはっきりと自分を呼ぶいくつかの声。

「おっさーん！」

　とっさに跳ね起きようとして、ヨシュアは額ひたいを思いっきり打ち付ける。ゴンっという音と共に妻が後ろへ転がり、顎あごを押さえて悲鳴をあげた。

「いだだだだ」

「ご、ごめん、スーリィン！」

「せめてきっちりキスしてから押し退けんかあ、この馬鹿者ぉっ」

　涙ぐみながらの訴えを手で塞ふさぎ、焦り狂って振り向けば、彼方かなたから走り寄ってくるラキシュと目が合う。大声を出すなと叱しかるヨシュアを先んじて、

「セームとティエルが捕まった！」

　小さな同級生は聞き捨てならぬ凶事を叫んだ。

「警備兵に？　それとも、先生に？」

「どっちでもない」

　ギレアドの返事は常通り低く短かかったが、珍しく続きがあった。

「どっちでもないけど……たぶんもっと厄やつ介かい」

　そのいつになく沈痛な言い様に、ヨシュアは自分のご機嫌な夜が終わってしまったことを悟らざるを得なかった。
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　どういうことだと問う前に、ヨシュアは左右から強く腕を引かれ、走り出す羽は目めになった。振り向きながら目で合図すると、スーリィンは小鳥の姿になって上空へと舞い上がっていく。枝の合間で翻ひるがえる薄紫色の翼を目で追ったのち、彼はしばらくされるがまま走り続けた。

　やがて、林が果て、東ひがし塔とうにもほど近い場へと抜ける。

　そこは塔と庭園を繋つなぐ、緑の回かい廊ろう。

　背の低い灌かん木ぼくといくつかの花で彩られた閑かん雅がな空間だが、見通しはかなりよく、寮りようから脱走するときには一番気を使う場所であった。

　大木の陰に身を潜ひそめ、ヨシュアたちは様子を窺うかがう。

　まず、見慣れた二つの人影が目に入った。ふわふわとした金髪はティエル、同じほどの背丈の少年がセーム。

　それから、その眼前で腕組みし佇たたずむ、もう一つのシルエット。

　背はヨシュアよりやや高いが、ギレアドには及ばない。淡い色合いの髪を肩より幾分高い位置ですっぱりまっすぐ切きり揃そろえている。いくらか細い柳やなぎ葉ば形の双そう眸ぼうは、遙はるか東方の出に多い特徴。端整と言っていい面おも立だちだが、その目に宿る強い力と険けんのある表情が生来の造作を損なっていた。

　しかし、何より目に付くのは、その肩に掛かっている肩布タリートである。深い紅のそれは、導どう師したちの黒衣に次いでもっとも権威ある証あかし。最上級生の印だった。しかも、その人物の肩布と袖そで口ぐちには金の釦ボタンが縫ぬいつけられていた。この時代、釦のような小さな金具はひどく高価だ。誰の服にでもつけられるものではない。ダルタスのような王侯貴族ならばあちこちを釦で留めることもできるだろうが、たいていはマントや上着に一つ二つ飾りを兼ねてつけるだけ。

　清貧を旨むねとする修道生の中で、その高価で貴重な金釦を身につけている者は学年にただ一人ずつしかない。

　最上級生の、更に首席生徒。

　故ゆえに、相手のことをヨシュアたちはよく見知っていた。朝夕の祈き禱とうや、重大行事の朗読などでよく祭さい壇だんに上がる、いわば常連なのだから。

「あれって……アフェク・ユハス、先輩？」

「そうだよ、暴虐の沈黙王だよ」

　絶望的な声色でラキシュが呟つぶやく。ギレアドも固い表情のまま頷うなずいた。

「どうした、この馬鹿者ども？　俺の言ってることが判わからぬほど頭が悪いのか、それとも、口がきけんほど根性がないのか？」

　その二つ名にふさわしい口調で、アフェクは二人を弾だん劾がいする。気丈なティエルすら唇くちびるを嚙かむだけで、セームは早々と泣きべそをかき始めていた。

「まったく、一年坊主の分ぶん際ざいで真夜中に逢あい引びきとは呆あきれ返かえる。そんな暇ひまがあるのなら、聖伝詩篇のひとつでもその軽そうな頭に詰め込んでいろ。夜を徹して頑がん張ばれば多少はマシな神官になれるかもしれんぞ」

「逢い引きなんかじゃありませんっ」

　たまりかねたというようにティエルが声を上げた。

「では、何をしている？　俺は初めからそれだけを聞いているのに、さっさと答えないのは貴様らの方だろうが」

「そ、それは……」

「この俺に無駄な手間をかけさせるな、脳の足りん阿呆どもが。既に二度同じことを言わせているんだぞ。三度言わせようものなら、使えんその口と耳をいますぐ引き裂くから心しろ」

「ううー」

　再びティエルは黙り込む。まさか、夜よ毎ごと同級生に魔ま操そうを教え、その妻に自分の生気ルーアを与えているなどとは言えるはずがない。

「どうしよう、あの先輩ならやりかねないよっ」

　繋いだままのラキシュの手に、ぎゅうっと力が籠こもる。

　アフェク・ユハス。

『星せい紺こんの塔』一〇年に一人の、いや、一〇〇年に一人の頭脳と謳うたわれる修道生である。が、その才以上に峻しゆん厳げんな性分と剣けん呑のん極まるエピソードで広く名を知らしめている少年だった。授業の間違いを指摘しノイローゼに追いやった導師は片手で足らず、論ろん戦せんを挑いどんできた上級生を次々とやりこめては再起不能に追いやった。熱心に研究するあまり、神魔を解かい剖ぼうしたという噂うわさすらある。うっかり一言反論すれば一〇〇倍は手て酷ひどく応おう酬しゆうされるため、彼がいるところはいつでも静まり返っているという。

　故に、暴虐の沈黙王。揶や揄ゆしているとも崇あがめているとも取れる命名のニュアンスが、傲ごう岸がん不ふ遜そんな佇まいにはぴったりだ。

　───あのティエルが口を噤つぐむぐらいなんだから、噂は本当なんだな。

　妙な感心をひとつして、ヨシュアは考えこむ。

　この状態から二人を無事に救い出す手はないものか。もちろんいちばん手っ取り早いのは殴なぐりかかってアフェクを昏こん倒とうさせることだが、後が怖い。既に顔を知られている以上、ティエルとセームの名もすぐ割れてしまうだろう。更に早い方法は、二度と口もきけなければ動けもしない状態にして砂漠に埋めることだが、神官見習いとしてそれだけはできないしやりたくない。

　彼が考えあぐねていた間は、実はほんの数秒にも満たなかった。

　しかし、そのほんのわずかな間に風向きが変わってしまった。雲が晴れ、月光があたりを照らし始めるその最中、セームが木の陰に隠れる友人三人を見つけた。噓うそのつけない少年は大きく目を動かし、ぴたりと視線を這はわせてくる。

　まずい、と、思ったときにはもう、アフェクがこちらへ振り向いていた。

　ヨシュアはとっさにラキシュとギレアドの足を払い、灌木の陰へと押し込んだ。同時に、数歩を踏み出してアフェクの前へと走り出る。

「僕の友人たちが何かいたしましたか、先輩？」

　極力害のない声で平らかに訊たずねると、

「何かも何も。俺がいまそれを訊ねていたところだ。こんな夜中、寮を抜け出して何をしてるんだと」

　憤ふん懣まんやる方ないというように、アフェクは応じる。

「僕に魔操を教えてくれているんです。昼は他の修練で手一杯なため、夜しか時間が取れないもので、どうしても寮則を破るしかなくて」

「魔操だと？　そんなのは、修練の時間内で済ませるもんだろうが」

「それでは追いつかぬ身の上でして」

　せいぜい殊しゆ勝しように見えるよう、ヨシュアは頭を垂れた。ティエルとセームの口を裂かせないためなら、ここで膝ひざをつくのも辞じさぬほどであるが、

「その赤毛、知ってるぞ。おまえ、ヨシュア・バレクか」

　意外な言葉に先んじられてしまった。

　自分の悪名は遙か最高学年の、更にトップにまでもくまなく及んでいるらしい。その事実に心底うんざりしたが、そんなことはおくびにも出さず、ヨシュアは得意の笑顔で尚も続けた。

「高こう邁まいなユハス先輩のお耳を汚したようで申し訳ございません」

「へえ。貴様も俺を知ってるのか。足りない足りないと大評判の脳のう味み噌そでも最低限の容量はあるようで何よりだな、ヨシュア・バレク」

　───相手を認識して五秒でこれか！

　口が悪いという表現にすら収まらぬ暴言、なるほどこれは黙りこみたくもなる。

　けれど、

「三週と二日前の学長礼れい拝はい、実に面白かったし助かったぞ」

　続いたアフェクの思わぬ言葉に、ヨシュアは張り付けたままの笑顔をただ向けた。

「貴様の気の毒千万な記憶力に期待するのは時間の無駄だから言ってやるが、あのぐだぐだな学長礼拝の最終朗読はこの俺だったんだ。まったく朝っぱらからよけいな力を使わせやがって。聖伝をただ読むなんて退たい屈くつな真ま似ねはそこらの阿呆に適当にやらせりゃいいものを。けど、貴様がなかなか達者な芸を見せてくれたからだいぶ気も紛まぎれたし、学長のあれほど間抜けな面を近くで拝おがめたのもそうそうないことだしな」

　───首席の名めい誉よにして神官の花形である最終朗読を、退屈と申しましたか。

　礼拝の最後、祭司の長い垂すい訓くんの後に行われる最終朗読は、一連の儀ぎ式しきのいわばクライマックスである。読み手の声にあわせて壮大な音楽が鳴らされ、再び会いまみえる機会を約束するという亡神の言葉によってすべての幕が閉じられる。普通の神殿では最高位の神官がそれを司つかさどり、ここ『星紺の塔』では金釦を戴いただくそれぞれの学年首席が持ち回りで執り行う。修道生ならば憧あこがれ目指すはずのその役目を、いったいこの男はなんだと思っているのだろう。

　うっかり苦笑が混じりこみそうになるのをなんとかこらえ、ヨシュアはゆっくりと視線を暴虐の王の背後へと移した。

　ティエルとセームは、緊張した面持ちのまま身を寄せ合っている。泣きながらでもセームはティエルを背に庇かばおうとしているし、ティエルはティエルで大きく目を吊り上げアフェクを睨にらみつけたまま。かなわないまでも一いつ矢し報むくいてやるという気き概がいがその顔に満ちていた。

　何も言うな、黙っていてくれ、と、ヨシュアは目線で訴えたが、見えなかったか聞き入れたくなかったのか、

「せ、先輩の方こそ何をしてらっしゃったんですか？」

　ティエルが蒼白の唇を動かす。

「寮を抜け出たのが悪いと言うのなら、あなただって同じじゃありませんか」

「俺の質問には答えなかったのに、俺には答えろというのか？　いい根性しているな、一年坊主」

　体ごと向き直り、アフェクは言い立てる。腰に剣でも佩おびていたなら、そのまま抜いて切り飛ばしかねないその迫力に、二人はびくりと体を震わせた。ヨシュアはすぐさま進み出て、己の背後に彼らを押し込む。四つの手がぎゅっと自分の背中を摑つかむのを感じながら、最上級生を見据えた。

「先輩はここで何をしておられたんでしょうか？」

　そして、ティエルと同じ質問を繰くり返かえす。

　アフェクの眉まゆが大きく跳ね上がった。

　背を摑むティエルたちの指先から緊きん張ちようが伝わる。早くそれを解ほどいて宥なだめてやりたかったが、その前に一仕事こなさなくてはならないかもしれない。

　相手の姿をひとつひとつ検分しながら、ヨシュアはわずかに身構える。

　私し闘とうは厳禁の修道生だが、いっそ暴力沙ざ汰たに及んでくれたなら話は早い。上背だけはいくらか向こうが上だが、体格自体はたいしてヨシュアと変わらない。文武両道が当然の修道生の、更に首席である以上、武道も相当にこなすはずだ。それでも、おそらく実戦経験は段違い。本気で組み合えば数秒とかからず地に沈められるだろう。

　だが、アフェクはそれ以上は怒らなかった。

「……埒らちもないが、なかなか興味深い噂を耳にしてな。この目でひとつ確かめてみようと思って探していた」

　まじまじとヨシュアを見やったあと、さも大たい儀ぎそうに言葉を並べていく。

「探していた？　何をです？」

「上位神魔」

　その言葉に大きく波打ったのは、自分の肩だったか、それとも、少年少女の指先だったか。

「それも位階一桁けたの大物だと。この塔のどこかに隠されているらしい」

「……それはそれは」

　追従するヨシュアの声がかすかに籠こもり、新緑の目がわずかに伏せられる。顔だけは笑みを刻みつけたままだが、その奥にある光の色彩が変わったことに塔きっての鬼才は気がついたのか、否か。

　沈黙がしばし降りる。

　───確かに、上位神魔はそこにいる。

　月影を横切っていく羽音を聞きながら、ヨシュアは危険な上級生とただ対たい峙じし続けた。

　───けど、見つけさせるわけにはいかないね。

　息を詰め、ヨシュアがひっそりと笑顔を収めてすぐのことだった。

「貴様は笑わないのか？」

　ひどく不ふ思し議ぎそうに、アフェクが訊ねる。

「笑う？　何故でしょう？」

「たいていの奴はそんなはずがないと笑う。他の間抜けだったらともかくこの俺がもう二年も探しているのに見つからんのだから、まあ無理もないと言えばそうだが」

「二年、ですか」

　では、アフェクが探しているのはスーリィンではない。彼の耳にした噂の出所は他にあるということになる。

　少しだけ息をついて、ヨシュアは頭を整理した。

　魔操が通用せぬ位階一桁の上位神魔を操ってはならない。人の理ことわりでは縛れないものを望んではならない───そんな禁きん忌きを定めたのは他ならぬ『星紺の塔』だ。その塔の内部に上位神魔がいるはずがないと考えるのは、まあ当然と言っていいだろう。五つの塔とそれに付ふ随ずいする施設を備える『星紺の塔』の広さはちょっとした村を凌りよう駕がし、時折、怪しい空間なども確かに存在するけれども、二年かけて探し物が見つからないほどではない気がする。

　けれど、それを口にするのはなんとなく憚はばかられた。アフェクの言を即座に否定しなかったことが、ヨシュアにとってはいい出目へと転がったような気がして。

　だが、しかし。

「さて、聞きたいことはそれだけか、最低脳最下級生」

　再び、暴虐王は気炎を上げた。

「貴様らは『お互い様だ』とでも言いたいようだが、そんなことが通じる立場だとどうして思った？　『夜中に出歩いている愚おろか者どもを見かけたので注意するために後を追った』と言ったら、塔側はそれを信じるに決まっているし、俺は必ず信じさせるぞ？　事実はどうであれ、な」

　やはり阿呆だからか？　貴様らの頭には砂でも詰まっているのか？　と、景気よく言い放たれて、さすがのヨシュアの笑顔もいくらか強こわばる。

　───ほら、よく見ておきなさい。ずる賢いっていうのはこういうのを言うんだよ。

　いますぐ振り向いて、幼い友人一同にそう言い散らしたい衝しよう動どうにかられたが、むろん実行に移せるはずもない。

「懲ちよう罰ばつ塔とうに放り込むのは、僕一人にお願いできませんでしょうか？」

　仕方がなくもなるべくしおらしく、頼んでみることにした。

「さっきも申しましたように、この二人は僕のために魔操を教えてくれているだけなので」

「そんなんダメーっ！」

　叫びながら、藪やぶの中から転がり出てきたのはラキシュであった。はっしとアフェクの赤い肩布タリートを摑み、ぎゅうぎゅうと取とり縋すがる。

「それでなくてもほとんどないおっさんの成績、なくなっちゃう！　ゼロ以下になっちゃうーっ！」

「せめて、連帯責任で」

　上からぬっと首を垂れ、ギレアドが続く。

「何言ってるのっ！　そもそも見つかったのはわたしよ！　わたしが責任を取ればいいだけのことでしょっ」

「そんな！　お嬢じよう様さまは悪くありませんっっっ！　おいらのせいです、断然おいらが悪いんですうううううーっ」

　ティエルとセームまでもがヨシュアの背後から飛び出し、一斉に言い立てた。

「ち、ちょっとみんな、落ち着いて」

　収拾のつかなくなっていく一方の一同を、ヨシュアは慌あわてて宥めすかそうとしたが、そんな簡単に聞く耳を持ってくれる相手ならば日頃の苦労も半分で済む。

　結局、

「うるさいぞ、貴様ら」

　彼らを黙らせたのは、アフェクの一いつ喝かつだった。

「数に恃たのんで情けに縋ればどうにかなるとでも思ったか？　どいつもこいつも本当に救い難いほど薄っぺらいオツムなんだな。こんなのが俺の後輩、天下の神官候補とは『星紺の塔』の明日……いや、この大陸の人類の未来がほとほと心配になってくる」

　それでなくとも気難しげな面持ちをいっそう厳しく引き締めて、彼は言いい募つのる。

　そのまま、アフェクは一同を見回し、形のいい唇を引き結んだ。続いた重い沈黙に、誰も息がつけない。その口が再び開いたとき、どんな暴言・どんな罵ば倒とうが雨あめ霰あられと飛び出してくるのか……とうてい思いつかぬ分だけ、空恐ろしい。

　やがて。

「喜べ、ヨシュア・バレク」

　顔色を失い切った後輩たちをゆっくり見回し、アフェク・ユハスは告げた。その口元にうっすらと笑みが掃はかれているのが、より不吉だ。

　そして。

「この俺が貴様に取引を申し込んでやる。よく聞け」

　塔一番の天才は不吉な上にも不吉なことを、平然と宣のたまった。

　取引とは双方に拒否権のあるもののはずだけれど……と、ヨシュアは思ったが。

　もちろん、言い出せるはずもなかった。



















『祈りの塔とう』の中は、意外なほど清涼な空気で溢あふれていた。

『星せい紺こんの塔』の礼れい拝はい場じようのような壮麗華美な彫刻や、飾り扉の類たぐいなどは見あたらない。どこまでもどこまでも、精せい緻ちに石が積まれ組まれて、その塔を築き聳そびえさせている。

　だが、その石の青さが塔の静けさと相まって、かえって雅みやびやかな風情を際立たせていた。どの石も濡ぬれた川底のように深い青……いや、紺に近い。

　窓はあるが、遙はるか頭上も彼方かなた。螺ら旋せんの石段がそこへ向けてつらつらと重なり、上へ上へと続いていた。淡い光をさしのべる、傾いた月。そのかすかな恩恵が世界を染めて、まるで塔すべてが水底に沈んでいるかのようにすら思える。

「この塔が『ヨナタン』と名付けられたのは、どうしてだか知ってる？」

　ちょっと得意げな表情でティエルが訊たずねる。

「さあ？」

「眼がね、青かったんですって。海の瞳のヨナタンって言われてたそうよ」

　同じ碧へき眼がんを輝かせて、彼女は言った。

「では、他の塔も同様なんですかね？　茶の瞳の人の塔は茶で、黒いと黒い石を使ってるとか？」

「あ、いや……それはどうかしら。そこまでは知らないわ」

　何気なく疑問を口にしただけなのに、彼女はかなり窮きゆうした様子で背を向けた。

「由来なんか、まあ、どーでもさ。とりあえず、ここに先輩たちと導どう師したちを詰め込んで礼拝するんだろ？」

「壮観」

　ラキシュとギレアドは少し改まった感じであたりを見回している。いつになく神妙なその顔がヨシュアにはおかしかったが、無理もないとも思う。

　この静せい謐ひつな空間で、新たな神官となる五年生たちが祈りを捧ささげる様を心に描くと、劣等生である自分ですら……いや、それだからこそ身が引き締まるような気がする。

　いまはこうしてその準備のために走そう狗くのように使われるばかりだが、いつかはあの赤い肩布タリートを纏まとい、自分もこの場に訪れたいものだと思う。できれば、一日も早く。

「あの、ヨシュアさん」

　ふと夢想に囚とらわれた彼の耳に、セームの声が飛び込んできた。それははや動揺にまみれ、涙すら伴ともなっている。

「この先、道がありません。地図にはちゃんとあるんですけど……途切れちゃってるんです！」
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　カツカツ、カツカツ。

　小鳥が窓を叩たたくような音が室内いっぱいに満ちていた。よく見ると、白い石の粉がちらちらとあたりに舞い、午後の陽射しを受けて煌きらめいているが、それに目をやる者は一人とてない。修道生たちは揃そろって石盤に向かい、数式を書き連ね続けていた。

　修練室の一番後ろで、ヨシュアも同じように……いや、誰よりも必死に手と頭を動かし続けていた。

「よーし、あと一〇分。時間内に全問解けなかった者には新たな課題を渡すから心するように」

　数学担当の導どう師しモアブは、青白い頰ほおを引きつらせるようにして笑う。特に酷こく薄はくな性ではけっしてないと思うのだが、その笑い声は修道生たちをひどく落ち着かない気分にさせた。

　───あと三問か。いけそうだな。

　問題を目で追って、ヨシュアがほんの少しだけ息をついた、その瞬間。

「おい、赤毛の阿呆はいるか？」

　どかんと修練室の扉が開き、正しよう真しん正しよう銘めい酷薄な性の者が靴くつ音おとも高らかにこちらへやってきた。間近で翻ひるがえる深紅の肩布タリートとそこに輝く金きん釦ボタンを目にし、室内の者は揃って固まっている。

「ユ、ユハス先輩？」

　突然現れた最上級生を、ヨシュアもまた呆あつ気けにとられて見上げた。

「アフェクで良いと言ったろう？　いくら阿呆でもそれぐらいは一度で覚えろ。俺に二度同じことを言わせるな。三度言わせたら貴様の口を裂くぞ」

　いちいち面倒なんだよと、アフェクは鼻を鳴らす。

「ちょっと手が空いたんでな。ツラ貸せ」

「僕の手は空いてません。ご覧の通り、試験中です」

「ふうん？」

　細めの両眼をより細め、彼はヨシュアの手元を覗のぞき込こみ、それから教きよう壇だんで棒立ちになっているモアブへ視線をくれて言い捨てる。

「たいして益にもならんことに時間を費ついやすことはない」

　何を言い出すのか、この人は、とヨシュアは泡を食う。

「益になりますよ、これも大事な修行です」

「俺が後で教えてやる。そっちの黒衣よりよっぽど上手くな」

　言いながら、アフェクはヨシュアの腕を摑つかんだ。見た目より屈くつ強きような手だが、ヨシュアが本気を出せばすぐ外せる。どうしようかと迷う耳に、

「貴様、俺との約束忘れたのか？」

　ひっそりとした脅おどしが流しこまれてきた。

　すべてを諦あきらめ、ヨシュアは大人しく引きずられるに任せた。先人の威い厳げんを振るってこの暴挙を止めてくれないものかとモアブに目で必死に訴えたが、青年導師はそれでなくても青い顔をより真っ青に染めて見送るばかり。

　ラキシュやギレアドが気の毒そうな視線を送って寄越し、セームは既に泣き出す寸前。ティエルは表情を選びかねるというようにしてこちらを見やっていた。

　───ちょっと誰か、助けて！　こんな明らかな授業妨害を見逃すってどういうことなの、先生ーっ！

　彼の心の絶叫は誰にも届かず、そのままあっさり廊ろう下かへと引きずり出されてしまった。修練室のドアを閉めてすぐ、アフェクが鼻で笑う。

「モアブ師なんぞに教わってどうする。あいつ、俺が二年のときに解いた数式がそれまでずっと解けなかった超ちよう弩ど級きゆうの無能だぞ」

「そんな、また」

　ヨシュアは力なく反論するしかない。

「あなたが解いたっておっしゃるからには、そうとうな難問だったんでしょう？」

　皮肉ぎりぎりのヨシュアの質問に、アフェクはきっちり頷うなずいてみせた。

「発見以来過去五〇年、誰も解いたことがなかったそうだが」

「なら、モアブ先生が解けなくても無理ないじゃないですか！」

「あれが俺より劣ることは明らかだろうが。まったく、あの程度の奴が導師とはな。これが人類最強の智の砦とりでかと思うと、世の行く先がほとほと思いやられる」

　真ま面じ目めくさってアフェクは、世界の明日を嘆なげいてみせる。ごく個人的な訴えだったのに、いきなり分母をどかんと広げられてヨシュアは言葉を失った。

　───いや、本気で真面目に言ってるところがタチ悪いよな、この人の場合。

　溜め息をついて、先をいくアフェクをこっそりと窺うかがい見みる。

　係けい累るい縁者に神官がいないにも拘かかわらず、塔に入ったのはラキシュと同じ一一歳のときと聞く。以来、一度も首席の座を譲ゆずらず、五年で赤い肩布タリートを纏まとうに至った。モアブをへこましたのが二年のときだと言うなら、そのとき彼は一三歳になるかならぬかだったはず。

　そして、情け容よう赦しやなくヨシュアを引っ立てるいま現在は一六歳……つまり、この二人、学年は違えるが年は同じなのである。

　───けど、とても同じ年に思えない、というか、同じ人間には思えないというか。

　あんまりにも才に溢あふれ過すぎて、感性がどこかおかしい。

　最高学年の首席について、そんな噂うわさが流る布ふしていたことはヨシュアも知っている。けれど、特に感かん慨がいは覚えなかった。割と身近にそういう人がたくさんいたためだ。

　たとえば、ダルタス・ル・ルステラ。

　大陸一の都市国家の太守である彼は、途方もない記憶力と実務能力を備えていたが、生活力の欠落ぶりは見るに耐えないレベルであった。ぼうっとしたままで散らかりまくった部屋の中を歩き回り、自分の長衣の裾すそを踏みつけてひっくり返っているのを何度目にしたことか。

　たとえば、リベカ・バレク。

　ヨシュアの義理の姉だった彼女は、幼少時はひどく引っ込み思じ案あんで他人と口をきくのも一苦労。その代わり、奏でる楽器は誰より雄弁で彼女の音に魅みせられない者はなかった。長じて暗殺集団の主あるじとなったときは、驚おどろくほどの頭脳の冴えを披ひ露ろうしたが、そのやり口はヨシュアの目から見ても残虐極まりないと言っていいほどであった。

　───人間、何か突出するとどこかが陥かん没ぼつするものなんだろうか……。

　そんなことをつらつら考えるうちに、修練室はどんどんと遠ざかり、ついにヨシュアはアフェクの自室に引きずりこまれた。中央の塔の一画で、導師たちの部屋にもほど近いそこに、彼は一人で住んでいる。ヨシュアも一人部屋だが、自分の学年総人数がたまたま奇数だったためにあぶれただけのこと。アフェクの場合は、数年に渡る首席獲得の特別待たい遇ぐうとしての一人部屋であるから、天と地ほどもその意味合いは異なる。

　さぞかしユニーク極まりない部屋に住んでいるのだろうと思いきや、室内は整理整頓が行き届き、ベルリナよりは凝こった調度品や布で飾られ、マルタよりは質素で居心地のいい設しつらえを見せている。

　しかし、「行き届いているどころじゃない」とヨシュアが悟るまで五分とかからなかった。

「おい、誰がそこに座っていいと言った？　その敷物の幾何学模様はこの時間帯の光線だと右から見た方がいいんだ。左に座れ」

「こら、その茶をすぐさま飲む奴があるか。こっちの香草を少しちぎって入れてからでないと本来の味わいが損なわれるんだ、よく覚えておけ」

「待て、そのクッションを尻に敷くな、尻に。脇に抱えるとちょうどいい具合の大きさと形なんだ。見て判わかるだろう？　判らない？　なんのための目玉だ、くり抜いてしまえ」

　室内いっぱいにあまねく彼のルールが張り巡らされ、そこから逸いつ脱だつした瞬間、雷が落ちてくる。

　───この神経で世界の未来を考えてるのか、よく頭が保つな。

　いや、保たなかったからこそ、こんな性格が仕上がったのかもしれないが。

　うんざりしながら見回した視線の先、窓辺に白い石のようなものが並んでいる。目をすがめて形を確認し、さすがのヨシュアもゾッとなった。それは、すべて白骨。しかも、見たことのない複雑な形の頭ず蓋がいや肋ろつ骨こつとおぼしきものまであった。

　───そういえば、この人、神魔を解かい剖ぼうしたことがあるって話も……。

　心に浮かんだ噂を必死に打ち消し、ヨシュアは力ない笑顔を彼に向けた。

「で、本日はどういった御用向きで？」

「貴様に頼むことなんて一つに決まってるだろうが。他に役立てることが何かあると言うのなら、いまここではっきりと申し立てろ。今後の出方を少しは考こう慮りよしてやらんこともない」

「ええと……いえ、特にはありません」

「なら、つべこべ言わずにさっさと教えろ」

　言いながら、アフェクは棚の一つから琵琶バルバツドを取り出してきた。












　塔一番の優等生が塔一番の劣等生に持ちかけた取引───その内容がこれ。「彼に音楽を教えること」であった。

　実はヨシュア自身もあまり知らなかったのだが、アフェクの耳に届いた彼の名には「出来て当然の魔ま操そうの出来ない信じられない劣等生」「その上、学長礼れい拝はいで寝こけた救い難い阿呆」だけではなく、「けど、音楽の腕前だけは一流」というのが付ふ随ずいしていたらしい。音楽のイーラヴが行く先々でそう吹ふい聴ちようしていると聞き、ヨシュアはかの老導師へとそっと手を合わせたくなったものだった。

　───人生まるごと全否定よりは、何か一つでも見所があるって言われる方が嬉うれしいに決まってるよ。

　おかげで懲ちよう罰ばつ塔とうに放り込まれ、それでなくとも危うい進級をますます危ういものにしなくて済んだ。

　だが。

「非凡が当然の神官だとは承知しているが、何故、楽器を弾いたり歌ったりまでできなくてはならんのか、まるっきり意味が判らない。大きな神殿には専用の楽団がいるし、そうでないところでもこの手のことが得意でやりたがる者が山ほどいるだろうに。だいたい、最高祭司になってしまったら、礼拝の進行役だけで精一杯で楽器を鳴らしてる暇ひまなんぞこれっぽちもないぞ？　無駄だ。実に無駄過ぎる」

　そのイーラヴが聞いたら激怒して奏竜をけしかけてきそうなことを、悪びれもせずに喚わめき散ちらす規格外の人格破綻者に関わる羽は目めになるのと、いったいどっちがよかったのか……いまのヨシュアには判断がつきかねた。

「そこまでお嫌いならば、僕に習ったりせず適当にしのいでしまえば？　あなたのことだから、音楽の点がちょっと足りないぐらいで首席陥落なんかしないでしょう？」

　琵琶バルバツドを取り上げながら、ヨシュアは深く息をつく。

　これもまたよく磨みがかれきちんと手入れされているが、ヨシュアに言わせれば綺き麗れいすぎる。使い込んだ楽器は多少は持ち主の色を備えるものなのだが、これはまるで新品同然。風情もへったくれもない。

「別に首席なんぞどうでもいいが」

　アフェクは意外なことを言い出した。

「むしろ、首席でなくなれば面倒な朗読だの演説だのしなくて済むし助かるぐらいだ。だが、俺の学年の馬鹿者どもは底なしの無能らしくてな。誰も追い落としにこない」

「では、音楽で盛大に手を抜いてあげればどうです？　次席の人、泣いて喜ぶんじゃ」

「手を抜くのは嫌いだ」

「全力主義ですか、たいへんですね」

　主に、周囲の人が……と、ヨシュアは心の中で付け加えた。会ったこともない彼の同級生たちだが、心から同情を覚える。この男と同じ学年に生まれてしまっただけで想像しえないほどの不幸を呼び込んでいるだろう。かといって、わざと落第して学年をずらすこともそうそうできないだろうし。

　───僕も順調に生きてきたら、同学年だったんだよなー。天の配剤に感謝しないとなあ。

　アフェクと四六時中顔をつき合わせて日々を過ごすぐらいなら、子供たちの世話に手を焼くぐらい何ほどのことでもない。まっとうな育ちでないことを恨む気持ちもどこかに少しぐらいはあったが、今日を限りに捨てられるだろう。

「では、まず弾いてみて下さい」

　妙にさっぱりした笑顔で、ヨシュアは琵琶バルバツドを勧める。

　頷いて、アフェクはそれを鳴らし出した。

　しっかりとした手つきで正確な音が響いてくる。とにもかくにもスコアとリズムの正しさだけを優先したような弾き方で情じよう緒ちよは欠くが、問題はないように思える。

「これだけ弾ければ十分じゃないかと」

「ただ弾くだけならばな」

　アフェクの口から、深々とした溜め息が零こぼれ落おちた。ヨシュアの緑の目が思いっきり丸くなる。こんな反応、出会って初めてのことじゃなかろうか。

「貴様ら一年坊主にはない課題が俺たちにはある」

「そんなに難しい楽曲を弾けと？」

　怪け訝げんそうにヨシュアは訊たずねる。アフェクの言う通り、神官にとって音楽は必要な教養ではあるが、不可欠というわけではない。神殿つきの楽団を率いるのでもなければ、決まりきった楽曲を弾きこなせさえすればよし。こんな万能人間が悩むほどの難曲など要求されぬはずなのだが。

「……歌えと言うんだ」

「は？」

「自分の琵琶バルバツドに合わせて歌えと言われるんだ」

「そりゃ、言うでしょうとも」

　神殿で必要とされるのは、聖伝に旋せん律りつをつけたもの。つまり、楽器はあくまで伴ばん奏そうで、むしろメインは歌の方だ。

　呆あきれるヨシュアに、アフェクはいっそう真剣かつ沈痛な面おも持もちで続ける。

「ただの歌じゃない。自分で詩作して、それを歌えと」

　しかも、新神官の祝祭礼拝……つまり、彼らの卒業式で、と。

　この上もなく憂ゆう鬱うつそうに、塔一番の天才児は付け加えた。
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「つまり」

　その日の夜、おやつを頰ほお張ばりながら、ラキシュが言う。

「天下のスーパー首席、アフェク・ユハス大先輩は詩を作るのも歌うのも苦手、と。そういうこと？」

　その声に、板扉の呻うめきが重なった。乾期も最高潮のこの時期、砂嵐はより頻ひん繁ぱんに起きていて、彼らの活動範囲は狭まる一方。いつもだったら、「本日魔ま操そうの練習も散歩もなし」で済んでしまうところなのだが、昼間のアフェクの仕打ちについて、みなどうしても聞きたかったらしい。こうして手に手におやつを携たずさえて、ヨシュアの部屋でひそひそ話に興じている。

　既に、時間は夜半を過ぎていた。こんな夜遅くのおやつなど栄養バランスを何より重視するヨシュアにはたいそう気にくわない所行だが、ほんの数時間前に「こんなド変人と同級生やるぐらいだったら、うちの子たちの方がまだマシだもんね」と思ったことが脳のう裏りをよぎったので、黙って頷うなずくだけにしておいた。

「意外」

「完璧な万能人間っていうのは、なかなか存在しないものなんですかねえ」

　少年たちが驚おどろいたように言う横で、鬼の首を取ったようにそっくり返ったのはティエルだった。

「いかにもなんでもできるって顔しておいて、神官の修行の基き礎その基礎がダメだったなんてとんだお笑い草だわね！　わたしなんか賛美詩篇なんてうんと小さい頃からやってたしできたわよ！」

「そりゃ、あんたは神殿育ちだからだろ。あたしだってそうだよ。でも、アフェク先輩は違うじゃないか」

「あと、俺もおっさんも」

「そうね、そうだわね。だけど、ギレアドは詩が得意じゃない。劣等生だって綺き麗れいな歌を作るし」

　よっぽどアフェクが憎たらしいのか、いつもは罵ののしる一方の同級生を持ち上げてまでティエルは言いい募つのる。

「ほうほうほう」

　その様子を面白そうに眺めていたスーリィンが、寝台から身を起こして口を開いた。

「スーリィンのヨシュアにたいそうな口をきく不ふ逞ていの輩やからに、そんな不得手があるとは笑止千万。いつも導どう師しどもにやられているように、さんざん絞ってやったらよいぞ」

「いや、それが……」

　確かにアフェクの態度の尊大かつ傲ごう慢まんなこと、前後に類を見ない。だが、教え子としての彼はどうしてどうして素直なもので、ヨシュアの弾きこなす曲をきちんと膝ひざを揃そろえて聞き、アドバイスをいちいち書きつけては復唱してみせるという熱の入れよう。

「それだけに……間に合わなかったら、何されるか。想像するのも怖い」

　ああ、と、その場にいる全員が嘆息した。チームワーク皆無の彼らにしては珍しく、いま心は一つ。あの夜のアフェクの様子からするに、ただで済むとは思えない。

「おっさんが作って弾かせろ」

「手抜きが死ぬほど嫌いで天よりプライド高い人に、そんなイカサマ出来るわけないでしょ」

「いっそ罵ば倒とうの歌でも作ったらどうであろう？　『大馬鹿者愚おろか者もの間抜け阿呆死ぬがいい』などといつも言っていることをつないで歌にするのであれば、あの尊大な小僧にぴったりじゃ」

「それ、面白い！　すっごい斬新な大だい傑けつ作さくになるよ！」

「斬新すぎだよ。イーラヴ師がそれを通してくれるとでも？」

「そもそも、神官見習いが他人を罵ののしる歌とか歌っていいもんでしょうか？　神への尊敬と民への慈愛が大切って教わっているのに」

「そんな歌を祝祭礼拝に聞くの、わたしイヤよ。どんなに厳げん粛しゆくに歌っても全部お笑いになっちゃうわ」

　結局、人間五人に神魔一人が揃ってああでもないこうでもないと頭を捻ひねっても、「地道に頑張るしかない」という実にありがちにして一番辛つらい結論しか出せなかった。

「少しはわたしの苦労が判わかった、劣等生？　優秀な人にものを教えるのだって大変なんだから。まして、ぜんぜんダメな人に教えるとなったら二、三カ月やそこらでどうにかなるもんでもないんだからね！」

　ティエルだけはやけに嬉うれしそうに言い張る。

　まったくもってその通りだと思ったヨシュアは、一切反論しなかった。アフェクが琵琶バルバツドがうまく弾けないと訴えてくれたなら、指の運び方のコツやら手首を痛めずに長時間弾きこなす方法などを教えられたろうが、「荘厳な礼拝にふさわしい歌を作らせろ」では、どこから手をつけたらいいものか皆目見当がつかない。

「なにをそんな威い張ばっておるのじゃ、そなたはっ。そもそもいったい誰のせいだと」

　黙りこくった彼の横でスーリィンが怒ど鳴なり、ラキシュとギレアドがまったく同じ調子で頷いた。

「そうだよ、誰がドジ踏んだせいでこんなことになってんだか、判ってんのかよー？」

「おまえのせい」

「何よーっ！」

　そこから後は、いつも通り。二人の少女は激しい言い争いを演じ、ギレアドが切れ味鋭い合いの手を随ずい所しよ随所で入れ、セームが涙ぐんで右往左往し始める。

「だったら、わたしのことなんて見捨てればよかったでしょう！　最初の時点ではわたし以外の誰も見つかってなかったのに、セームが出てくるわ劣等生がくるわで、こっちだって迷惑だったらない！」

「なんだとーっ!?」

「ちょっと君たち、声が大きい！　先輩だけじゃなく塔中に知られたいんですか？」

　ヨシュアが慌あわてて仲ちゆう裁さいに入ったところでティエルは立ち上がり、ふくれっ面つらでリムリーを呼び出すと窓から出て行ってしまった。セームが慌てたように立ち上がったが、彼女の行く先は女子寮りよう、どこまでもついていくには無理がある。しょんぼりと肩を落として彼は隣の自室へ帰っていった。ラキシュたちもそれに続き、結局、夫婦二人が部屋に残される。

「今日も魔操の練習出来なかった……」

　思わず妻へとこぼす愚ぐ痴ちが一段と苦い。か細いランプの灯りが重い影を作って、慣れた自室すらひどく陰いん鬱うつに見えた。

「そう落ち込むでない、スーリィンのヨシュア。別に取って食われるわけでもなし」

「まあ、そうなんだけど」

「なんなら、いますぐまとめてぶち滅ぼしてやるぞ？」

「それは遠えん慮りよします」

「なら、抱っこしてやる故ゆえ、近こう寄れ」

「それも遠慮します」

「なんでじゃー！」

　むきになって抱きついてくるスーリィンをなんとか押しのけながら、ヨシュアはつい数日前のことを思い出す。幸せいっぱい夢いっぱいだったあの夜から、たった三日しかたっていないというのに、いまは鬱うつ屈くつのどん底ではないか。

　だが、しかし。

　どん底と思った現状に、まだ更なる底があったことを、翌日の昼には思い知ることとなった───しかも、他ならぬ恩師・ベルリナによって。
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『神官に何より必要なのは、調和』

　そんなモットーを掲げるベルリナ・ザフェル導どう師しは、教育のあらゆる場面でその主義を貫くつもりだったらしい。

　塔とうの導師が一堂に会した月例会議の席で、彼女は一つの提案をしたという。

　曰いわく。かつては行われていたものの、現在では廃止されてしまって長い行事を復活させよう。学年ごとにバラバラに動きがちな修道生の心を一つにするために、それは実に有用です、と。

　塔から離れること、一時間から半日ほどの地点にいまはもう使われなくなった『祈りの塔』がいくつかある。現在の壮麗な五つの塔が建設される前に、当時の神官や従僕たちが使っていたと伝えられる施設で、それぞれ創世六神官の名前がついている。東から順に、『ヤーコヴ』、『シモン』、『サーラ』、『ヨナタン』、『ルツ』、そして、『ダーヴィド』。卒業生たちは数人ごとの班に分かれてそのうちのどれかへいき、六神官たちの祭さい壇だんに祈りを捧ささげてきたあと、塔へ戻って夜通し楽しく飲み食いする。

　それだけを聞けば、ハァそうですかという程度の内容なのだが、問題はその行事のすべての準備を塔側がではなく、後輩たちが行うという点だった。他人の手を借りてよいのは調理と配はい膳ぜんぐらいで、後のすべてを修道生自身が行わなくてはならないのだとか。

　それを耳にしたとき、修道生たちは一年生から四年生まであまねく反対した。

「最上級生の卒業前ってことは、俺たちは進級テスト直前直後ってことじゃないか」

「この大事な時期に、そんな！　こっちは試験対策でいっぱいいっぱいなのに」

　と、怒りと嘆なげきの叫びがあちこちから噴出しまくった。おそらくはこういった声が日毎年毎に大きくなり、この行事は過去の遺い物ぶつとして塔の歴史の片隅へと追いやられてしまったのだろう。

　けれど、導師陣の……特に年輩の神官たちの反応はこれとはだいぶ異なるものだった。

「懐なつかしいですなあ。儂わしが修道生の頃はまだありましたよ、それ」

「他の学年の者とはそうそう語らうことがありませんしねえ。あの行事ではいろんな相手と出会えて、実に有意義でした」

「六神官の名や功績は知っていても、それを実感できる機会も少ない折、悪くはないんじゃないでしょうかね」

　と自らの青春を郷愁深く追いかけ、ベルリナの提案を熱心に支持した、らしい。

　主役たる卒業予定者たちに、むろん、否いなやはない。大陸中のあちこちに赴ふ任にんし、もうすぐバラバラになってしまう仲間との別れを惜しめる機会はありがたい。何より、後輩どもに準備を丸投げできて自分たちが楽しめるというのが実によろしいと、大喜び。

　ことほどさように、反対派は数の上では圧倒的だった。が、時に権威は数の多た寡かに勝る。若手導師の中には、「勉学の妨げになる」と躊ちゆう躇ちよする者も少なくなかったらしいが、年かさの導師によってそれらの声は圧殺された。学長が賛成したのが何よりのとどめとなった。

　こうして、あれよあれよという間にベルリナの提案は受け入れられ、実行に移されることとなったのだが。

「とはいいましても、すべての修道生がいっせいにこの仕事に掛かり切りになっても、うまくいかないでしょう」

　修練室の教きよう壇だんに立ち、一連の出来事をにこにこと報告するベルリナを、修道生たちはげんなりと見上げた。それでなくても大変なのに、やることを増やしてくれるな！　子供たちのどの顔にもそう書いてある。

　そんなダウナー極まる室内の空気を読めているのかいないのか、ベルリナは白い丸い頰をほんのり染めて尚も微笑ほほえみ続けた。

「なので、それぞれのクラスで代表を二人選び、その人たちが率先してやることを割り振っていきます。責任重大な任務ですよ」

「その代表はどうやって選出なさるのですか？　成績順でしょうか？」

　訊たずねるティエルの声には怯おびえがある。そうです、と言い切られた場合、この役目はまず間違いなく彼女に回る。気の毒にとヨシュアは束つかの間ま同情したが、次の瞬間にはそんな悠長なことは言っていられなくなった。

「籤くじ引びきにいたしましょう」

　ベルリナはそう言ってのけたのである。

「天意に運を預けることも神官には大切ですし、何よりこういったことは私が一方的に言いつけてもよくありません。話し合いで決めるのも、禍か根こんを残しますしねえ」

　可か愛わいい生徒の間に禍わざわいや恨うらみを残しかねない仕事をなぜ増やす!?　と、ヨシュアは女導師の胸倉を摑つかんで揺すぶってやりたくなった。周囲の者もおおむね同じような感想を抱いているようだったが、か弱い修道生の立場で実行に移せるはずもない。

　かくて、教壇の真ん前に大きな陶器の壺が置かれた。中には生徒の人数分の石が入っているとベルリナは説明する。

「たいていは黒い石ですが、そのうち二つだけ赤く塗ぬってあります。それを引き当てた人がこのクラスの代表です。頑張ってくださいね」

　赤い石と聞いた瞬間、ヨシュアはイヤな予感にかられた。しかも、その石を引く順番を成績順と定められたから、なお堪たまらない。否が応でも自分の順番は最後の最後ということになる。

　───残り物には光溢あふれる、ていうのはどこの諺ことわざだったっけ？

　仲間たちが神妙な表情で壺に手を突っ込んでいくのを、ヨシュアは息をつめて見守った。確率は二〇分の二。是非とも自分の石には光溢れて欲しいものだ。

　先陣を切ったティエルがホッとしたように黒い石を掲げ、それから数人が続く。

「あああ……」

　まず泣き声を上げたのは、八番目に引いたセームだった。その震える指先には赤い石が握られている。よろよろと部屋の隅へ下がっていく背に気の毒そうな視線を送りつつ、ラキシュが壺へと手を突っ込む。今度の石はしっかりと黒い。

　───確か、ラキシュの成績がクラスでちょうど真ん中だったはず……。

　それからも、恐れおののいた子供たちが次々に壺へと向かう。ギレアドもヨシュアの何人か前で黒い石を引き当てた。残り人数を目で数えながら、ヨシュアの中でどんどんと不安が募つのり育っていく。赤石はまだかまだかと焦あせり祈るが、その成果はいっこうに現れない。

　やがて。

「バレクくん……」

　ベルリナのやや気き遣づかうような声色が聞こえた。

「いちおう引きますか？」

　促うながす言葉に、ヨシュアはついと壺に寄り、中を覗のぞき込こむ。底に石がひとつ転がっていた。

　赤い。

　自分の髪よりも、まだまだ赤い。

　───残り物なのに、まったく輝いてないよ……。

　得意の笑顔も固いまま、ヨシュアは壺の底にある石をまた見返した。

　赤い。

　何度も見ても、やはり赤いものは赤い。
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　翌日、昼食時。

　ヨシュアはいつものメンバーの席ではなく、上級生たちの集うテーブルを目指した。

　窓際の居心地のよい一画に、赤い肩布タリートの団体が鎮ちん座ざましましている。その中の、ぽつりと離れた席で見慣れた金きん釦ボタンが輝いていた。

「アフェク先輩」

　ヨシュアの呼びかけに、柳やなぎ葉ば形の双そう眸ぼうが動く。

「なんだ貴様か、珍しいな。足りない頭を食い物で補おうと毎日必死だと聞いてるが、大丈夫なのか？」

　いちいち罵ば倒とうつきでないと喋しやべれないのかこいつは、と思ったが、笑顔を崩すまでのことはない。それに、ここ数日つき合って、ヨシュアはひとつの確信を得ている。

　アフェクは極端に律りち儀ぎな性格であり、投げかけられた言葉には必ず答える。回答が暴言にまみれて数十倍にも膨ふくれ上あがっているために判わかりにくいが、彼なりの誠意をもってきちんと、だ。

　───思えば、最初だってそうだった。

　彼はティエルとセームを責め立てていたが、それは「どうして自分の質問に答えない？」というところから端を発していた。もちろん、彼女たちに本当のことなど言えるはずもなかったが、それなりの答えを返していたのならその後の展開はだいぶ変わっていたのではないだろうか。

　だから、ヨシュアはなるべくシンプルかつストレートに話を運ぶよう努めた。

「僕、このたび復活することになった卒業行事のクラス担当に選ばれてしまいました」

「ああ、どこかの阿呆な新任導どう師しが提唱したとかいう、無駄の見本みたいな行事か」

　うちの阿呆な新任導師です、と、つい答えたくなったが、そこはなんとか堪こらえてヨシュアは頷うなずく。

「それは運がなかったな。まったく、半分砂に埋もれてる遺跡なんぞにわざわざ出向いて祈らなくても、ここには祭さい壇だんが山ほどあるというのに。更に夜を徹して飲み食いするなど正気の沙さ汰たとも思えん。酒が入るならまだしも、塔とう内は基本飲酒禁止だぞ？　素面しらふで馬鹿どもの阿呆面を眺めて朝を待てなどと、いったいどんな拷ごう問もんだ。俺がいったいどんな悪事を働いてそんな目に遭わせられなきゃならんのだ」

「みんながみんな先輩のようなお考えでしたら、僕としてもありがたかったのですが」

　ここだけは実感が籠こもる。古参の導師がはしゃぎ、五年生が大喜びしなければ、こんな事態は免まぬかれたかもしれないものを。

　しかし、赤い肩布タリートのただ中で、それをあまり表に出すのは今後のためにもよろしくない。大きくひとつ息をつき、ヨシュアは訊たずねた。

「過日、あなたがおっしゃったことを覚えてますか？」

「どれのことだ？　全部覚えているから、かえって判らない」

「数式を教えてくださると」

「ああ、あれか。いますぐか？　それとも後にするか？　どうせすぐ終えられるが」

「ありがとうございます。でも、僕は数式ではなくて他のことを教わりたいのです」

　ヨシュアは卒業儀式担当に選ばれ、更にアフェクの音楽指導もしなくてはならないこと、それが劣等生である自分にはかなり重荷であることを素直に訴えた。

「自分の一番の問題点は魔ま操そうです。これが片づけられないうちは、進級も覚おぼ束つきません」

　慎しん重ちように、言葉を選んでヨシュアは続けた。どうしてもここは、アフェクのプライドを刺激できるような展開にしなければ。

「他の者は……前任の導師も含めて、指導に失敗してきました。ベルリナ先生には期待してますが、正規の修行時間内でなんとかできる自信が僕にはありません」

　ふん、と、鼻を鳴らしてアフェクは木き匙さじを置いた。皮のままの林りん檎ごを手に取り、するするとナイフで器用に剝むいていく。皮の柔らかい食べやすい種なのだが、そのまま口にするなど神経質な彼には言語道断なのだろう。

「貴様の前任導師はどの馬鹿だ？」

「マルタ・アバド先生です」

「ああ、あの馬鹿か。それは無理もない。振ればカラカラ音がしかねん、頭もケツもいかにも軽そうな女だったしな」

　ケツの方はそうでもないですよ、ただ悪い男に引っかかっただけで、と弁護してやりたくなったが、これもヨシュアは堪えた。

「……まあ、いいだろう」

　さして面白くもなければ興味もなさそうに、アフェクは答えた。

「面倒極まりない上に、途方もなく無駄な行いのような気がするが、他の奴らならともかくこの俺だったらどうにかできるかもしれんしな」

　何かで計ったかのように、きっちり八等分に切り分けた林檎を差し出しながら、アフェクは続ける。食えと勧められているらしいと察して、恐る恐るヨシュアは手を出した。

「貴様、属性は？」

「火です」

「なら、火妖を扱うのが一番手っ取り早いな。いまの時期だと何がいいか……」

　ふむ、と、呟つぶやいてアフェクはしばらく考え込む。その横でヨシュアはやることもなく、一つまた一つと林檎を平らげ続けた。

　最後の一片が彼の胃袋に消えた頃、

「今週末、俺たちは休息日なんだが、貴様はどうだ？」

「僕らも同じです」

「よし、なら砂漠へ出るぞ。しっかり準備して、早朝門の前に来い」

「砂漠、ですか？」

　またなんで？　と首を捻ひねるヨシュアに、先輩修道生は答えない。二度同じことを言わせるなと、切れ長の瞳が語るばかり。

　───三度言わせたら、口を裂かれるんだったっけな。

　そんな愚ぐを犯すほど、ヨシュアも馬鹿ではない。恭うやうやしくその場を辞じして、その日はお開きとなった。
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　夜が明ける直前、砂漠はもっとも寒くもっとも暗い。星の光は一段と冴え、終わりゆく夜の名残なごりを惜しむ。

　白い吐息が砂の果てに消えていくのを、ヨシュアは駱らく駝だの背から見送った。

　視線の先には、慣れた風に手た綱づなを操るアフェクの姿があった。私服の青い長衣が月に映え、ほんのりと淡く姿を浮き立たせている。

「あの赤くてでかい星が目印だ。あれを左手に北北西へ進むぞ」

　彼方かなたの空を鞭むちで指し、アフェクが行く手を定めた。

「赤いものなんて、自分の頭すら見たくないんですが」

　うんざりしたように、ヨシュアは空を窺うかがう。籤くじ引きの日、壺の底に鎮ちん座ざしていた赤い石のことが、ほとんどトラウマと化している。

「ほほう、街道から逸それて夜の砂漠を目標物もなしに進むと？　いい度胸だな、低脳最下級生。勝手に道に迷ってくたばるがいい」

　こともなげに言い捨てる彼の背を溜め息で追いながら、ヨシュアもまた駱駝の腹を蹴けった。恐ろしいものを背にしてしまった草食獣はしばらく怯おびえて動こうとしなかったが、ヨシュアが脅おどかすように鞭を当てると、渋々といったように足を運び始める。

　───みんなを置いてきてよかった。

　一緒にいきたいと彼らはごねてごねてごねまくったのだが、ヨシュアはすべて退しりぞけた。冷えた空気は切りつけるような痛みを伴ともない、砂地に慣れた駱駝の足取りでさえ重い。自分のマントにも絶えず砂がぶつかってきては、鋭い音を立てて散っていく。夜の行軍をたびたびこなしてきたヨシュアでさえ、カタカタとひっきりなしに震えている胸の飾りに手を這はわせ、宥なだめるように撫なでるだけで精一杯といったところだ。

　そうこうする間に一時間ほどがたち、オアシスの灯りが完全に消え果てた。闇やみはなお深く、頼りになるのは月と星の輝きだけというその場で、アフェクが駱駝から降りる。慌あわててヨシュアもそれに倣ならい、手綱を取って辺りを見回した。

　何もない。

　さらさらとした砂だけが降り積もり、大きくうねって山を築き波にも似た紋を描いている。この大陸の砂漠の大部分は、巨大な岩山やゴツゴツとした石が転がっているのが常なので、いっそここまで何もない場所は珍しいとさえ言えた。

「こんなところで突然どうしたんですか？　恵みの坑あなや遺跡すらないようですけれども」

「やかましい。黙って見てろ」

　言いながら、彼は数十サスメートルほど先を指し示す。砂が大きく落おち窪くぼみ、ちょっとした谷のようになっている。点々と黒いのは、そのあたりに石が転がり埋もれているためなのだろう。

　干上がった、しかし、さほど豊かでもない川底を思わせるその場所へ、ヨシュアは静かに目を向ける。あそこにいったい何があると言うのだろう、と、小さく首を捻ったその時、最初の朝陽が地の果てにぽつりと点った。

　いや。

　朝陽ではない。

　それにしては不自然に赤い。

　───赤いものなんて、自分の髪すら見たくないんだってば。

　内心でぼやきつつ、ヨシュアは更に目を凝こらす。

　最初は光の点にしか見えなかったそれが、見る見るうちに膨ふくれ上あがり、すさまじい速度でこちらへ進んでくる。

　ドドドドドドドドド！

　地響きが起き、視界がしばし揺れた。眼前の谷底で突如湧き出し生まれた川が怒ど濤とうを成して流れていくかのように見えた。

　しかし、この川はひたすらに赤い。炎を伴い、天を焦がし、砂漠の底を駆けていく。その上、よく見ればふわふわとした毛に包まれ、羊に似た尾や角が幾百幾千と見渡せた。

「し、神魔の群れ？」

　驚おどろくヨシュアに、アフェクが頷うなずく。

「紡ぼう炎えんの羊だ。位階は四〇番ちょっとだし、一匹一匹はたいしたことないサイズだが、この時期になるとああして群れて砂漠を渡る。人里から離れた場所を選んで通ってるようだが、ときどき運の悪い隊商がこいつらに轢ひかれたりするそうだ」

「轢かれたら、どうなります？」

「たいていはまる焦げだな。それを免まぬかれても、蹄ひづめでさんざん踏まれて圧死確定だろうよ」

「それはそれは……」

　絶対にそんな死に様は避さけたいところだと、ヨシュアは首を竦すくめて谷底を見やった。

「そうだ、よく見ろ」

　声を潜ひそめ、アフェクが言いい募つのる。

「一匹でも目が合う神魔がいたら、そいつの顔をよく覚えておけ」

「神魔の顔を、ですか？」

　いささか困惑してヨシュアは隣の最上級生を窺うかがったが、炎の大河に照らし出されたその横顔は真剣そのものだった。

「説明は後でする。とにかく、よく見てろ。奴らの行軍はめっぽう速いぞ。目を逸そらすな」

　厳しく言いい諭さとされ、ヨシュアは視線を赤い大河へと戻す。

　───目が合ったものを、と、言われてもなあ。

　アフェクの言う通り、炎の羊の足はひどく速い。まさしく脇目も振らず、夜の砂漠を赤々と照らし焦がして駆け抜けていく。数千の神魔のうちのどれかと目が合うはずなど、そうそうなかった。

　ヨシュアは思わず立ち上がり、一歩を踏み出す。

　わあっと絶叫が轟とどろいた。深紅の大河が乱れて割れ、赤い羊たちは束つかの間ま、怯え竦すくんで足を止める。火花があたりに激しく散っては、闇を払って輝いた。

「な、なんだ？　奴らがあんな騒ぎ方するの、見たことないぞ？」

　目を丸くするアフェクの横で、ヨシュアはげんなりと息を吐いた。

　───位階四〇位っていったらそこそこなのに、それでも僕を見ると驚いちゃうんですか。

　新たな溜め息が宙に散るその前に、神魔の羊は逃げ出すことに決めたらしい。我先にと走り急ぐ羊の群れの中、しかし、こちらを振り向く二、三匹もあった。いずれも、他の紡炎の羊より小さく若い個体のようだった。人であるなら、さしずめラキシュあたり。恐怖より好奇心が勝るお年頃なのかもしれない。

　やがて、炎の大河が夜の果てへと走り去っていき、その後を引き取り守るかのように最初の朝陽が地平に点った。一分ごとに太陽は世界を暖め、冬のごとく凍てついた空気が溶け緩ゆるんでいく。

「どうだ？　目の合うやつはいたか？」

　駱駝の手綱を再び取りながら、アフェクが訊ねた。

「ほんのちょっとですが」

「では、そいつの姿形を忘れるな。次に魔ま操そうを編み上げるとき、それを頭に描いて行うといい」

「頭に描いて、ですか？」

「そうだ。普通の羊でさえ、自分の顔を覚え名を呼ぶ人間の元へ寄ってくる。まして、神魔はもっと賢い。人の言葉を理解し操あやつるものがたいていだ。今度は今日出会った奴のことを考えて魔操に挑戦してみろ」

　いまのを『出会った』と言っていいのだろうか？　ヨシュアは考え込む。どう見ても、『すれ違った』が適切な表現だと思うのだが。

　まだ釈しやく然ぜんとしないという風に首を捻ひねる彼に、最上級生にして首席の男はなおも重ねる。

「貴様は魔操を成すとき、これくらいの位階の火妖がいいとか、こんな程度の水妖がいいなどと漠然としたイメージだけで相手を引っ張り出そうとしているのと違うか？」

「それは……」

　違わない。

　図鑑や書物で五妖一〇八位の神魔について学び、その姿を眼にすることは出来ても、魔操を編み上げるその最中に思い描くのは、せいぜいが種族と位階程度。個別認識が出来るのは、彼等を紋から出した後だけと思っていた。

　それはまあ普通のことだ、と、アフェクは嘯うそぶく。

「現実に見たことのない神魔は操れません、では、話にならんからな。北国の神殿で、南国にしかいない神魔を引っ張り出したい場合もあるだろうし、それどころか現代では生存しているかどうか怪しい神魔を喚よばなくてはならないことだってある」

　だから、このやり方は至って邪道であると、アフェクは断定した。

「邪道ではある。故ゆえに、導師も教えない。が、最初の一匹が操れるようになれば、そいつからいろいろ学べる。視野は広がるし、コツも摑つかめるようになるだろう」

　言いながら、彼は鞍くらへと跨またがり、軽く駱駝の腹を打つ。のんびりと体を揺すりながら、逞たくましい四つ足が砂の山を進み出した。

　ヨシュアも慌ててそれに倣い、彼の背を追いかけた。

「ま、まさか先輩が、邪道を真っ先に口になさるとは思いませんでした」

「具体性を欠く説明は、どうせさんざん受けてきたんだろう？　それを繰り返してみたところで結果は同じだ」

　それに、と、アフェクはごく何気ない口調で付け足した。

「その方法は俺が実証済みだしな。まず間違いない」

　ヨシュアは短い瞬まばたきをしばらく繰り返す。

　その緑の瞳に、意外なものを眺めるような色が満ちた。

「まさか、ご自分で編み出した手段だと？」

「まあな。なんせ、ここの導師どもときたらどいつもこいつも神殿生まれ神殿育ち。さしずめ純粋培養品の大品評会だからな。この塔とうに来るまでまともに魔操を見たこともないような人間のことなんか、頭の端にも浮かびやしない想像力の欠けた輩やから揃ぞろいときてる」

　忌いま々いましそうに鼻を鳴らし、塔きっての天才児は手綱を強く引いた。駱駝が迷惑そうに首を揺する。

「先輩も魔操が苦手だった、とか？」

　恐る恐る、ヨシュアは訊ねる。案の定、アフェクはぐりんと大きく振り返り、それでなくてもしかめた眉まゆをいっそうしかめてみせた。

「仕方ないだろう。俺の生まれたのは東でもでかい都市で、神魔なんてのは神殿で恭うやうやしく祀まつられているか、城壁の外でうろついてる獣と大差ない扱いされているか二つに一つだったんだぞ。貧民の小僧なんかにそうそう目にする機会なんかない」

　経験の差の分だけ、出遅れた。

　それはどこかで聞いたことのある話で、ヨシュアの腹の底をまずヒヤリとさせ、それからゆっくりと温めていく。

「……では、僕も頑張れば先輩のようになれますか？」

　わずか。ほんのわずかだけ、自分が興奮していることが判る。けっして埋められないと思っていた溝みぞを埋めた実例がここにいる。それは、希望を伴ってヨシュアの胸を震わせた。

　けれど、やはりアフェクはアフェクで、

「言っておくが、俺が遅れてたのは魔操だけで、他の学問は一通り入塔前に手をつけていたし、聖伝や詩篇の類たぐいは全部暗唱済だったぞ。貴様にはそれが出来てるのか？」

　希望よりは絶望を山ほど注そそぎ込こんでくる。

「で、出来てません……」

　それどころか、三年前までは字もろくに読めませんでした、とはまさか言えない。どれだけ馬鹿にされるかと首を竦めたが、意外なことにそれ以上罵ば倒とうは降ってこなかった。

「まあ、いい。貴様が本物の阿呆でなければ、そのうち魔操も使えるようになる。お望み通り、他の学問に手を回すこともできるようになるだろう。邪道だろうがなんだろうが、それぞれに見合った方法を会え得とくしていけば無駄がない」

　無駄がないのは大切なことだ、と、彼は続けた。

「人の命の安い時代だ。我々の判断一つで誰かの生き死にが決まることもある。無駄に迷い、無駄に言葉を弄ろうして救えるものを救えなかったら、神官なんぞ存在する意味もない」

　満ちゆく陽光の中、静かな砂の世界。アフェクの言葉はひどく大きく聞こえてきた。駱駝の背につけた小さな鈴だけが、その蹄音と共に彼へとついていく。

　遠ざかっていく砂の谷へと小さく振り向き、ヨシュアは更に訊ねた。

「先輩はあの羊たちがここを通ることをどうしてご存じだったんですか？」

「調べ上げたからだ」

　またも、返答は簡潔だった。

「この五年、暇ひまが出来ると『星せい紺こんの塔』周辺の神魔のことを調べていた。四六時中住み着いているのはもちろんのこと、季節ごとに巡ってくる奴らもだ」

「ね、熱心なんですね」

「当然だ。むしろ、他の奴らがどうしてそうしないのか、皆目判らん」

　そりゃあ、大変だし面倒だし普通の修行で手一杯だからだろうとヨシュアは思ったが、口にするのは慎つつしんだ。並の人間が一日かかって読み解く書物を数時間で把は握あくしてしまうような人間の言う『暇』など、凡人のそれとは意味が違っていて当たり前だ。

「まさか……神魔を解かい剖ぼうしたことなんかは？」

　もののついでだ、聞いてしまえとばかりにヨシュアは例の噂うわさについても確かめてみた。もっとも、その語調は実にびくびくとしたものだったが。

「解剖？　どうやってするんだ、そんなこと？」

　一方、アフェクの返答は、またも堂々。

「奴らは基本死体を残さないし、そもそも神官たる者が神魔をバラしてどうする、バラして。あれらが生きて神秘を成してくれるからこそ、俺たちのような人間の価値が保てるというのに」

　まったくもってお説の通り。マルタやベルリナあたりの発言でもおかしくないほどの正論であった。
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　ヨシュアが炎の羊の大行進を見学し、帰路へとつき始めた頃のことだった。

　彼に置いていかれた子供たちもまた、それぞれ自分の寝台で目を覚まし、一日の行動を始めていた。日頃なら、朝の祈き禱とうや労働に勤いそしんでいる時間帯だが、今日は休日。夕食の刻限にさえ間に合えば、誰にも咎とがめられることはない。

　いつもよりいくらか長い眠りを修道生のたいていが楽しんでいる最中、一組の少年少女が『塔』の正門を足早にくぐっていった。

「お嬢じよう様さま……どうしてこんな早い時間からお出かけになるのです？」

　珍事に首を捻ひねりながら、セームが年若い主あるじを窺うかがう。日頃から寸時も惜しまず勉強に魔ま操そうにと励はげんでいる彼女は、休日でもたいていは外出しない。日頃の疲れが出てぐったり寝台に横たわっているか、自室に籠こもって書物と睨にらめっこしているか、そのどっちかで一日を費ついやしてしまう。

　それが、今日に限ってこんな早くから私服を纏まとい、町へ出て行こうとしているなんて。

「だから、あんたはついてこなくていいって言ってるでしょう？」

　いくらかうんざりとした表情で、彼女は振り返る。

「例の係になっちゃったせいでこれから忙しくなる一方なんだし、部屋で休んでいたらどう？」

「いいえ、そんな。もちろんお供いたしますけれども。どこへ行かれるご予定で？」

「……もちろん、市場よ。民の暮らしを見聞するのも神官候補生には必要なことでしょう？」

　もっともらしくティエルは答えた。しかし、その言葉にはどこか躊躇ためらいがちな響きが残っていて、セームを困惑させた。

「なら、ラキシュとギレアドを呼んできましょうか？　あの二人は休みのたびに市場で遊び回ってますから、いろいろと詳しいはずです」

「別にいいの。ホントにそのへんをちょっとふらふらするだけなんだから」

「でも、不慣れな者だけで買い物すると、ありえない金額をふっかけられたりするらしいですし」

「いいんだってば！　特に欲しいものもないんだからっ」

　妙に慌あわてたように言いい募つのり、ティエルはなお足早に進んでいく。

　───まあ、ただ見て回るだけなら問題ないかなあ。

　セームもまた、彼女の後に大人しく続く。

　何せ、塔の正門からほぼ一直線、精密に組まれた石いし畳だたみの道が通っている。それがオアシス最大の目抜き通りで、これを起点にして一〇分二〇分も進めば、市場へと辿たどり着ついてしまう。まだ朝早いうちだというのに人出は既に多く、巨大な剣を吊った警けい備び騎き士しともひっきりなしにすれ違う。治安の面ではなんの心配もなさそうだった。

　しかし何故か、ティエルは市場へと至る道を行き過ぎた。間違えたのかとセームが声をかけても、「これでいいのよ」の一点張りでなんの説明もしようとしない。

　やがて、二人はオアシスの最南端、城壁間近まで辿り着いてしまった。質のいい白しろ煉れん瓦がで作られた城壁は、『星せい紺こんの塔』の正門から歩いて三〇分以上のところに屹きつ立りつしている。首が痛くなるほど見上げても、その最上部がうまく見渡せない。

　そこに塡はめられた正門もまた、高く遠く聳そびえていた。ちょっとした民家の屋根を凌りよう駕がするほどの巨大な扉に、いまは亡き神々を表す紋章が描かれている。太陽と月の神、火水風土それぞれの神と、豪華で流麗な彫刻の数々。そのあまりの大きさ重さに、大人が数人がかりでも素手ではなかなか開けない。内部に仕込まれた精密な歯車と鎖とが、それを開閉させる。

　二人の出身地カナンにも、似たような城壁門がある。砂漠のオアシスと海辺の神殿都市、似ても似つかぬ二つの町の中、唯一郷きよう愁しゆうを呼び起こすものがこれと言ってもよかった。が、彼らにとって……特に、ティエルにとって、故郷は懐なつかしいばかりの場所ではない。むしろ忌いむべき辛つらい想い出ばかり。

　巨大な壁の落とす影は、灼熱の陽射しを映していっそう濃い。その中でセームは彼女の横顔をそっと探ったが、かつてのような険けわしさはそこにはもうなかった。『見聞の旅』から戻って以降は、特に。

「思ってた以上に人が多いのね。乾期は雨期より旅人が少ないって聞いてたのに」

　既に開いていた門を見やり、年若い主はそっと呟いた。昨夜は砂嵐のない穏やかな天候だったせいもあってか、ひっきりなしに人々がその門をくぐってくる。

「そりゃあ、このあたりではここが一番大きなオアシスですから。砂漠を渡らざるを得ない人たちのほぼ全員がここに立ち寄ることになるんでしょうし」

　そう、と頷うなずいたティエルは、なんでだか気落ちしているように見えた。

「……これなら、『塔』の正門で待ちかまえていた方がよかったかしら……？」

　ぽつりとした呟つぶやきを耳にして、セームはようやく気がつく。

「お嬢様、もしかして、ヨシュアさんが帰ってくるのをお待ちなんですか？」

「ち、違うわよっ！」

　ティエルはほとんど反射的に声を荒らげたが、

「あ、いや……違わないんだけど」

　すぐにトーンを落とし、大きく目を逸そらした。

「だ、だって、気になるじゃない。あのいけ好かない赤布金きん釦ボタンの暴虐王が、劣等生にどんな魔ま操そうを教えるのか。わ、わたしだって一いつ生しよう懸けん命めいやってきたのに、あいつ、ぜんぜん上手にならなくって、それでいきなりあのイヤな上級生が成功させたりしたら、なんだかわたしが悪いみたいで悔しいというか腹が立つというか……っ」

　もごもご言い募る主を、セームはしばらく黙ってみていたが、

「万が一そうなったとしても、それは仕方がないことだっておいらは思います。あの先輩はおいらたちより四学年も上で、その分、たくさん経験があるわけでしょう？」

「そ、それはそうだけど」

「お嬢様が赤い肩布タリートを纏まとう頃になったら、きっとあいつにだって負けやしませんよ！　間違いないです！」

　励ますような従者の言葉に、ティエルは頷かなかった。

　───それじゃ、遅い。

　ただ、漠然とそう思う。

　あと四年後に誰より優秀になったとしても、それでは間に合わない。いま、なのだ。いまどうしても、彼に勝りたい。でなければ、ヨシュア・バレクはティエルの助力抜きで魔操を使えるようになってしまうだろう。

　それがどうしてか、ティエルにはイヤだった。ひどく耐え難かった。

　───あと、あの雷らい凰おうにやいのやいの言われるのも、すごくすごくすごーく気に入らないのよ。ラキシュやギレアドに言われるのの千倍ぐらい気にくわない。

　そう腹立たしく思う反面、「確かに、ちょっとのんびりし過ぎてしまったろうか」という気分も少しだけある。神殿育ちではないヨシュアには、ティエルやセームが当然のように身につけてきたことが感覚的に判わからないらしい。それはとうに察せられていたのだけれども……そこをどうにかしてしまったら。そうして、ヨシュアが魔操を使えるようになってしまったら……自分はもう用済みということになりはしないだろうか？

　───どうしてかしら、それはそれですごく面白くない気がする。

　けれど、そんなぼんやりとした不安や不満を、彼女はセームに伝える術すべが見つからない。いや、あまり話したいと思わない。

　結果、ティエルは怒っているのか困っているのか判らないような表情のまま、唇くちびるを嚙かみしめ、セームをただ見やった。

　忠実な従者であり、幼なじみでもある彼は、しばらく黙ってティエルを見返していたが。

「……あっちに厩うまやがあります、お嬢様」

　城壁の下で軒のきを並べる小屋を指さして、小さく笑った。

「たぶん、ヨシュアさんたちはあの中のどれかから駱らく駝だか馬を借りて砂漠へ出たと思います。それを探してみましょう。それが特定できたら、その前でずっと待ってれば早いです」

「で、でも、すごくたくさんあるわよ？」

　ティエルはいくぶん怖おじ気けづいたように、厩の数々を目で確かめた。旅人の乗騎を預かる厩、駱駝や驢ろ馬ばなどを代金に応じて貸し出す厩、むろん、これら家畜そのものを商っている厩など多数ある。馬具や旅の装備品を売り買いする店とも多く相まって、そこはちょっとした商店街の様相を呈ていしている。

「大丈夫ですよ」

　胸を張って、セームは請け合った。

「お二人とも規則で冠ターラーは外せないことになってますし、何よりあの赤毛ですよ？　きっと厩の人は覚えてますって」

　そして、それから一時間ほどかかって、二人は目当ての店を見つけ出したのだが……赤毛の修道生とその連れならば、たったいま駱駝を返しにきたところだと店主に告げられた。

「なんか、どこかで飯食おうかって話してましたよ」

　と教えられ、ティエルは慌てて元来た道を戻り出した。途中、ますます増えていく人混みに流されて、セームが背後から消えてしまったことにも気がつかず。
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　砂山を登って下って、一時間とちょっと。

　二人がオアシスに戻った頃、町はすっかり目覚め、賑にぎわいを見せ始めていた。

「腹が減ったな、どこかで何か食ってから帰るか」

　何気ないアフェクの言葉に、ヨシュアがうっかり頷うなずいてしまったのは、今朝は意外な展開が続き過ぎていたからかもしれない。それから三〇分もたたぬうちに、ヨシュアは猛烈に後悔する羽は目めに陥おちいった。

　駱らく駝だを城壁近くの厩うまやに返し、市場に向かったまではよかった。麻布の幌ほろがあちこちに張り巡らされ、思い思いの品が山積みにされている。

「搾しぼりたての椰や子しのジュースはいかが？　キンキンに冷えてるよー！」

「昨夜、届いたばかりの杏あんずはどうだね？　お好きな量でお分けするよ？」

「砂さ塵じん兎うさぎの干し肉あるよ、あるよ！　雨期に捕ったやつだから、まるまるしていてすげえ美う味まいよ！」

　ひっきりなしの売り買いの声と共に、美味そうな匂いがあたりにたちこめていた。珍しい食べ物があちらこちらで売られていて、目移りするぐらいである。

「どうしましょうか、アフェク先輩？　まずはあのへんでチャイでも貰もらいます？」

　何気ない質問に、アフェクの目が底光りする。

「馬鹿か、貴様。あそこの店のチャイは山や羊ぎの乳なんだぞ。臭くて飲めるか、あんなもの。茶葉の匂いを損ねないのは、水牛だ。よって、この先の店でしか俺は飲まない」

「はあ」

「それと、朝からうっすい餅もちだのパンだのは御ご免めん被こうむるからな。『塔とう』の食事だったら甘受するしかないが、自分のなけなしの金をはたくのにそんな非効率的なものを食ってどうする。朝は断然肉がいいんだ。しかも、脂身の極力ないものが望ましい」

「へー」

「あとはまあ、酪チーズの類たぐいと柑かん橘きつ系が一つ二つあれば言うことないな。酪も店によっていろいろ違うから、どれでもいいってわけにはいかない。まず、向こうの店。違う、その店じゃない！　左のでっぷりした女が売ってるそれだ、それ！」

　そのでっぷりした女にものすごい勢いで睨にらみつけられ、ヨシュアは肩を落とした。金を払う立場なのにここまでの敵意を向けられたことなど、生まれて初めてである。

　他人の振り見て我が振り直せ、という類の格言はこの大陸にも存在する。日頃、食卓につくたび子供たちへガミガミ言っている自分もまた、この男並に鬱うつ陶とうしい存在なのではなかろうか。

　───早く帰って、スーリィンの顔見たい。今日だけは勉強放り出して、二人でだらだらしてたい。

　切なる願いに胸は塞ふさがれるが、一度承知してしまったなら、上級生を置いて逃げ出すわけにもいかない。お説を一つ一つ伺いながらご希望の品を買い求めているうちに、

「ちょっと、劣等生！」

　ひどく耳慣れた声が市場の雑ざつ踏とうの合間から届いてきた。買い物客の群れに押しのけられながら、金の頭がヨシュアの目前へと転がり出てくる。

「ティエル？　こんなところでどうしたの？」

　滅めつ多たにない出会いに、ヨシュアは驚おどろき訊ねた。彼女がいつも休日を塔内で過ごしていることは、彼もよく知っている。

「べ、別にどうもしないわよ。たまには市場や民の暮らしを見て回るのも、未来の神官には必要かしらって思っただけで」

「それはまあ、ごもっともですが。でも、一人？　セームは？」

「城壁までは一緒だったんだけど、途中ではぐれてしまって」

「城壁？」

　突飛な発言にヨシュアは首をまた傾かしげた。

「塔からここまでくるのに城壁経由したの？　また、なんでわざわざ？」

「久しぶりに城壁も見てみたかったのよ、それだけよ！　それだけっ」

　ティエルは何故か気まずそうに目を逸そらした挙げ句、妙に声を荒らげて言い立てた。

　───おおかた、セームとはぐれて不安だったんだろう。

　そう見当をつけて、ヨシュアは気にするのを止やめにした。そもそもティエルが自分と相対するとき、機き嫌げんのよいことの方が少ないのだし。

「食事は？　僕らと一緒に食べる？」

「僕ら、って……あの怖い先輩とまだ一緒にいるの？　もう砂漠での用事は終わったんでしょう？」

「まあね、成り行きで。魔ま操そうについて大ヒントを貰もらったし、町について『ではここで、さようなら』ってわけにもいかないでしょう？」

「大ヒント……」

　ティエルの声のトーンが落ちる。眉まゆ根ねを寄せ、何事かを問おうとした彼女の背後から、今度はアフェクの怒声が轟とどろいてきた。

「おい、赤毛の低能！　何やってんだ？　そのスープは器うつわに盛ってすぐ食わないと味が落ちるんだぞ？　貴様、俺に劣化した食い物差し出してくるつもりか、いい度胸だな！」

「ちょっとお待ち下さいって。いま、同級生と偶然会ったところでして」

「同級生？」

　訝いぶかしげな声と共に、アフェクもまた人混みの中からやってくる。うろんげな目でティエルを一いち瞥べつし、

「この間、くだらない戯ざれ言ごとをキーキーがなってたガキか。一片の説得力もないくせに、辻つじ褄つまさえそれなりにあってれば相手をへこませられると信じてる、典型的な子供の浅知恵全開な」

　と、一いつ蹴しゆうした。

「なんですって」

　鋭くも適切な表現なだけに、アフェクの言はティエルの癇かんに障さわったらしい。碧へき眼がんにたちまち敵意をこめて一歩を踏み出してくる。

「まあまあ、そうがなりあわないで。一緒に食事はどうですか？」

　それをさりげなく自分の背で庇かばい、ヨシュアは笑顔で言いい募つのった。

「塔の外でないと、他の学年の首席同士で食卓を囲むなんて滅多にできませんでしょう？」

「緑の首席？　その雌ガキがか？」

「ええ。今度の学年末には、まずきっと」

　とても優秀で努力家なんですよ、と、ヨシュアは取り成す。

　アフェクはたいしておもしろくもなさそうに彼とティエルを代わる代わる眺めていたが、注文した料理がどんどん冷えていくのに何よりまず耐えられなくなったらしい。不承不承というように頷いて、市場の端へと足を向けた。ティエルが何くれと理由をつけて逃げ出すのではとヨシュアは思ったが、何故か大人しくついてきた。

　他の町でもそうであるように、こうした市場の奥にはテーブルと椅い子すがいくつも置かれている。どこの店のものというわけでもなく、あちこちで買ったものを持ち込んでみなが好きに飲み食いしている場所だった。長々と腰を落ち着けて食事を楽しむなら、それに適した店がちゃんとあり、ここでは誰もが手早く食事を終えては自分の仕事へ戻っていく。

「ティエルも早く食べちゃいなね。えっと、このパンは君が好きそうな味だと思うよ。それと、この果物はカナンでも食べてたやつじゃないかな」

　塔の食堂でそうするように、ヨシュアはティエルの前に皿を置き、料理を勧める。アフェクはその横でせかせかと口を動かし続けていた。

　そうして奇妙な食事の時間は刻々と過ぎ、三人が最後のチャイを流しこんだ時だった。

「あの、修道生さま……」

　数人の子供がおずおずと近寄ってきた。全員が全員、見事なまでに泥まみれ。特に小さな子など、顔から手から真っ黒で、目だけが動いているように見えた。

「修道生さまたち、ですよね？」

　三人の額をじっと見上げ、幼女は言う。私服を纏まといマントを重ねていても、そこには銀冠ターラーが輝いておりヨシュアたちの身の上を雄弁に語っていた。

「その通りだけど……何か僕らにご用かな？」

「あのっ、お兄さんたちのうちのどなたか、地面を割るような力は使えませんか？　お願いしたいことがあるんです」

　優しく訊ねてみたはいいものの、いまのヨシュアは答えられない。ティエルは水妖使いで地を割ることなど及びもつかないだろう。仕方なく、二人は傍かたわらの男へ目を向けた。

「使えたら、どうだというんだ？」

　いつもの調子で厳しく訊ねるアフェクに、幼女はいくらか怯おびえた様子を見せた。が、

「わたしの大事なアリーが穴に落ちちゃったんです。とっても深い深い穴だから、もう助けられないってお父さんが……」

「アリー？」

「猫です。妹が世話してる猫なんです」

　声を震わせ始めた彼女に代わり、少しだけ年かさの少女が進み出てきた。

「みんなで助けようと頑がん張ばったんですけれど、どうにもならなくって」

　その結果が、この泥まみれご一行ということらしい。奮ふん闘とうの跡が充分窺える彼女たちの姿に、ヨシュアは同情を覚えた。よほど大切に飼っていた猫なのだろう。できることなら返してあげたいが、人の手では無理だと父親が断じているような場所では自分に何ができるだろうか？

　恐る恐る向けた視線の先で、

「判った。案内しろ」

　アフェクは意外なほどあっさりと立ち上がった。





　　　　　８






　こっちこっちと明るい声で少女たちは三人を導き、市場の更に奥へと分け入っていった。

「ティエルは別に帰ってもいいんだよ？　セームも探してるんじゃない？」

　気を使うヨシュアに、彼女は断固として首を振る。

「あの赤布金きん釦ボタンがどんな魔ま操そうを使うか、見届けてやるのよ！　それまでは絶対に帰ったりしないんだからっ」

　そう鼻息も荒く足音も荒々しく、二人の後をついてきた。

　道の両脇に民家の白壁が迫り、空の遠い曲がりくねった薄暗い小道を進み続けて、いくばくか。

　一同は小さな広場に出ていた。四方を大きな建物に囲まれたそこは、『塔』の中庭にも似た風情。さしてよくもない日当たりを分け合うように花が咲き、巴旦杏シヤケードの木が一本だけ細い枝を伸ばしていた。

「ここ、ここです」

　手招きされて進んだ先には、瓦が礫れきが打ち捨てられた一角。崩れた煉れん瓦がや板の合間に、なるほど、小さな穴がある。

「下水の修理途中に放棄した穴って感じね」

「危ないったらないですね」

「なんでこんなもんほっとくんだ、馬鹿者どもが」

　懸けん命めいに覗のぞき込こんだ先で、確かに何か蠢うごめいているが、どうにも暗くて見通せない。ニャーニャーという必死の声も、かなり細く遠いようだった。

「人間が降りられるほどの空間はないようですね」

「かといって、脆もろい地盤をいきなり撃ち抜いたら生き埋めか……」

　しばし思案し、アフェクは立ち上がった。周囲に離れるように指示したあと、ひとり広場の中心に立つ。

「我は導くアニ・ラーダー」

　左手を額に当て、彼は告げる。深みのあるその声と共に、光がたちまち満ちていく。

「五妖一〇八位階の神魔に奉たてまつる。我は天地の官、世の仕組みを識しり行う者……」

　力みもなにもない、ごくごく自然な口調で、アフェクは彼の神魔を喚よぶ。淡い光が見る見るうちに紡がれ編まれて、やがて召しよう喚かん紋もんを成していった。その色は、青。彼は水の神魔を顕けん現げんさせようとしている。

　やがて。

「お呼びか、我が主あるじ。我は水妖二八位、清獣のイザク」

　薄藍色の神魔が顕あらわれた。上半身は山や羊ぎによく似ており、下半身は魚。全身が白銀の鱗うろこで覆おおわれており、その背の鬣たてがみが日光を受けて青く輝いて見える。

　わあっと子供たちが声を上げ、手を叩たたいた。『星せい紺こんの塔とう』を中心とするこの町住まいであっても、魔操を目の当たりにする機会にはさほど恵まれないに違いない。

　───それはいいけど……どうして、水妖？　ご要望は地妖なのに？

　ヨシュアは密ひそかに首を捻ひねり、塔の天才児と青い水妖とを見比べた。彼は一向に構わない。それどころか、

「我は導くアニ・ラーダー」

　間かん髪はつ容いれず、アフェクはもう一声放った。

　驚き見つめるヨシュアの前で、今度は風の紋が編まれていく。

「複数の神魔を同時に操る？　そんなの、わたしのお父様だって滅めつ多たにはしなかったのに」

　ティエルが青ざめた唇くちびるを震わせた。

　子供たちはもはや声もない。誰もが身じろぎ一つせず、目前で繰くり広ひろげられる奇跡の技に見入っていた。

「あらまあ、お久しゅう」

　華やいだ女の声と共に、白い影が顕れる。

「風妖二一位、涼狐のフェンナ見参よ。我が主、アフェク・ユハスの御み名なの下、八七のもの共を従わせてみせましょう」

　それは見る間に、円熟した女の姿を得て立ち上がった。ただ、微笑ほほえみ伸ばした両腕は艶つややかな毛皮で覆われ、長く裾すそ引くドレスからふっさりとした尾が覗いている。

　二頭の神魔は、ほんの一瞬だけヨシュアへと視線を這はわせた。それぞれの瞳に興味深げな色が浮かぶが、それ以上は何もせず何も言わない。素知らぬ顔で自らの主へと視線を戻した。

　───さすが、二〇番台ともなると落ち着いたもんだな。それとも、先輩の操あやつる神魔だからか？

　そんな束つかの間まの、言葉なきやり取りにアフェクは気がつかなかったらしい。

「イザク、この穴の遙はるか下に水脈がある。それを見つけ、噴き立たせろ。ちまちまやっていたのでは、中の猫が死ぬから一気にな」

　つけつけと、神魔たちへ命令を下す。

「フェンナ、貴様は穴から飛び出てきたものをすべて浮かせるんだ。何か一つでも地に叩たたきつけでもしたら、契けい約やくはこれまでだから心しろ」

「あら、ひどい。あたくしぐらい役立つ神魔も他におりませんのに」

　無言で頭を下げる水妖と、ぶうぶうと不平を鳴らす風妖は、それでも並んで穴の周囲に立った。アフェクはただ腕組みをして、その様子を眺めている。












　そして、すべては一瞬のうちに決した。

　青い蹄ひづめが地を穿うがち、そこに激しい水柱が立つ。大量の地下水に押し出され、瓦礫の山や石などと共に白い子猫が天高く舞った。風狐の手がひらりと振られ、あたりを風が駆け抜ける。初めは激しく、それから緩やかに。風は猫を柔らかく抱き止めて、静かに地へと導いていく。

　にゃーん。

　濡ぬれそぼった白猫が小さな口を開いて、全身をぷるぷるし始めるまで、一分ほどもたっていなかった。

「どうした？　早く乾かしてやらんと病を得るかもしれんぞ？」

　急せかすアフェクの声。子供たちは我に返ったように子猫へと飛びつき、布でくるんで拭ふき始めた。何度も何度も礼を述べる彼女たちに、彼は一つ頷うなずいただけ。神魔たちにも「よくやった」と短く告げただけで、すぐさま魔操を解いて踵きびすを返した。

　ヨシュアもまた、子供たちと似たような顔をしていたかもしれない。後に続くのが一歩だけ遅れた。

『魔操はセンス』

　ベルリナの声が、ヨシュアの脳のう裏りでふいに響く。

『複数の低位神魔を同時に駆く使しする方が有効な時も』

　ヨシュアに魔操が使えたとしても、地妖を一匹呼び出してどうにかしようとしか思わなかったろう。無理に地面を撃ち抜いて、猫を傷つけてしまったかもしれない。

　───そこいくとこの人ときたら……二〇番台の神魔を二頭もなんなく使役して、ものの数分で助け出してしまったなんて。

　ただ、少し疑問に思ったのは。

「あなたがこんな簡単に魔操を使うと思いませんでした」

　猫を抱えて走り去る子供たちを目で追って、思わずヨシュアはそう口にしていた。たかが猫のために、とは敢えて音にはしなかったが、そういうニュアンスは言葉の端々に滲にじんでいたと思う。傍かたわらにいたティエルも同意見のようで、ヨシュアの言葉にしきりに頷いていた。

　だが。

「神官候補生が民に求められ、力を振るうのは当たり前だろう？　民の支え、民の礎いしずえとなる。それが、俺たちが力を与えられた理由なのだから」

　意外な返答にヨシュアは目を見張ったが、向こうはもっと驚いたような顔でこちらを見返していた。

「怠なまけて頼ろうという輩やからなら拒絶して当然だが、あの子供たちは自力でさんざん助け出そうとして果たせなかったのだから、その価値も資格もある」

　アフェクは背後へ向き直る。腕を組み、半ば覗き込むようにして彼はヨシュアと対たい峙じした。

「そんな質問が出てくるとは、まったく理解に苦しむ。貴様はいったいどういうつもりで神官になろうとしているんだ？」

「どういうつもり、って……」

　改めて、そして、真っ正面に問われヨシュアは一瞬だけ言葉に詰まったが、

「守らなくてはいけない人がいるんです」

　すぐにそういらえた。

「そのためには、どうしても神官にならなくてはいけない。だから、僕は『塔』へと来ました」

「……女か？」

「はい」

　誤ご魔ま化かしても仕方がないので、ヨシュアは素直に認めた。アフェクはどんな女なのか根ほり葉ほり聞いてくるようなタイプではないし。

　だが、

「そんな個人的な思惑で、人を超越するような力を得ようというのか？　まったくもってくだらないな。我々神官の力は、広く世界のために使われるべきだ」

　一段と不ふ愉ゆ快かいそうに、彼は細い目をより細めて鼻を鳴らした。

「では、お伺いしますが」

　そう言うと思った、と、ヨシュアは苦く笑い、訊ね返す。

「あなたのおっしゃる世界とはどこにあるんです？　いったい、この世のどこからどこまでが世界だと？」

　世界のためだ、と、こともなげに人は言う。しかし、それを耳にするたびヨシュアはそう思ってきた。

「どんな人にも一人一人に世界があります。そして、その世界がどれだけ脆もろくて簡単に壊れてしまうか、僕はよく知っている」

　彼の義理の姉・ミリアームは自らの命をなげうって弟を助けてくれた。その時、初めてヨシュアは「終わり」を知った。

　あの日、一羽の小鳥でしかなかったスーリィンが顕れて救ってくれた。その時、初めてヨシュアは「始まり」を知った。

　そして、ようやく彼は気がついたのだ。

　自分がどれだけの人の世界を壊してきたかを。

「誰かが誰かを得たり失ったり……そういうことこそが世界の基もとい。あなたの言う世界とやらも、すべてはそれで成り立っているんだと僕は思っています」

　我ながら知った風な言い様だと、ヨシュアは思う。けれど、だからといって噓うそはつけない。

　スーリィンと共に生きる。

　それが自分にとってはすべての始まり。彼女のいる場こそがヨシュアにとっては何よりも「世界」のスタートであるのだから。

　凄すさまじい言葉の暴力で報復されることになると覚悟の上での発言であったのだが、実に珍しいことに、アフェクはヨシュアの言い分を肯定も否定もしなかった。柳やなぎ葉ばのような目をじっと向けているばかり。

　そして。

「……約束は果たした。次は貴様の番だ。一分でも多く余よ暇かを捻り出し、俺にふさわしい大曲を作らせろ」

　突然思い出したというように、冷たく言いつける。

「いきなり大曲って、そんな」

　まさかの反応にヨシュアは慌あわてた。

「そうだ、アフェク先輩には大事な女の子はいないんですか？　歌を作るとき、そういう相手がいるとすごく手っ取り早いですよ」

「おらん」

「現在進行形でなくても、昔、ちょっといいなと思った子とか」

「おらん」

　実ににべもなく言い放ち、再びずかずかと歩き出した。

「貴様、いま馬鹿にしただろう？　これだから、色恋沙ざ汰たにかまける輩は嫌なんだ！　愛だの恋だのに惑うなど、そこらの獣だって繁はん殖しよく期きにでもなればもれなくやっているというのに、それがそんな偉えらいとでもいうのか？」

「いや、偉い偉くないの問題じゃないと思います。どっちかというと向き不向きかと」

「やかましい。貴様は好きなだけ勝手に繁殖しとけ！　それで放塔処分にでもなったら、俺が真っ先に歓喜と別れの歌を作ってやる」

「そ、それが出来たらどんなにいいか……」

　口の中だけのつもりだった呟つぶやきに、先をゆくアフェクが足を止める。その背に頭をぶつけそうになって、ヨシュアは慌てて一歩下がった。

「おい、さっきの雌ガキ、どこいったんだ？」

　問われて、初めて気がついた。さっきまで、自分の後ろにいたはずのティエルがいない。慌てて、ヨシュアは元来た道を戻り始めた。アフェクの相手をするのにいっぱいいっぱいで、ティエルへ歩調を合わせてやることすら忘れていたなんて。

　さっきの広場、細い木の側にティエルはいた。しょんぼりと、肩を落として。

　立ち尽くす、という言葉がよく似合う風情に、ヨシュアは目を見張る。

「なに？　どうかした？」

　彼女は何か言いたげに、蒼い瞳を向けていたけれども。

「なんでもない……なにもないわ」

　そう言って、静かに目を伏せた。
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　翌日。

　幾分疲労を滲にじませながら、ヨシュアは週明けを迎えた。

　アフェクにティエルという「人生これどこもかしこもオフェンス」というタイプの人間に左右を固められた一日の、長かったことといったら。自室に戻りスーリィンの顔を見た瞬間、安あん堵どのあまり膝ひざから崩れ彼女に半身を預けたぐらいである。

　───一つ教えを乞うために、こうして一〇〇は食らわなきゃならないんだとしたら、ホントこの先のつきあいについて考えたい。

　だが、そうまでして得た知識だからこそ、本当に尊いとも言える。少なくとも、彼は導どう師しにもティエルにも教えられなかったことを教えてくれたのだから。

　それを実践できなければ、昨日の自分の苦労はなんだったのかということになる。気を引き締め、ヨシュアは自室のドアをくぐって東の塔へと赴おもむいた。

「なーなー、おっさーん。ギレアドに言ってやってよ。旬じゃない果物買うのは愚ぐの骨こつ頂ちようだからやめとけって。昨日、こいつの買った棗なつめときたら、もう固いわ苦いわでひでえったらないの！」

「そんなの、俺の自由」

「そりゃ自由だよ。自由だけど、食っても美う味まくないからってあたしの荷物に突っ込んだろ！　部屋に戻ってどんだけ驚おどろいたか！　飴あめの包みのはずなのに、中から棗がゴーロゴロでさぁ」

　やはり連れだって市場に出かけたらしいラキシュやギレアドが、さっそくまとわりついてくる。

「あれ、ティエルはどうしたの？」

　浮かない顔をしたセームが一人だけ、後からついてくる。昨日、町ではぐれたことを叱しつ責せきされでもしたのかと思ったのだが、意外にも「お嬢じよう様さまの具合がよくなくて」と返された。

「昨日市場で会ってたときは、ご飯もちゃんと食べてたんだけどなあ……」

　最後、うっかり置き去りにしたのをまだ根に持っているのかもしれない。

「そ、それがよくなかったのかもしれません。なんせお嬢様は繊せん細さいなお育ちの方ですから、市場やら屋や台たいやらのご飯なんて口に合わなかったかもっ。ど、どうしましょう、このままお腹を壊して起き上がれなくなりでもしたらぁぁぁ」

「そんなんねえよ。あいつ、カナンでもルステラでもそのへんの飯がんがん食ってたじゃんね」

「割と健康」

「でもでもでもおーっ」

　いつも通りの騒がしさに目を細めつつ、ヨシュアはその日最初の修練へと赴いた。よりにもよってと言えばそうだし、我が意を得たりと言えばそうとも言える、その修練……魔ま操そうだった。

　陽を遮る高い壁、堂々としたいくつもの柱が並び、早朝の大地に影を落としている。この一〇カ月、見慣れ馴な染じんだ光景だった。

　しかし、今朝はどこか違う……ような、気がする。

『そんな気がする……その感覚を大切にすることもまた、神官には重要』

　広い円形の広場の向こう、いつものように佇たたずむ黒衣の女へ目をくれる。彼女は「判わかっている」とでも言うように、ひとつ頷うなずいた。

　大きく息をつき、ヨシュアは短剣を抜き払う。祈るような気持ちで自らの手の甲を切り、銀冠ターラーへと血を与える。

「……我は導くアニ・ラーダー」

　幾分くぐもった声ながらも、いつもの言葉を唇くちびるから押し出せた。強く強く思うのは、昨日の夜明け前、砂漠で見たあの光景だ。

　砂の谷を渡っていく、炎の羊たち。

　傍かたわらに立ち、それを指さしていた人物の面おも影かげまでもが去来して、ふと息苦しさを覚えるが、必死に頭を振って追い払った。

「五妖一〇八位階の神魔に奉たてまつる。我は天地の官、世の仕組みを識しり行う者」

　自分を振り返った一匹は、どんな形をしていた？　どんな顔で、どんな眼まな差ざしで、こちらを見ていた？

　ぼんやりとした姿形しか、思い浮かばない。

　だが。

「捧ささげよ、その身を。掲かかげよ、聖にして魔なる力」

　正ダしーきバ言ー葉ルを続けていくうちに、脳裏に描いた姿が静かに、だけど、はっきりとしていく気がした。

　曖あい昧まいなイメージでしかなかったものが、次第にひとつの像を成していく。ふわふわとした赤い毛、駆けるたびに炎を呼ぶ蹄ひづめ、くるりと巻いた大きな角───束つかの間ま、目が合ったような気がした、一匹の神魔。

　カッ！

　激しい光が、ヨシュアの額ひたいに灯った。スーリィンの雷撃にも似た、その目ま映ばゆさ。うっかり目を閉じそうになり、なんとか堪こらえ、じっと凝こらす。

　歓声が重なる。傍らにいたラキシュやギレアドたち、息を呑んでヨシュアのことを見守っていた多くの同級生たちのものだとすぐ知れた。

「なんか、いい感じいい感じ！　そのままでいけえーっ！」

「おっさん、頑がん張ばれ！」

「集中切らさず、うまく名乗らせれば終わりですよ、ヨシュアさん！」

　いつもだったら、君らがうるさくて集中できないんですけれど、とヨシュアは思ったろう。だが、そんな雑念も今日は心の隅にも上らない。

　意識はただただ必死に、昨日のことを追う。広がる砂漠の谷、濁流のごとく流れていった、炎の羊たち。

「我が贄にえに応こたえ、我が望みに答えよ」

　───応。

　声が、響いた。

　確かに、響き渡った。

　それと、同時に。

　溢あふれる光の紋の中から、飛び出してきたもの。

　それは、一見赤い毛玉。

　大きさはちょうど人の子供の頭ぐらい。ふわふわとした鞠まりにも似た姿は、羊に似ていないこともない。

　だが。

「どんとこーい！」

　元気な声と共にその毛玉から手が生えた。何故か人の手に似た五本の指。

　ヨシュアは驚きに顎あごを落とした。あまりのことに声もない。

　ギャラリーも同様だ。固かた唾ずを呑んでただ見守っている。

　驚きの彫像群と化した人々の前で、毛玉はやけに軽快だった。くるくると宙を回り続け、更に尻尾しつぽを生やし、蹄のついた足を生やし、そして、ついに頭を生やした。

「あー、やっぱ昨日のあれや！　赤い人や！」

　大きく開いたその口は人の子の唇そっくりだった。それどころか、目も鼻も眉まゆも人間の幼女によく似ている。唯一、耳だけは羊のそれで、近くには大きな角まで伴ともなっていたが。

「なーなー、あれやろ？　昨日、谷におった人やろ？」

　どこの地方のそれとも知れぬ訛なまり丸出しで、神魔の幼女はずいずいとヨシュアに迫ってくる。

「そ、その通りです。僕はヨシュア・バレク」

　目をぱちくりさせながら、ヨシュアはつい膝ひざを落としてしまった。自分より小さな者を相手にするときは目線を極力合わせること。そうすれば、意志の疎そ通つうはよりしやすくなる……『塔』に入って以降、年少者に囲まれまくってきた彼が得た知恵であり、習慣でもあった。

　しかし、神魔の主あるじたる者としてはいま一つしまらない態度と言えた。溜め息が周囲に満ちる。いままでさんざん見てきた場面を今日もまた繰くり返かえすことになるのか、と、誰もが思った。

　けれど。

「うちはナタル。紡ぼう炎えんのナタルちゃんやってん！　位階はなんと四四位！」

　半人半羊の娘は大きく胸を張り、

「ええわええわ、その赤毛。ごっつーうちの好みやさかい、ナタルちゃんが力貸したるわ！　今日からうちより下の神魔はヨシュア兄さんの手下やから、遠えん慮りよなくドつき回してええんよ！　よかったな！」

　高らかにそう告げた。
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　天下の劣等生、ヨシュア・バレクがようやく神魔を得た。しかも、後ろから数えた方が早いようなチョロい下したっ端ぱ神魔などではない。大陸を炎の大河と成して渡る恐怖の旅団、紡ぼう炎えんの羊の一頭である。

　その噂うわさはあっという間に塔とう中を駆け巡った。日頃は礼れい儀ぎ正ただしく振る舞う修道生たちも、この時ばかりは年相応の好奇心を抑えられなかったらしい。いつもは緑の肩布タリートの者しかいない東の塔に、違う色合いの少年少女が次から次へとやってきて、ヨシュアのクラスの者を捕まえては真偽を問いかけてくる。その都つ度ど、彼らは妙に訳知り顔で答えたものだった。

「本当ですよ、ええ、噓うそなんか言いません。この目で確かに見ましたから」

「はい、確かに名乗ってました。『紡炎のナタル』って」

「ただ、羊の姿とはちょっと違っていたけれども」と付け足す者と足さぬ者はそれぞれいたが。

　たいていの者はこのニュースを喜びを持って聞いた。その代表格はなんといっても、ベルリナ・ザフェル導どう師しである。

「おめでとう、バレクくん！　きっとあなたなら出来るって信じていましたとも。こうして努力を重ねていけば、遅れは一気に取り返せるはずですよ！」

　まるい頰ほおをいっそう柔らかくも優しく和ませて、女導師は手放しでヨシュアを褒ほめちぎってくれた。

　しかし、不ふ愉ゆ快かいそうな態度を隠しもしない者がまず一人。

「昨日の今日でもう成功させた、だと？　なんだ、それは」

　最初の一人は他ならぬ、アフェク・ユハス。ヨシュアに炎の羊を見せ、魔ま操そうの知恵を授さずけた本人だった。

「俺でさえ、一カ月はかかったんだぞ？　それがたった一昼夜でどうにかしただと？　どんなイカサマしでかしやがったんだ、あの赤毛のド阿呆！」

　と、実に鼻息が荒い。

　もう一人は、ティエル・カ・カナン。

「もう成功させたって、どういうことなの？　ええ、ええ、どうせ私の教え方が悪かったってことでしょうよ！」

　と、こちらもまた相当鼻息が荒かった。

　だが、話題の中心であるヨシュア・バレクにはこのとき、そのどちらにも構っている余裕はなくなっていた。

　自室の薄暗い明かりの中、腕を組み、二本の足で床を踏みしめて立っているのは、彼の妻である。

「それで？　この毛玉がそなたの新しい神魔というわけか」

　スーリィンは不愉快を絵に描いたような顔と態度で新たな神魔へと臨のぞんだ。だが、声だけはひどく静かで、いっそうヨシュアの肝きもは冷える。

「よりによって、火妖となあ……しかも、人型」

「それは、その」

　汗をかきかき、ヨシュアは説明を試みる。

「僕の属性は火なので、当然、一番喚び出しやすいのは火の神魔で、それから風、気、土、最後に水妖となるわけでして」

「そんなことは言われずとも知っておる」

　さらりと返されるのが、更に怖い。

　世の男……その多くはそれなりの地位を得た神官ということになるだろうが……は、正妻に側そば女めを引き合わせるとき、こんな気分になるのだろうか？　だとしたら、本当に心から他に女などいらない。一人でも思うようにはならないものを、いくつもいくつも求めて魂たましいをすり減らす奴の気が本気で知れない。

　しかも。

「うわー、それ、姐あねさんが言いますぅ？」

　ヨシュアにずっとはりついていたナタルが、よけいな口を開いたからたまらない。

「姐さんかて、人型にしっかりリサイズしてはるやないですか。本体そのまま出てきたら、雷バリゴロでこんな塔吹っ飛んでまうからですよね？　うちかて同じですよー。本来のカッコして飛び出してきたら、火ぃボーボーでこんなんできまへんし」

　言いながら、ナタルは小さな両手で必死にヨシュアの肩へとぶらさがる。












「そもそも、姐さんったらめっちゃ強すぎてなかなか顕けん現げんできないやないですか。せやから、ナタルちゃんが気張ってお手伝いしますよって」

「姐さん、じゃと？」

　ここで初めて、スーリィンは声を荒らげた。

「貴様、いったい誰にものを申しておる？　我は火妖第四位雷らい凰おうスーリィンなるぞ！」

「へえ、よお存じてます。うちとはちょうど四〇位違いでごっつキリがええですわ。偶然ですわー」

　肩をいからせ怒ど鳴なるスーリィンに、ナタルはまったく悪びれない。彼女より位階の高い水妖リムリーはスーリィンをそれはそれは恐れた。話すのさえ常にびくびくしながらであるし、まともに目を合わせることすら嫌がる。

　なのに、このナタルときたら……その余りに恐れを知らぬ様子に、ヨシュアは嫌な予感に苛さいなまれた。

「ねえ、君、いつ生まれの神魔なの？」

「えーと」

　指折り数えながら、小さな神魔は首を傾かたむけた。

「雨期と乾期をななつずつですわ、兄さん」

「本物の七歳児！」

　ラキシュどころではなかった。千年は越しているらしいスーリィンでさえ、人の常識や理ことわりからかけ離れた言動や行動を繰り返すというのに、そんな幼い神魔では人とのつきあい方どころか、同族間のヒエラルキーでさえまともに飲み込めていないのかもしれない。

「そう驚おどろかんでもええですよ、兄さん。ナタルちゃん、ちゃんとここで役立ちますさかい」

　頭を抱えるヨシュアに、ナタルはどこまでもお気楽かつ気安い。

「うちのおかんとおとん、うちが生まれる前から去年まで南の神官さんにお仕えしとってんー。やから、うちも仲間の群れより人の側そばにおる方がずっと長いんですー」

「それでもたった七年じゃろうっ？　スーリィンなんぞ、ヨシュアが七つの頃から側におったんじゃぞ！　もう九年もじゃぞ!!」

　五〇歩一〇〇歩もいいところだし、そもそも、彼が一一歳になるまでスーリィンは小鳥の姿のままだった。だが、これは黙っていた方が自分の身のためのような気がする。

「まあまあ、そうカッカッしたらあかんですよ、姐さん。そないな態度は男を追いつめる一方やって、うちのおかん言うとりました。そもそも、うちらったら男の趣味がよう似とる、いわば仲間やないですかあ。兄さん大好き同盟でひとつ気張ってまいりましょ」

「誰が仲間じゃっ！　ヨシュアの比翼の番つがいはこのスーリィンぞ！　他の者なぞいらぬわあっ！」

「へえへえ、それでええですから。ナタルちゃんは割切りきっちり知っとる女やさかい。あんじょう仲良くしたってください」

「きーっ！　こやつ黙って聞いておれば言いたい放題吐ぬかしおってからに！　せっかく我が夫の意を容いれて穏おん便びんに済ませてやろうと思っておったのに！　ぶち滅ぼす！　すぐさま燃やす！」

　聞けば聞くほど頭の痛くなる会話に、ヨシュアはどうしてあの時に目が合ったのが、せめて雄の神魔ではなかったのかと己の運命を呪のろった。それとも、性別が問題なのではなく、火妖というのはどれもこれもけたたましいものなのだろうか？

「それにしても、ナタルちゃん、ええ主あるじを得ました。一〇八位階のうち、一〇四までドつき回してもええ主なんて、他にそうそうおらしまへん。おとんとおかんにも褒ほめてもらえますわー。ナタルちゃん、羊界のスーパースターですわー」

　きゃっきゃっとはしゃぐその言葉に、ヨシュアは顔を上げる。聞き捨てならぬことを、いまこの神魔は口にした。

「それはスーリィンのおかげぞ？　判わかっておるのか、この毛玉ーっ！」

「もちろんです、姐さん。姐さんあっての兄さん。兄さんあってのナタルちゃんですわあ」

「なら、まずは一つ。最初の命令を聞いてくれるかい、ナタル？」

　ぴくり、と炎羊の耳が震えた。ヨシュアの声の調子が変わったことを感じ取ったのだろう。

「もちろん、聞きます。なんでも命じたって」

「スーリィンのことは誰にも知られてはいけない。君の言う通り、僕はこの世のたいていの神魔にとって上位者なる御方レムエールになるんだろうけど、それを誰にも知られたくない。君の仲間はもちろん、お父さんやお母さんにもね」

「それは」

「守れないというのなら、いますぐここで斬って捨てるよ。スーリィンの力を借りなくても、それぐらいは僕ひとりで出来る。君には判るだろう？」

　初めて怯おびえを見せて、ナタルは後じさった。

「その点は心配いらぬよ、スーリィンのヨシュア」

　この時ばかりは静かな口調で、スーリィンは告げた。

「我ら神魔にとって位階と契けい約やくは絶対なるもの。時に自らの命と引き替えにすることすらある、最初の約束じゃ。位階一位の大物じゃろうが、一〇八位の小物であろうが同じこと。それが、我々とただの獣を隔へだてるもっとも大きな一線でもある故ゆえな」

　いつもの朗らかな妻ではなく、未知なる神魔の趣おもむきをたたえた表情で。



















　一同は黙々と、塔とうの中を進んだ。

　入り口周辺はまだ月光の名な残ごりがあったが、奥にいけばいくほどあたりは暗く足下は覚おぼ束つかない。

　それどころか、歩みを進め続けて幾ばくか。床や壁を隙すき間まなく覆おおっていた石がすっかり消きえ失うせた。エントランスはもちろんのこと、塔上部へ続く螺ら旋せん階段も、ここまでくる途中にくぐった扉なども、暖かみのある赤茶の石ですべて作られていたというのに。

「『祈りの塔』の中を掃そう除じしてこいって言われただけなのにさあ」

　ふくれっ面つらでラキシュが訴える。

「これじゃまるで洞どう窟くつ探検じゃないのさ！　見てよ、この岩岩とした壁！　土土とした床！　変な動物がそのへんびっしり埋めてても驚おどろかないね！」

「やめてよ、そんな気味が悪い！」

「そうだよ、ラキシュ。ここは恐れ多くも、『サーラ』の塔。創世六神官の中でもっとも美女だって言われた人の塔なんだよ？　そんな悪い状態にしとくわけないじゃない」

　ティエルが悲鳴混じりで抗こう議ぎし、セームまでもがムキになって言い立てる。

「塔の名前がそれだからって、中の安全まで誰も保証できないだろっての」

　ぎゃんぎゃんと喚わめく声が、狭い空間でこだまする。確かに、そこは建物の中というより、不気味な洞窟のそれと言った方が近いとヨシュアも思った。

　───なんかややこしいことにならなければいいけれど……。

　騒ぐ子供たちを適度に宥なだめつつ、ヨシュアは先へと進んだ。

　しかし、しばらくして道は完全に途絶える。目の前に出現した、白い壁によって。あまりにも不自然で、あまりにも突然なその壁の登場に、ヨシュアもみなも一様に驚く。

　確かめようと踏み出した一歩の下、泥と土だらけの行く手はぐにゅりとぬかるんでいる。まるで、どこからか大量の水が……砂漠では滅めつ多たに得られぬその恩恵が、悪意を以もつて染み出してきているかのように。
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　魔ま操そうを無事に成功させ、いまやヨシュアの修道生暮らしは順風満まん帆ぱん。向かうところ恐れるものはなし……と、言いたいところだったのだが。

「ちょっと、一年生！　この間頼んでいたこと、ちゃんと手配した？　あれから三日も経たってるんですけどー」

「そこの一年坊主！　これ、西の塔とうまで届けてきてくれ！　大至急だから、神魔でもなんでも使っていいぞ。え？　火妖しか使えない？　マジで？」

「おい、そこの一年！　中央いって導どう師しつれてきてくれ。どの導師かって？　自分で考えろや！」

　矢や継つぎ早ばやに飛んでくる先輩修道生たちの指示叱しつ責せきに目を白黒させながら、ヨシュアは塔の中を走り回っていた。

　例の赤い石の祟たたり……卒業前儀式の準備である。

　不承不承ながらも、一年生から四年生までの全クラス代表計三二人が一堂に会し、卒業前儀式の準備会を発足させたのは、ヨシュアがナタルを喚よび出だした三日後のことだった。

　───一番の問題点はなんとかクリア出来たけど、まだまだ進級までは点足りないんですけどっ！　どれだけ勉強しても心こころ許もとないんですけれどもっ！

　泣き出しそうな気分で、だが、もちろん嫌とも言えず、休み時間が来る度に忙しくヨシュアは東西南北の塔を駆けめぐる羽は目めに陥おちいった。

「おっさんおっさん、こっちの仕事は終わったよー。あと、何したらいい？」

「書類、書いた。チェックして」

　係でもないラキシュとギレアドも彼について回り、何くれと心を砕いてくれた。特に、風の神魔を持つギレアドは強力な助っ人で、塔のあちこちにアヴィを飛ばしては伝言係として役立ててくれた。

　一方。

　正規の係の一人であり、ヨシュアの相あい棒ぼうであるはずのセームだが、

「どうしましょう、ヨシュアさん……お嬢じよう様さま、今日もご気分が優れないようなんです」

　と、毎日この調子で気もそぞろ。一緒に言いつけられた仕事は始めはするものの、数分ごとに従者の立場に立ち返り、東の塔を振り向いては置いてきたティエルのことを案じ始める。

「ご気分が優れないって……どこか具合でも悪いの？　お腹痛いとか頭痛いとか」

「いえ、そういうのはないみたいなんですけれども、とにかく気分が悪いとおっしゃって……」

　こうなると、もう、セームはまったく使い物にならない。何をやらせても手につかず、失敗ばかりを繰くり返かえす。

「おまえなー！　いまからそんなんでどうすんの？　正式に任官されたら、ティエルと同じところにばっかり行けるわけじゃないんだよ？」

「赴ふ任にん先さき、バラバラかも」

「それなら死にます」

「ちょ、なに言って」

「マジ？」

「死にます」

　怒るラキシュとギレアドに、据わりきった目を向け、そら恐ろしい台詞せりふまで吐いてみせるからたまったものではない。

　そのあまりの言動挙動に真っ先に音ねを上げたのは、結局、ヨシュアだった。

「仕方がないから、ティエルの看病してあげて。後は僕がやっておくから」

　そう言って、彼を東の塔へと送り返す。

「僕がやっておく、て。おっさんまじ大丈夫なん？　魔操はなんとか克服できても、他の教科はまだまだ待ったなしモードなんだろ？」

「そ、そうなんですけど……僕だってティエルのことは心配ですし、あの状態で何かとんでもないミスされたら、そっちの方が怖いし」

「それは判わかる」

「まあ、あたしたちは手伝ってやるけどさあ」

「ありがとう、ラキシュ、ギレアド。本当に頼りにしてますから、この通りですから」

　もはや神に拝はい礼れいするのと変わらぬほどの勢いで、ヨシュアは二人の手を取る。逃がしてたまるか、という意味合いも少しばかりあったかもしれない。

　そんな彼を、二人の子供は苦笑で迎えた。

「おっさん、変わらないよねー。あたしたちより上位の神魔扱えるようになったのにさあ」

　確かに、ラキシュの言う通りではある。『見聞の旅』から帰ってすぐ、二人とそれにセームはそれぞれの神魔の正式な主あるじとなった。もう短剣や武器を用いず、血を贄にえとしなくても、それぞれの神魔を喚び出し操あやつれる。それでも、七〇番台八〇番台の神魔ばかりで、紡ぼう炎えんの羊にはだいぶ劣おとる。

「もうまるっきり落ちこぼれってわけでもないんだし、威い張ばっててもおかしくないんじゃね？」

「まあ、それは……でも、しょせんは邪道を使ってですからね」

　彼らが王道の魔操をひたすら邁まい進しんしている横で、自分は邪道によってナタルを得た。すべてはアフェクによる入れ知恵のおかげで、実力とはどうにも言い難い。

　───対年末試験用のその場しのぎでしかないよね、これ。ちゃんと想像力と集中力だけでもそれなりの神魔を召しよう喚かんできるようにならないと。

　ヨシュアはそう思い、己を戒いましめているのだが、ラキシュは羨せん望ぼうの眼まな差ざしを彼へと向けてくる。

「邪道でもいいから、あたしも強い神魔を探しにいこうかなあ。そしたら、おっさんみたいにうまいこと使えるようになるかも」

「『塔』の近くになんか、普通はいない」

　ギレアドの指摘はごもっとも。好き好んで人に使役されたいなどという神魔は少ない。高位神魔であればあるほど、その傾向は顕けん著ちよだった。故ゆえに、このオアシスの周辺に神魔はあまり顕あらわれない。『塔』に山ほど集っている神官に捕らえられてはなるものかと避さけるのだろう。

「ちぇー。こんなことなら、実家の周辺でもっといろんな神魔をよーく見てくるんだったなあ」

「『見聞の旅』でも」

「ああ、それだよ、それ！　砂魚とか一度は捕まえたのにさあ。あと、あのでっかい蛇とか！」

「ギナテは無理でしょう、位階六位ですよ？　というか、うっかりあんな大物と契けい約やくしたらどれだけ苦労するか」

「おっさんが言うと説得力あるねえ」

「ほどほど、大事」

「いいから、もう仕事に戻りましょう」

　軽口を、しかもひそひそと叩たたき続けていたのが悪かったらしい。違う色の肩布タリートを身につけた何人かが、三人を睨にらんでいる。その中から、紫の肩布……四年生の印だ……の少年が抜け出てきた。

「おい、そこの赤毛。こっちの書類も片づけておけ。全部書き終わったら、中央の塔へいって導師にチェックしてもらうのも忘れないように」

　真新しい石盤をどかんと山積みにし、上級生は淡々と命じる。はい、と言うより他にないので、ヨシュアたちはそうした。

「それと、明日からは一年生で聖塔の整備をするようザフェル師から言いつかってるから頼むぞ」

　しかし、付け加えられたオーダーには三人揃そろって目を剝むいた。

「整備、ですか？」

「ああ。中の祭さい壇だんを綺き麗れいに掃除しておけ。最上級生が礼拝できるように、念入りに。場所は一番近い『ルツ』にしろとのことだった」

　それだけを言い捨てて、その少年は踵きびすを返す。残された三人は唖あ然ぜん呆然とするしかない。

「『ルツ』の塔って、そんな。近いったって、ここから二時間は歩くじゃん」

「そもそも砂の中」

「放置されるようになって何年経ってるんでしたっけ？　五年？　一〇年？」

　肥ひ沃よくな平地に建った石の塔であれば、その程度の時間経過など何ほどのこともないだろう。多少は崩れ汚れもするが、再び手を入れれば使用に耐えるようになる。

　だが、砂漠の建築物となったら話はまったく別だ。乾期が来るたび、砂嵐が吹き荒れる。無尽蔵ともいえる土砂が強風に巻き上げられ、大地へと注そそいでくる。このオアシスでさえ、毎日誰かが砂を払いのけ、町を必死に整備しているから現在の姿を保てているのだ。そうでなければ、人の営いとなみなどあっという間に砂さ塵じんに呑まれて消えてしまうに違いない。

「それを一年八人で掃そう除じって……いや、八人引くセーム足すあたしとギレアドだから、九人か。って、それでも無茶言い過ぎ！　だいたい入り口、ちゃんとあるの？　まさかあたしたちに掘り起こせって？」

「まあ、曲がりなりにも創世の神官の名を戴いただく塔なんですし、埋もれるままにはしてないと思います……思いたいです」

「でも、大変……」

　ギレアドのしみじみとした呟つぶやきが胸に染みる。

　それでなくても難儀な仕事だが、「一年全員で」と命じられたのも痛かった。ヨシュアだけ、あるいは三人だけでと言われたら、スーリィンの翼に頼って夜空を渡れたろうが、他の者がいてはそうもいかない。

「おっさん、マジ大丈夫？　いまの時期砂漠を二時間歩くってなったら、夜しかないよ？」

　訊たずねるラキシュの声がいつになく切せつ羽ぱ詰つまっているのが、なお辛つらい。

　もちろん、大丈夫なはずがない。勉強時間がごりごり削られる。睡眠時間が縮めば単純に体がしんどいだろう。

　その上、更に。

　夜は、夫婦の逢おう瀬せの時間だ。ヨシュアにとっても、何より大切な。
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「と、いうわけなんだ、スーリィン」

　その夜、いつもの庭園をいつも通り歩きながら、ヨシュアは妻に告げた。猛もう威いを振るう砂嵐も最近は落ち着きを見せ始め、オアシスを渡る風も幾分柔らかだ。雲のない空に月が冴え、光が清さやかに注いでくる。

　それを肩に頰ほおに受けつつ、彼はなるべく穏やかに説明してみせたつもりだが、言葉の端々に怯おびえのようなものが滲にじんでしまっていたかもしれない。

　───怒る？　拗すねるか？　それとも泣く？

　より堪こたえるのは、もちろん最後のパターンである。地じ団だん駄だ踏んで怒り狂われるのは、ヨシュアからすれば序の口。拗ねて落ち込まれ、泣かれるより辛つらいことはない。

　しかし、彼の妻はどちらの反応も示さなかった。

「まったく、我が背せの君は。よくもまあ、次から次へと面倒ごとばかりを背負い込むものよのう」

　開いた口が塞ふさがらないというように、細くなめらかな肩を竦すくめる。その美しい面おもてを月光が縁ふち取どっていた。

　明日から試験と卒業前儀式が終わるまではこうして散歩をすることすら難しくなるだろう。この『塔とう』に入りたての頃のように、自室で半時かそこらスーリィンと言葉を交わすのが関の山。

「ごめんね」

「別にそなたのせいではなかろう」

「そうだけど……もっと怒るか拗ねるかすると思ってたから」

「怒ってもよいならそうするが」

「いや、勘弁して下さい」

　渋い顔で肩を落とすヨシュアに、彼女はすとんと木陰へ座り込むと、含み笑いで手招きをする。

「今夜は何が見える？」

「別に何も。スーリィンが触りたいだけじゃ」

「ええええ」

「別にそれぐらいはよかろうて。今夜は子供らは来ておらんのだろう？」

「おっしゃる通りですが」

　ラキシュとギレアドは気を利かせたつもりなのか、それとも明日以降のことを考えてか、今夜は忙しいと言ってさっさと自室へ帰っていった。セームは相変わらずティエルにつきっきり。だから、この付近にいるのは夫婦二人だけということになる。

「小こ賢ざかしい羊もおらんし、さあさあ」

　なんとしてでも膝ひざを貸してくれるという意気込みで、スーリィンはヨシュアを招く。そもそも圧倒的に分ぶが悪いのはこちらだと諦あきらめ、彼は赤い頭を妻の膝へと預けた。

　前髪をそっとかき分け触れてくる指は、今日も優しい。

「……知らなかったけど、髪を触られるのってなんだか眠くなるんだね」

　くつくつと軽やかな笑いが響く。

「人とて、やはり生き物の性がどこかに残っておるんじゃろうなあ。たいていの獣や神魔の子はの、撫なでられるうちに眠くなるものよ」

「へえ」

「しかし、そなたは本当にこの『塔』が気に入っておるのじゃのう」

　ひどくしみじみと呟つぶやき、

「どうしてそう思う？」

「昔、スーリィンのヨシュアはなかなか眠らなかった」

　どこか哀かなしげに、彼の妻は続ける。

「どんな大きな館やかたや立りつ派ぱな宿に泊まっても、けっして熟睡することがない。人の気配が少しでもしようものなら、すぐさま刃物を摑つかんで飛び起きておった。もちろん、こんな開けたところで微睡まどろむなど以もつての外ほかよ」

「そうか……そうだったね」

　追って追われてが当然の暮らしの中、完全に意識を失うことはそのまま死に直結する。だから、幼いヨシュアが安眠できたのは自分の塒ねぐら、姉たちの側そばだけ。彼女たちを失ってからは、更に眠れる場は減っていった。あのルステラの太守の城ですら、ヨシュアにとってはどこか落ち着かない、かつての敵地でしかなかった。

「そんな様を見てしまうと、スーリィンは仕方がない、妻としてなんとか堪こらえてやろうと思うわけよ……」

　ヨシュアがこの『塔』に留まっていられる時間は、早くて五年。晴れて卒業し正式な神官となりおおせたなら、また外界へ行かねばならない。

「それと、この間、あのいけ好かぬ小僧に申しておったことにもな、スーリィンはたいそう気をよくしたものよ」

「えーと、アフェク先輩のこと？」

「そうそう。そやつじゃ」

「僕、何を言ったっけ？」

「己で思い出すがよい」

　つれなくスーリィンは言うが、その語調は温かい。最後にアフェクと会ったのは一昨日だ。いつものように琵琶バルバツドを教え、それから詩作のコツを自分なりに一つ二つアドバイスしてみたのだが、彼が自分に魔操を教えてくれたようには劇的な結果をもたらすことはなかった。

　───そういえば、ここのところスーリィンは割とご機き嫌げんだった気がするな。

　ナタルと引き合わせたときも、羊のあまりの口のききように激げつ昂こうする前は、大人しくヨシュアの言うことを聞いていた。あの前に、何があった？

　一つ一つ点検をするうちにも、瞼まぶたが下がってくる。蓄ちく積せきされる一方の疲労と気苦労で、タフさには自信のあるヨシュアも最近グロッキー気味。それに加えて、このサービスなのか拷ごう問もんなのか判然としない扱いを受けては、どうにも抗あらがい難い。

　つい、うとうとと微睡んだ───そのときだった。突然、スーリィンの体に緊張が走る。飛び起きたヨシュアの視線の先、赤い肩布タリートが翻ひるがえっていた。

　己の悲鳴が喉のど奥おくで凍る。

　しかし、目前の相手はもっと叫び出しそうな顔をしていた。いつも人を罵ののしる一方の口をあり得ないほど大きく開け、やや細い目を極限まで見開いて、彼は……アフェク・ユハスは立ち尽くしている。

　───スーリィンの姿を見られた？

　ヨシュアの背後にはもう、彼女の気配はない。代わりに、胸の飾りがカタカタと振動を続けている。彼を膝に抱えていた分、対処は遅れていたかもしれない。だけど、おそらくそれも一瞬。

　───はっきり見られたとは限らない。どうにかして誤ご魔ま化かさないと。

　自分を落ち着かせるために、彼は大きく息をつき、それから一歩を踏み出した。

「あの……」

「貴様、いまのを見たか？」

「み、見たって？　何をでしょう？」

　いつもの笑顔で速やかに取とり繕つくろおうとしたヨシュアを、アフェクの固い声が鋭く遮さえぎる。

「女神だ」

　大おお真ま面じ目めにアフェクは繰くり返かえす。

「そこの木に！　貴様のすぐ後ろに！　女神がいたんだ！」




　なに言ってんだ、こいつ。
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　いくら居心地よくても、もう絶対自分の寝台以外では寝ないようにしよう……。

　ひっそりとヨシュアはそう決意した。

　最近のトラブルはたいてい眠りと共にやってくる。学長礼れい拝はいのとき然しかり、昨日の庭園のとき然り。

　前者のミスは嘲あざけりを呼んだが、反面、アフェクに面白がられ一目置かれるという作用もあった。後者のミスがいい方に転ぶ時が果たして来るのか、いまのヨシュアには見当もつかない。

　と、いうのも。

「ほら、これはどうだ？　徹夜で作った詩だぞ。古代詩篇を参考にしてだな、女神の美しさを讃たたえてみた」

「はあ」

「これは二〇〇年前の詩人の文を参照してみたものだ。文節すべてが韻いんを踏んでいて、たいそう凝こっている。が、その分、作為的であざとい感じも残る」

「ほう」

「次はこっちだ。これは割と最近、西の都で流は行やった歌を模も倣ほうしてみたのだが、いささか軽々しいな。あの方の美しさを著あらわすにはもっとなんというか、こう……言葉の神秘を駆く使しするような劇的な詩でなくてはならん気がするのだ」

「さようですか」

「あと、これも見ろ。これはだな、あの方について俺がだな……」

　滔とう々とうとアフェクの演説は続いていく。その傍かたわらには堆うずたかく積まれた石盤。それらすべてに彼の字で詩が書かき綴つづられている。どれもこれもアフェクの言う、『あの方』『女神』への賛歌であった。

　───割と波乱に富んだ人生だって自覚はあるけれど……。

　甘ったるい言葉の羅ら列れつを次から次へと添てん削さくさせられながら、ヨシュアはひっそりと息をつく。

　───まさか、他の男が自分の嫁を讃える歌を作るのに、手を貸す羽は目めになるとは思わなかったよ……。

　こんな馬鹿馬鹿しい事態に直面するとは予想だにしておらず、従って、覚悟もまったくしてこなかった。死ぬの死なせるの、殺すの殺されるのといった覚悟なら売るほどあるが、こんなことは本当に頭の端にでも思い浮かべたことはなかったというのに。

　だいたい、女神って。なんでそんな発想が出てきたのか、心底不ふ思し議ぎだ。かつてこの大陸にいた、多くの神。そのすべては神魔と人だけをここに残して去っていってしまった。神亡き世界であるからこそ、人は己を律りつし、神魔を操あやつり、困難に立ち向かわなくてはならない……それが彼らをして単なる魔術師や召しよう喚かん師しではなく、「神官」と呼よび慣ならわす最大の理由である。聖伝にはそれがしつこいほど記してあり、修道生になってからこっち来る日も来る日も読まされているというのに。

　そんな彼の苛いら立だちに、アフェクが欠片かけらも気がついていないことがまた一段と腹立たしい。

「ほら、これはどうだ？」

「こっちも見ろ」

「これもちゃんと読め」

　と、次から次へと自作の詩を差し出してくる。それがまた、珍しく頰ほおを上気させ、ひどく機き嫌げんよさそうな顔で、だ。いつも険けわしくしかめ、深い谷を刻んでいる眉まゆが柔らかく解け、年相応の少年の表情を惜しげもなく晒さらし……だが、見せられる詩はどれもこれも微妙としか表現しえない出来で、いっそうヨシュアを悩ませた。

「ですから、アフェク先輩。こういうのは形式だけを模倣してもうまくいかないんですよ？　それと、曲に乗せて歌うことだけはお忘れなく。一部の文節がやたら長かったり短かったりすると、曲を作るとき死ぬ目を見ますからね」

「む……」

　いくらか冷淡に響く後輩の言葉に、アフェクは元の気難しい表情を取り戻した。その様に、ヨシュアはむしろホッとしたぐらいだったのだが、

「女神のことを歌うのだから、もちろん曲も立派なものでなくてはならん。その点についても研究せねばな」

　と、途端にこれで頭を抱えたくなった。大きく目を逸そらして肩を落とすヨシュアに、アフェクは珍めずらしく朗ほがらかに訊たずねる。

「それにしても貴様、本当に彼女を見なかったのか？　すぐ後ろにおられたんだぞ」

「見ませんでしたねえ」

「そうか、気の毒なことだな。貴様、自分がどれほどの大損をしたのかちゃんと自覚しているのか？　かつて大陸を去ったと言われた神の、その生き残りが顕けん現げんなさったのに、それを目にすることができなかったなどと。頭だけではなく運まで悪いとは、心の底から同情を覚える」

　───こいつ、本気でぶん殴ってやろうか。

　得意なはずの愛あい想そ笑わらいも、思わずひきつる。

　だが、「それは女神とは違うのではないか」などと指摘することは、ヨシュアには到底できない。昨夜、アフェクがあんな時間に庭園を歩き回っていた理由は、前と同じ。『塔とう』のどこかに隠されているという上級神魔を探すためだという。

　彼の言う神魔とスーリィンが別の存在であることは、もう判わかっている。が、人の姿をした彼女とそれを結びつけて考えられたら、話はなおいっそうややこしいことになるだろう。

　───この塔に上位神魔なんかいない。何がなんでもそういう話にしておかなけりゃ。

　なので、この赤肩布タリートの少年がありもしない女神との邂かい逅こうについて延々と喋しやべり散ちらすのを、神妙に拝はい聴ちようしているしかないのだ。

　ないのだが。

「やはりあれは月の女神か何かだろうか？　銀の髪が月光のように冴えて輝いていた。実に麗うるわしい光景だった」

「さあ、どうなんでしょう？」

「あの美しさを言葉で語らなくてはならないのは、本当に大仕事だ。これから研究に研究を重ねて間に合うだろうか……？」

　煩はん悶もんするアフェクに、ヨシュアは目を見開く。

「間に合うだろうか、って。まさか、その女神とやらのことを新神官の祝祭礼拝で歌うつもりなんですか？」

「もちろん」

「もちろんときたっ」

「何を驚おどろく？」

　赤毛の後輩の反応が不思議でならぬというように、アフェクは片眉だけを軽く吊り上げる。

「貴様が言ったんじゃないか。気になる相手のことを想って言葉を連ねるだけでいいのだと。いま俺が心を捧ささげるのはあの方だけなのだから、こうなるのは自明の理。自然の流れというものだろう？」

「も、申しましたけれども……神は既にいないという聖伝の教えに真っ向から反するような歌を、卒業名代が作るというのは如何いかがなものかと」

「おい、こっちの古代詩はどうだ？　この音階の配置などはなかなか見るべきものがあると思うのだがな」

「聞いてくださいよっ」

　そこからまた、話は冒頭へと戻ってしまうのだから、もうたまらない。

「こちらは、古代に流行した叙じよ情じよう詩しをモチーフにしてみたものだ。音節の連なりが流りゆう麗れいと評判になったのだが、俺にはいま一つ判らん。しかし、これにこっちの歌詞を当てはめるとだな」

「聞いてくださいよーっ！」
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「で、聞いてもらえなかったわけだ？」

　訊たずねるラキシュの言葉は、同情が半分。面白がっているのが半分というところ。その証しよう拠こに、あれほどしっかり足で踏めと言いつけた鐙あぶみから爪先を抜き、ぶらぶらと振り回している。

　しかし、それにツッコむ余力がヨシュアにはもうなかった。かくんと力なく首を垂れるのが精一杯。その様子を見て、いっそうラキシュは面白そうに手を叩たたく。

「すっごいな、天才暴虐沈黙王！　ついにおっさんからまで言葉を奪うばったよ！　奪だつ取しゆ率りつ一〇割達成だよ！」

「おっさんが説教怠おこたる日がくるとは……」

　やけにしみじみとしたギレアドの呟つぶやきが、更なる追い打ちとなってヨシュアを襲おそう。が、これにも反論する元気が湧いてこなかった。

　伏せた目の下、砂の上に濃い影が落ちる。数頭の馬とその背で揺られている子供たちの影だ。

　いや、馬ではない。

　それとよく似た生き物ではあるが、額ひたいに捩ねじれた角が生え、尻尾しつぽは鳥の尾羽根に似た形をしている。背は広く大きく、ヨシュアとラキシュ、それに体格のよいギレアドが乗っても、その脚力はまったく変わらない。逍しよう駿しゆんという名の神魔で、ベルリナのものだった。

『ルツ』の聖塔へいけという命令をヨシュアたちが果たすことになったのは、あれから二日のちのこと。『星せい紺こんの塔』から埋もれた遺跡までは、子供の足で歩いた場合、二時間はかかる道程となる。乾期の砂漠の厳しさは、誰もが知る通りだ。

「僕以外、みんな倒れるかもしれませんよ」と訴えたヨシュアに、ベルリナが示した妥協策がこれだった。

「すっごいねえ、導どう師しって。こんな神馬を何頭もぽんと貸してくれるなんて」

　しかも、これらの馬は彼女の「私の生徒たちをきちんと守り、つれて帰ってくるように」という実に曖あい昧まいな命令を忠実に果たそうとしている。

「うちのカタンにあんなこと言っても、途中で飽きたり忘れたりしそうだよ」

「乗り心地いいし」

　確かに、と、ヨシュアも頷うなずく。

　逍駿は滑るように砂の上を進み、すべての景色はたちまち背後へ背後へと置き去りにされていく。駱らく駝だや馬をこんな速度で駆ったら、きっと会話など覚おぼ束つかない。振動は激しく、誰かが舌を嚙かむことになる。これなら、さほど手間をかけず、行って戻ってくることが出来るに違いない。

　しかし、それをいいことに、ラキシュは絶好調だ。

「頭のいい人って、一回どっかブっ飛ぶと後戻りきかないんだよねえ。おっさん、これからどうすんの？」

「嫁の歌、作らす？」

「それはちょっと」

「でも、それ以外の歌作れるアテ、あの人にあんの？　儀式にふさわしい大曲ができなかったら、それはそれでめっちゃ困ることになるんじゃない？」

「うう」

　ごもっともな意見に、ヨシュアは二の句が継げない。

「嫁はなんと？」

「基本、笑ってるだけですけど……」

　ことの顚てん末まつを、いちおう彼はスーリィンに話して聞かせた。彼女が自分の迂う闊かつさが夫を追いつめたのではと案じていたからだ。

　ほんの一瞬だけ見た自分の姿に、アフェクが心を奪われ詩作に励はげんでいるというくだりを耳にしたとき、スーリィンは、

「さもありなん。スーリィンの美しさはそれこそ月をも欺あざむく故ゆえのう」

　と、胸を張った。

「そんな当たり前のことをまき散らすからといって、たいした罪にもなるまい」

　と、ごくあっさり言い放たれ、かえってヨシュアは身の置き所がなくなってしまったのだった。

　───なんか、いちいち気にしてる僕だけがえらく狭きよう量りようみたいというかなんというか……ええい、釈しやく然ぜんとしないっ。

　手綱をぎりぎり握り込むヨシュアの表情は、いつも通りの笑顔ではある。あるが、それを見上げてラキシュが息をつき、ギレアドが肩を大きく竦すくめた。

　その上。

「あんたたち、馬鹿じゃないの？　他に人がいるところでそんなことを喋しやべるものじゃないわ」

　隣に馬首を寄せ、ティエルが不ふ機き嫌げんそうに罵ば倒とうを投げつけてくる。マントからこぼれた金髪がもつれ、砂漠の風に吹き散らされていた。同じ馬の背にはセームもいて、どこか浮かない表情でこちらを見やっている。

「他の連中の馬は、もうだいぶ先までいっちゃってるじゃん。この風と砂じゃそうそう遠くまでは聞こえないよ」

　憤然としたラキシュの反論に、彼女はいっそう不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆ根ねを寄せて、また神馬は離れていった。

「なんなの、あいつ。自分でついてくるって言ったくせにさあ。態度悪いったらないよね！」

　ラキシュは口を尖とがらせ、ギレアドも大きく頷く。

　ティエルが同行を申し出たとき、正直、ヨシュアも少し驚おどろいた。調子が悪いのでは？　と問うと、「悪いわよ。でも、わたしがいかなかったらセームもいかないでしょ。それじゃ、クラスの責務がきちんと果たせないことになって寝覚めが悪いもの」「そもそも、砂に埋もれているかもしれない場所なのよ？　地妖使いのセームがいなくては話にならないでしょうに」と理路整然と返されて、ヨシュアとしても『祈りの塔』行きを許すしかなかった。

「多少態度悪くても、僕としては助かります。だから、あんまり喧けん嘩かしないでね」

「なにそれ！　あたしばっかりが悪いみたいな言い草！」

「いや、どっちが悪いってことはないけど……」

「そういうどっちつかずの態度がよくないんだよ、おっさん！　嫁と母、正妻と側そば女め、どっちを取るかを瞬時に判断できない男の末路は悲惨極まりないよ、うちのとーちゃんのことだけど！」

「やめて、ラキシュっ。お父さんきっと泣いちゃうからやめたげて！」

「まあ、泣くな」

　やいのやいのと騒ぐうち、神魔は揃そろって足を止めた。

　月光の下、砂が大きく隆起しているところがある。小山のようなそれは、よく見ると砂にまみれた建築物。長い月日に洗われて、継ぎ目らしい継ぎ目が摩ま滅めつしてしまったらしく、まるで、一枚の巨大な石碑が砂へと突き刺さっているかのようにも見えた。

　───なんか墓ぼ標ひようみたいだな。

　束つかの間ま、ヨシュアはいやな印象を抱いた。が、先に辿たどり着ついたよそのクラスの一年生たちが、所在なげにあたりをうろうろとしているのを見て、素早く馬から下りた。

「どうしたの？　入り口、やっぱりみつからないとか？」

　札付きの劣等生なれども年長者の存在は大きいらしく、小さな修道生たちは一様に安あん堵どの表情を浮かべて集まってくる。

「ううん、入り口はここ」

「でも、うまく開かなくて」

「どれどれ」

　馬の背からランプを取り、ヨシュアは行く手を照らす。子供たちの訴える通り、そこにはちゃんとした扉があったが、半分砂に埋もれている。非力な子供の腕力では開かないのも無理はなかった。

「みんな、口を布で覆おおってちょっと下がってて」

「いいけど、なんで？」

「長いこと使われていない建物……特に、こういう風に埋もれてるところは中によくない風が溜まってたりするからね。用心するに越したことはないんだよ。ギレアド、悪いけど君はそっち持って一緒に開けて下さい」

「うん」

　息を揃え、腕に力をこめ、二人の少年は扉を開く。期待と畏おそれのないまぜになった仲間の目が、その奥へと注そそがれていた。
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　ナタルの炎で照らし出されたそこは、意外なほど清せい廉れんな場所であった。さっき言った「よくない風」を警けい戒かいし、ヨシュアは誰にもランプを持ち込ませなかったのだが、それがとんだ取り越し苦労に思えるほど、空気は澄み切っており、またひどく冷えている。

「これが、『ルツ』の塔とう……」

　ヨシュアの呟きに、複数の靴くつ音おとが唱和する。

　古代の女神官の名を冠した割に、無骨な石造りの建物。『塔』のような壮麗な細工はほとんど見あたらないが、四方に張られた石だけはいずれも白く磨みがかれ、面が美しく揃そろえられていた。窓はあるが、遙はるか高く遠い。上へ上へと続く階は、緩ゆるやかな弧を描いて天を慕したっていく。弱々しい月の灯りではなく、溢あふれる陽光ならば、きっと塔内を鮮やかに輝かせることだろう。

「どんな人だったんでしょうね、大神官ルツって」

　目ま映ばゆいばかりに白いその空間を眺めていると、迷惑千万としか思えなかったこの仕事にも、少しだけ興味が湧いてくる。創世の六神官。その多くは若くから、労苦を厭いとわず生涯を後進たちのために捧ささげた。

「遺跡の割に汚れてませんよね」

「建てられてから四〇〇年だか五〇〇年だかも過ぎてるのに、このぴかぴかぶりすげえ」

「そうかしら？　思ってたよりずっと地味だわ」

　修道生たちは好き勝手な感想を口々に、あたりを見て回る。

　けれど、そんな余裕を持っていられたのは、入ってわずか数サスメートルほど。奥へと続く扉を二つ三つをくぐったあたりで、一同は見事行き詰まってしまった。白い石の廊ろう下かがすっぱりと途切れ、ごつごつとした岩肌で周囲一面覆おおわれる。まるで突然、洞どう窟くつの中に放り込まれたかのようだった。

「廊下がもうないじゃん」

「扉も」

「導どう師しにお借りした図面だと、この先に大だい祭さい壇だんがあるはずなんだけれども……変ねえ」

　修道生たちは頭を寄せ合い、皮の巻物を覗のぞき込こむ。なるほど、そこにはティエルの言う通り、祭壇へと続く下り階段が描かれていた。

「方向はこっちで間違ってないのになあ」

「ナタル、もうちょいしっかり照らしてよ。よく見えない」

「照らしてまっせー。がんがん照らしまくってまっせー」

「あ、ここなんか埋もれた跡みたいなのが」

　隣のクラスの少年が、岩肌の一画を指さした。見ると、なるほどそこには黒ずんだ岩が折れ重なっており、その向こうはみっしりと土砂で塞ふさがれている。

「落らく盤ばんか何かで埋もれたんですかね」

　羊の紡ぐ炎と光の中、ヨシュアは慎しん重ちように行く手を点検し、それからおもむろにセームへ向き直った。

「君のノアムの出番ですよ。まずは小さな穴を開けさせて下さい。絶対に、いきなり全部吹き飛ばそうとしちゃダメですからね」

　念を押しながら、彼は年少の同級生に場所を譲ゆずる。位階は低いが器用な地妖使いで鳴らす彼は、硬い表情のまま進み出て、自分の神魔を喚よんだ。穴熊が二足歩行しているかのような地妖は、主あるじの意をしっかりと容いれた。

　がつーんがつーん！

　地盤を穿うがつ音が二つ。それだけで、人が一人通れるだけの穴が開いた。それを最初にくぐったのも、やはりヨシュア。それにティエルが足早に続き、慌あわててセームも後を追う。おっかなびっくりラキシュとギレアドが穴を越え、他の子供たちもおそるおそるそれに倣ならった。

　入り口付近と同様に白い室内が続いている。階段、というよりはなだらかにうねる坂が、ゆるゆると地底へ向かって這はっていた。

「ナタル、何が見える？」

　自分の先をちょこちょこと歩く半人半羊の娘に訊たずねると、彼女は困ったように首を傾かたむけた。

「また壁ですわ、兄さん。でも、ちょっとおかしい」

「おかしい？」

「今度の壁、えらいこと透けてます」

　そうして火妖が示した先には、なるほど、壁が聳そびえていた。ひんやりと冷たく、その場にいる全員を映し出すほど広く大きい。

「透かし板の壁？」

「違う」

「もしかして、氷？」

　目をすがめ、一同は目の前の壁をまじまじと見やった。なるほど、それは氷であった。実にぶ厚く、またつやつやと曇くもりないため透かし板のように見えているが、触れるとじわりと濡ぬれた感触がする。

　これは危ないと、ヨシュアは思った。見たことがないぐらい大きな氷なんて、不自然極まりないじゃないか。しかも、その前に土砂まで積んであったとは。

　───どこかの誰かが、この先へ人が入らないようにしているってことか。

　彼がそこまで考えるのに、たいした時間はかからなかった。もう一秒二秒あれば、退却を号令することだって出来ただろう。

　だが。

「氷ならすぐ破れるわ！　リムリー！」

　鋭敏なティエルが真っ先に動き、更に忠実な水妖が、その意をよく汲くんだ。ヨシュアが制止する間もないほどのスピードで、半魚の神魔は氷の壁に穴を穿つ。

「よしなさい、ティエル！　もう帰ろう」

「どうしてよ？　せっかくここまで来たのに。この先ちょっと行けば、祭壇があるのよ？」

「いいから、戻ろうって」

「またよくない風を気にしてるの？　大丈夫よ、ほら。何も流れてきやしないわ」

　止めようとするヨシュアの手をするりとくぐり、彼女は開いた穴へと飛び込んでいく。セームが躊躇ためらわずその後へ続き、あっという間に二人は分厚い氷の向こう、歪ゆがんだ影だけをこちらへと残す。

　仕方がなく、ヨシュアは残りの子供たちへと振り返った。

「君らは入り口まで戻って！　しばらくして僕らが戻ってこなかったら、『塔』へ戻って導師を呼んできて」

「でも」

　躊躇うラキシュへ少しだけ語調を強め、彼は言いい諭さとす。

「僕は僕だけならかえって平気だから。さあ、急いで」

　ヨシュアは一人だけでもそうとう強いが、その上、スーリィンがいる。その事実を知っている者しかいない場でなら、最悪、彼女を顕現させることもできる。だから、下手にここに居座られるより、一人で追いかけた方が身軽だし、安全なのだ。

　そういった事情を、ギレアドはちゃんと察してくれたらしく、ひとつ頷うなずいてラキシュの腕を取った。彼女の方はまだ何か言いたげだったが、そのまま大人しく彼に引きずられて出口へと向かった。他の六人もヨシュアの言葉に有無を言わせぬものを感じたらしい。黙ってそれに続いていく。

　その姿を目の端で確かめながら、ヨシュアは氷の向こうへと一歩を進めた。既にティエルとセームの姿はそこにない。ゆるゆると続く坂を下っていってしまったようだった。

「気も足も早いお子さまやなあ」

「ホントにね」

　憤然と呟つぶやくナタルに、ひとつ同意して、ヨシュアは足を早めた。自分の帯のあたりを探り、その下に隠してある鎖を引き抜く。一見細く頼りないものだが、先には尖とがった分銅がついており、彼が操ればそこらの鞭むちや剣などよりも甚大な殺傷力を発はつ揮きする。

　───この先に何かいる。よくは判わからないけれど、あまりよくないものが確かにいる。

　一歩ごとに空気は冷え、ぴりぴりとした何かを伝えてきた。漠然とした悪意、殺気……そういったものを。

　いつの間にかよじ登ってきたナタルの手が、ヨシュアの頭を縋すがるように摑つかんだ。その指先はひっきりなしに震えている。

「ティエル、セーム」

　密ひそやかに呼ばわり、ヨシュアは歩みを進める。この先、何とも出くわさず二人を無事に取り返せるなら、いまは亡きルツの霊に縋り祈ってもいいとすら思った。遠い昔、彼らの先駆けとなって働き、特に医療に秀でたという伝説が残る、女神官。

　しかし。

　悲鳴が轟とどろいてきた。高いそれは間違いようもなくティエルのものだった。ヨシュアは一気にスピードを上げ、坂を駆け下りる。一分もせず、視界は開けた。

　そこには祭壇があるはずだった。

　たいていは磨き抜かれた石で出来ている。入り口付近の様子からして、乳白色の石かもしれない。あとは、祈りや朗読のために使われる台や祭司が手を清めるための水盤などが置かれていることも多い。

　けれど、そんなヨシュアの予想はことごとく外れた。開けた先にあったのは、『塔』の礼拝場を凌りよう駕がするほどの空間。天井は高く、床はどこまでも広く遠く……いや、天井や床などといった言葉すらそれには当てはまらぬ。視界のすべてが白く凍りつき、冷たく広がり続けている。

「なんだこれ……どういう造りの礼拝場？」

　首を捻ひねり、あたりを見回すと、やはり数歩先で呆然とへたりこんでいるティエルと、その横でおろおろしているセームの姿が目に飛び込んできた。

「こら、二人とも！」

　怒ど鳴なり散ちらしながら踏み出した靴の下、足下がひどく危うい。磨いた石の数倍も滑すべり、踏んばりがまったくきかないのだ。

「ちょっ、滑っ！」

「そら、滑りますよ、兄さん。ここ、氷原ってやつやさかい」

　ナタルの吐く息が白い。真夜中の砂漠よりもずっと、この場の気温は低いようだった。

「氷原？」

「へえ。氷で出来てる原っぱなんで、氷原。大陸でもうんと北の、そのまた山奥も奥にいかへんと普通はないです。ナタルちゃんも一回しか見たことあらへん」

　それなら、ヨシュアが知らないのも無理はない。ほんの小さな頃から大陸の様々な所へ送り込まれては仕事をしてきたが、人のいない場所にだけは用事がなかった。

「どうして、そんなものが砂漠の塔の中に？」

「さあー？　でも、えらい怖い。すっごいヤな感じですわぁ。兄さん、ちゃっちゃっと戻った方がよろしいんと違います？」

「たぶん、君が正しいね」

　ヨシュアは決死の覚悟で立ち上がり、転がるティエルにまず手をかけた。それから、セームの肩を摑み、そのまま引きずり歩き出す。

「ちょっと痛い！　触らないでよ、劣等生っ」

「僕はいいですけど、ティエル様に手荒な真ま似ねはっ」

「いいから、さっさと来なさい！　ここは危ない！」

　ぴしゃりと言って、ヨシュアは二人の子供を引きずり続ける。足下が氷ではなく、前と同じ土、同じ上り坂になった瞬間、容よう赦しやなく走り出しまでした。さして長くもない坂を登り切り、しばらくいけば、さっきの氷の壁。更に、その先へ進めば塔のエントランス。その向こうはもう出口、砂漠へと続く。

　そう見当をつけての全力疾走だったのに、なかなか視界が途切れることがなかった。

　───おかしい。

　どんな建物内でも、進んできた道の距離を測り、帰りの路を覚えることはヨシュアの習性の一つに等しい。初めて入る館やかただからといって、迂う闊かつに迷ったり帰路に困ったりするようでは、暗殺者は務まらない。

　───おかしい。来た道と同じほどの距離を走ってるのに、まだ出口が見えないなんて。

　スーリィンを喚ぼうかどうか、彼が迷ったその時だった。

　行く手に人影があった。

　黒衣から零こぼれる、栗色の髪。柔らかくもまあるい笑顔。抜けるように白い指先が、そっと手招きを繰くり返かえしている。

「ベルリナ導師！」

　ヨシュアの呼びかけは安あん堵どに満ち、ティエルとセームの顔も喜びに輝く。

　だが。

　数歩も進まぬうちに、ヨシュアは足を止めた。人影の足下に、何かが転がっている。いずれもぐったりとした手足を投げ出す、少年少女。マントは大きくはだけ、白い袖そでや緑の肩布タリートが覗いていた。

　ラキシュやギレアドたちだと認識した、その瞬間───ヨシュアの意識に生じた、亀き裂れつ。

　見えない斧が頭ず蓋がいに打ち込まれたような痛みが走り、視界が暗転する。ナタルの悲鳴がどこからか聞こえた。とっさに左右の手を強く握り込み、自分の体の下にティエルとセームを巻き込んだつもりだったが、さて、上手くいったかどうか。

「ご苦労様でした、バレクくん」

　語りかけてくるベルリナの声は常通り。修練室で子供たちを教えるときとまったく変わらない。

　しかし、その瞳はひどく冷ややかな光を宿す。両腕が激しく輝き、彼女が強大な神魔を従えていることを示しているが、もはや修道生たちの誰にもそれは判らない。

　倒れたヨシュアへと彼女は足を向けた。付近に倒れるラキシュを跨またぎ、邪じや魔まだと言わんばかりにギレアドを蹴けり、近寄っていく。

　ティエルとセームを抱え込んだまま、ヨシュアは動かない。月光にその髪は鮮やかに赤く、血の気を失った頰の白さを引き立てる。

　その様を眺めやって、ベルリナはなおも笑えみ崩くずれた。

「次も、どうかお願いね」

　ひそりとした、どこか乾いた風情だけを後に残し。
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　びぃぃぃぃ……ん！

　不ふ愉ゆ快かいな音が長く尾を引く。同時に、指に痛みが走った。それ用の爪で覆おおっているため傷はできない。が、弦が切れるときの振動は確実に、奏者の手を痛めつける。

　一本だけ明後日あさつての方へ向いた弦を軽く睨にらみ、ヨシュアは小さく息をついた。

「すみません、先輩。自分のものでもないのに」

　謝る声には実が籠こもる。琵琶バルバツドの弦が切れるのを、人は不吉といって忌いむからだ。アフェクはくだらない迷信だと笑い飛ばしそうだが、楽器に長く馴な染じんだ自分が何よりいい気分がしない。

「つまらん妄言なんぞを気にするとは、つまらん頭の奴だな。そんな愚ぐにもつかない世よ迷まい言ごとなど気にする俺ではない」

　案あんの定じよう、暴言混じりでアフェクは自分の意志を伝えてくる。

「だが、珍しいこともあるものだ。貴様、いま自分が指をよけいな弦に引っかけたのだと判っているか？」

「まさか」

　ヨシュアは低く苦笑した。

　久々に触ったのならともかく、ここのところもうずっとアフェクの指導のために来る日も来る日も琵琶バルバツドを鳴らし続けている。そんな初歩的なミスなどするはずがない。

「いや、確かに見た……貴様、そうとう疲れてないか？」

　彼にしては珍しく、ストレートに案じてきた。それがおかしくて、ヨシュアはいっそう笑いを深くした。

　───まさか、おまえが僕の嫁に捧ささげるポンコツ歌を次から次へと作るから疲れるんだよ、とは言えないしなあ。

　積み上げられた石盤の高さは、日々うんざりするほど増していく。それに伴ともなって実力が増せばまだいいのだが、そうはいかないのが詩作の難しさというものだった。

　───なんというか……ザルで水汲むみたいだよ。僕に魔ま操そうを教えてたマルタ先生やティエルの虚むなしさってこんな感じ？

　しかし、だからといって見事な歌でスーリィンを讃たたえられたら、それはそれでなんだか腹立たしい気分になるに決まっている。

「おっさん、意外とやきもち焼きだったんだねー。別にいいじゃん、スーリィンの方はこれっぽちも相手にしてないんだしさー」

「モテる嫁は勲くん章しよう」

　と、妙にしみじみラキシュとギレアドに言われてからは、彼らの前で愚ぐ痴ちるのは控えることにしているため、ますますヨシュアは鬱うつ屈くつが溜まる。

　故ゆえに。

「だからって、俺んとこ来るなよ！　怖いでしょ！」

　自室への帰り道、立ち寄った食堂の裏で、エレミヤが悲鳴を放つ。

「だって、あんたぐらいですから。僕が好き放題当たっていい相手なんて……」

「俺の人権はどこいった？　そういうこと言うから怖いんでしょうがっ」

「久しぶりに投げナイフの練習がしたい……」

「よせって。やめろって。的まとを見る目で俺を見るんじゃない！」

　前掛け姿のエレミヤが身を固くして後じさる。が、その目は笑いを多大に含んでいた。

「勉強疲れ？　それとも嫉しつ妬と疲れ？」

「投げナイフじゃなくて投げ剣にするかな……切れ味抜群の」

「やめろって」

「嫉妬疲れで手元狂うかもしれないけど……」

「ホントすみませんでしたっ」

　本気で頭を下げる相手をひとつ見やって、ヨシュアは低く息をつく。琵琶バルバツドの弦が当たった手がまだ少し痛む。

「でも、最近、おまえさんたち本当に半端なく疲れて見えるよ？」

「この状況で疲れない奴がいたらお目にかかりたいですね」

「うん、まあそりゃそうだけど……なんで、他の子供たちまで疲れてんの？」

「他の子？」

「いつもつれてるちびっことデカいのと。あと、女王様と従者もさ。なーんかすっごい顔色悪くなってく気がするんだよね」

　エレミヤは導どう師したちとは違い、その職場である食堂でしか修道生たちと顔を合わせることがほとんどない。夜、スーリィンへと生気ルーアを与えるために庭園へやってくることもあるが、彼はそもそも武人であり神官候補とは違う。生気の量は当然少なく、彼を夜よ毎ごとに糧かてにしたらいくら食事の量を増やしても命が保もたず、寿命を縮ちぢめることになるため、そちらの用事で顔を合わせるのはせいぜい週に一度程度であった。

「なのに、判わかるぐらい憔しよう悴すいしてる？　全員？」

「うん。めざといおまえさんがなんで放っておくのって思うぐらい。大好きでしょ、他人様の健康管理」

「別に、好きってわけじゃ……いや、でも」

　思い返してみると、確かにここのところ子供たちの口数はいくらか少なく、かっこむ食事の量も控えめになっていた気がする。学年末の試験を間近に控え、誰も彼も勉強で疲れているのだろうと単純に思っていたが、その重荷を更に自分とセームが増やしているのかと思うといっそう気が気でなくなる。

「書類だなんだと助けてもらうのはいいとしても、さすがに『祈りの塔とう』へ行くのは正規の係だけにするべきですかね」

「『祈りの塔』？　そんなとこいかなきゃいかんの？」

「ええ。しかも、『ダーヴィド』ですよ。ここからどれだけかかるか」

「この季節に砂漠を渡るとなったら、夜だよな？　朝まで帰ってこられないんじゃ？」

「ベルリナ導師が足の速い神魔を貸して下さることになってますが」

「それなら、まだしもだけどさ……一番近い『ルツ』にしときゃいいんじゃないの？　あそこなら歩いても二時間ぐらいだし」

　大変だねえ、と、本気の声色で同情され、ヨシュアもまたしみじみと頷うなずいた。まったく、どうして夜を徹してあんなに遠い塔までいかなくてはならないのだろう？

「そこ、不ふ思し議ぎだわ、ホント。なんで子供にそんな無茶させるんだろうな、ベルリナさんは。そんな教育過激派には見えなかったけどなあ」

「さあ。神官は調和が何より大事だからだそうですが」

　皮肉混じりでまぜっかえすヨシュアに、エレミヤはいつものような軽口では応じなかった。

「利用予定の塔は一つだけなんだろ？」

「ええ、もちろん」

「近場の『ルツ』とか『シモン』じゃ調和を保てない理由でもあるわけ？」

「そんなのは……別にないと思いますが」

　ほんの少しだけ、エレミヤの甘い面おもてが難しく引き締まる。

「ますます意味が判らんな。しかも、そんな面倒な仕事を一年坊主にやらせるところがなお判らん。普通、もっと体もしっかり出来てて、自分の神魔を操あやつっていって帰ってこられる四年生とかにするんじゃないか？」

「それは、まあ」

「あと、二年三年の連中ならともかく、一年生は学年末試験を受けるのは今回が初めてだろ？　要よう領りようだってまだ摑つかめてないだろうガキどもを、試験まで一カ月かそこらかしかない時期にわざわざなんで使う？　そういう奴らは塔に押し込んでおいて内向きの仕事させた方がよくねえ？」

「さあ……それは先生に聞いて下さいよ」

　改めて訊たずねられると返答に困る。

「みんなが仲良くなるために面倒な儀式を復活させよう」という段階で、ベルリナと彼女の賛同者の言うことなど、ヨシュアの理解の外も外。異次元の存在と言ってもいいぐらいだ。

「卒業生諸氏もお気の毒だろ。あんな遠くの塔までわざわざいって礼れい拝はいするなんざ」

「それぐらいの苦行はいいんじゃないですか？　塔に戻ってからの宴うたげは好き勝手楽しめるんですし」

　いくらか棘とげのある返答を残し、ヨシュアはその場を足早に辞じした。まずセームをティエルから引っ張り剝はがすのに一苦労。その後も、塔内を整備するのも予想より人手が足りない分苦労することになるだろう。いったん自室に帰って、あれこれ準備をしなくてはならない。

　マントや水筒、簡単な護ご身しん道具などを揃そろえ、ヨシュアはカタカタ鳴りっぱなしの首飾りを摑んだ。ここのところ彼女はこの中で眠っていることが多いのに、なぜか部屋に戻ってからこっちずっと震動し続けている。

「どうしたの、スーリィン？　そんなにお腹減った？」

　目ま映ばゆい光と共に顕けん現げんした彼女に柔らかく訊ねると、雷らい凰おうの娘はいつになく難しい面を向けてきた。

「そ、そこまで空腹だった？　ごめんね」

「いや、そうではない」

　鷹おう揚ように振った首をそのまま大きく傾かたむけ、彼女はなおも厳しい調子で続ける。

「そなた、さっきルステラの与よ太た者もの相手にどこの塔へいくと申しておったか？」

「『ダーヴィド』だけど？」

「それは遠いところなのじゃな？」

「うん。六つもある『祈りの塔』の中で、一番ここから遠い」

　溜め息混じりでヨシュアは返答する。

「まったく、なんでそんなところまでいかないとならないんだか」

「……けど、そなた……昨夜だか一昨日おとといだかにもっと近い塔へいってはおらなんだか？」

「は？」

　妻の意外な言葉に、ヨシュアは目を瞬しばたたかせる。

「まさか、どうして？　卒業前儀式に使うのは一カ所だけだよ？」

「さようか？　いやでも、しかし……」

　ほっそりとした手を自らの頰ほおに当て、神魔の娘はしばし考え込む。

「スーリィンのヨシュアよ、何かおかしい」

「何が？」

「何かは判らぬ。じゃが、おかしい気がする。今夜はその塔にいってはならん」

「それはできない相談だなあ」

　鼻に皺しわを寄せ、ヨシュアはクラスの代表としての義務があること、導師や上級生の言いつけに背くわけにはいかないこと、更に、既にベルリナから貴重な神魔を借り受けてしまっていることなどを説明した。

「ならば、子供らは置いていけ。そして、スーリィンを顕けん現げんさせてつれていくがいい」

「無理だよ。そんなことしたら、君の体が保たない。ここのところ、みんな忙しいからってあんまり生気ルーアもらってないでしょう？　絶対ダメ」

「じゃが」

「断じてダメです」

　スーリィンは唇くちびるを嚙かみしめ上うわ目め遣づかいに睨にらんではきたが、それ以上の反論はしなかった。彼女の命に関わるようなことで、ヨシュアが意見を曲げたことはかつて一度もない。泣こうがわめこうが脅おどそうが、この問題だけは断じてダメといったら本当にダメなのだ。

「ならば、もっと腕の立つ、そなたの身を守れるような者をつれていくがよい。あのルステラの与太者とか」

「エレミヤを？」

「できれば、魔操の達者な奴も……そう、あのくそ生意気な小僧などぴったりじゃな。別に死んでもまったく苦にならんし」

「いや、それは……いちおう優秀な神官候補だから。ああ見えても人類の宝だから。あと、ついてきてって頼んで、『はい判りました』とか言ってくれる相手じゃないし」

「それでもつれていくがよい！　でなければ、スーリィンはこのまま縋すがりついて離れぬぞ！　縋りつきついでにあれこれするぞ！」

「あ、あれこれって？」

「まず、服を全部脱ぐし脱がせる！」

「ぎゃーっ！」

　的確過ぎる恐喝に、ヨシュアは震え上がった。部屋の端まで飛び退いて、泣かんばかりに声を張る。

「つれていきます、縛ってでもつれていきますからっ！　勘弁して下さいっ！」

「……脱衣がここまでの脅しになる夫婦というのも、世に我々だけじゃろうのう……」

　遠く目を泳がせて、神魔の娘は肩を落とした。

　それから、彼女は怯おびえる夫に「本当に危険になったときは、何をおいても自分を喚よぶこと」「それが無理な状況だったら、とにもかくにも逃げること」を約束させた。

「でないと、本当にいますぐ脱ぐぞ？」

　豊かな胸を覆おおう布に手を這はわせ、軽くしなを作りながら、スーリィンは念を押す。薄暗く狭い室内、可か愛わいらしくも艶あでやかな彼女は、ある意味ヨシュアにとって本当に脅きよう威いだ。

「判った、判りました！　おっしゃる通りにするからっっ」

「だから、どうして妻が夫に迫って、ここまで怯えられないといかんのか。乳のひとつやふたつ別によいではないか」

「いけませんっ、断じていけませんからね！」

「我が背せの君はなんと面倒な……」

「いいから、脱がない！　それ以上はダメ絶対！」

　呆れつつもなおじりじりと身を寄せてくるスーリィンから逃げ惑うのに忙しく、ヨシュアは言われるまま約束する。

　このとき彼は彼女が何をそこまで危き惧ぐしているのか、いったい、どんな危険を感じ取っているのか……まだ欠片かけらも理解はできていなかったのだが。
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　伏せた目の下、砂の上に濃い影が落ちる。数頭の馬とその背で揺られている男たちの影だ。

　いや、馬ではない。

　それとよく似た生き物ではあるが、額ひたいに捩ねじれた角が生え、尻尾しつぽは鳥の尾お羽ば根ねに似た形をしている。背は広く大きく、ヨシュアはもちろん体格のよいエレミヤが乗っても、その脚力はまったく変わらない。逍しよう駿しゆんという名の神魔で、ベルリナのものだった。

「こりゃいい乗り心地だわ。一個師団分……いや、一個大隊ぐらいでも揃そろえられたら、大陸征服も夢じゃないねえ」

　満面の笑みでエレミヤは手た綱づなを取る。その横に馬首を並べたアフェクはひたすら怪け訝げんそうであった。

「そっちはどこかで見た顔だと思ったら、『塔とう』の料理人ではないか？　顔ばかりがよくて料理の腕前はたいしたことはないと評判の表皮だけ男と聞き及んでいるが、何故、こんなところまで連れてきた？」

「表皮だけでなくて、剣の腕もけっこう立つんです。僕の知ってる中では五本の指に入りますね」

「料理人がか？」

「ええ、まあ」

　二人は曖あい昧まいな笑みを浮かべるだけで、詳しくは話さない。アフェクは露ろ骨こつに不ふ愉ゆ快かいそうに顔をしかめ、

「『塔』の使用人を、修道生の儀式のために本来の雇こ用よう理由以外で働かせるなど感心せん」

　と、忌いま々いましげに言い放った。

「嬉うれしいことおっしゃって下さるねえ、この坊ちゃんは！」

　我が意を得たりというように、エレミヤはぺらぺら話し出す。

「ホント、世の中の雇用主ときたら無茶な残業出張は当たり前、職務範囲なんて関係なしに思いつく限りのことあれこれ言いつけてくれちゃってさあー。挙げ句、別に主あるじでもなんでもない奴までその権けん威いを笠にやりたい放題の世の中ですよ、やってらんないわー」

　そのまま実に気安い調子で馬を寄せ、ばんばんとアフェクの肩を叩たたいて笑う。

「金きん釦ボタンの坊ちゃん、どうぞそのまま出世なさって下さいよ。あんたみたいな人が大神官になってくれたら、ちょっとぐらいは息がつける世の中になるかもしれないし」

「もちろん、そうなる」

　律りち儀ぎかつきっぱりとアフェクは返し、エレミヤは肩を揺らしてなお笑った。ヨシュアはその横でやはり笑っていたが、労働者が息をつけるようになる分だけ周囲の神官は日々呼吸困難を強しいられることになるのだろう、と確信していた。そのうちの一人にはあまりなりたくない。

　アフェクはしばらく不信に満ちた目でエレミヤを眺めていたが、それを一度、ヨシュアへと移し、そのまま遙はるか前方、夜の砂漠の地平へと向けた。それから、しばらく誰も何も言わず、神魔の歩みに任せたままの時間が続く。

　せっかちな最上級生は前へ前へと神魔を駆るため、あっという間に小さな影になってしまった。

　それを目で追い、

「しかし、よくあの金釦連れてこられたね」

　エレミヤはいささか皮肉っぽく続けた。

「俺はさー、どうしてもって言われたら抵抗できない身の上ですけど、あいつがおまえの言うこと聞かなきゃならない理由なんてこれっぽちもないはずでしょーに」

「おっしゃる通り。幸運だったとしか言いようがないですね」

　二年前から続いているという、アフェクの上位神魔捜索。『塔』とその周辺の町や遺跡中はあらかた探し尽くし、残されていたのが件くだんの塔『ダーヴィド』なのだという。

「なんせ遠いですからね。休日まる一日使っても普通に行って戻ってくるのは至し難なんの業わざ。その上、ひどく見つけにくい塔なんだそうです」

「見つけにくい？　埋もれてるってこと？」

「さあ……ベルリナ先生は逍駿にさえ任せておけば万事問題ないっておっしゃってましたが」

「そんなにお利り口こうさんなの、この馬？　位階はいくつよ？」

「気妖二〇位だそうです」

「でもなー、シングル順位でもオツムと男の趣味は大丈夫なの？　ってのいるし。乳は素敵にでっかくて顔は最っ高だけどなー」

「エレミヤ……」

「やだ、ヨシュアさんたら！　そんな怖い顔しなくても！」

　きゃらきゃらと楽しげに声を上げ、エレミヤは手綱を引いた。重い溜め息を吐ついて、ヨシュアもそれに倣ならう。

　砂と夜空の合間、道なき道を神の馬はひた走った。砂すな埃ぼこり一つ上げることもなく、馬ば蹄ていを地に残すこともなく、文字通り滑るように。

　───馬や駱らく駝だに比べて何倍も楽なんだけど、疲れるは疲れるんだよなあ……。

　鐙あぶみをいくら踏み込んでも、うまく感触が返らない。だからといって足を抜くと、尋じん常じようではないスピードで疾走する神馬の腹や、自分の体に当たって危ない。嫌がる逍駿に振り落とされる可能性だってあるだろう。

　───だから、ラキシュにはちゃんと言ってやらないと、そうやって足をぶらぶらさせたらダメだって。

　ごく自然にそう考えて、ふと、ヨシュアは首を傾かしげた。

　何故、ラキシュの名が出てくる？

　確かに彼女は『祈りの塔』が見たいと駄々をこね、ついてきたいと最後まで言い張った。ギレアドもティエルもそう。しかし、ヨシュアはそれを悉ことごとく退けた。スーリィンが危険だと言っている。つれていくことはできないと諭さとした彼に、仲間たちは一斉に「だからこそ、助けがいるはずだ」と口々にわめき、それはそれは宥なだめるのに手間を要したものだった。

　伏せた視線の先、人馬の影が伸びている。月光を受け、長く深く。その光景にもまた、ヨシュアは首を捻ひねった。

　これと同じものを、見たことがあるような気がする。ごく最近、つい間近に。

　けれど、そんなはずはないとこれもヨシュアは思い直した。

　創世六神官の名を冠した、『祈りの塔』。オアシスの周辺に点在するその遺い構こうの中で、今回の儀式に使われるのはたった一つ。これから赴おもむく『ダーヴィド』だけである。そう決められている。

　───でも、どうして？

　エレミヤも指摘していた通り、この塔はもっともオアシスから遠い。普通に歩けば、行って一日戻って一日の距離である。雨期ならともかく、乾期にその距離を渡るのは、こうした神魔の足でもなければ難しい。途中、砂嵐が吹き荒れたら、全員が足止めを余儀なくされる。それを押して、卒業生一〇〇人余とそれに関わる導どう師したちすべてがここへ移動するとなったら、かなりの大仕事になってしまうだろう。

　普通なら、他の塔……たとえば、もっと近い『ルツ』や『シモン』が選ばれるのではないだろうか？

　───特に、『ルツ』はそれっぽいし。中は白くて清浄で……。

　そう思った矢先、額ひたいが急に痛んだ。矢尻でも打ち込まれたかのような鮮烈な痛みが頭ず蓋がいを走り、ヨシュアは思わず手綱を放す。

　束そく縛ばくを逃れた神馬は、それでも歩みを止めることはない。目的地へ一直線に三人を運んでいき……やがて、砂山の前でその快足をようやく止めた。

　こんもりと堆うずたかく盛られた砂の中、黒々とした石の肌が見える。月に照らされたそれは、まるで墓ぼ標ひようのようにヨシュアの目には映った。いまは亡き神官に捧ささげられた、巨大な墓石。

「本当に馬に任せて着くとは。あの女導師、それほど出来るようにも見えなかったが」

　幾分悔しげにアフェクは言い、ざくざくと砂を踏んで入り口へと進み、石の扉を顎あごでしゃくって見せた。開けろという意だと悟って、ヨシュアは渋々扉へ手をかける。

「おまえさんは下っ端一年生ですから仕方ないでしょうが、なんで俺まで一方的に命令きかないといかんのよ」

「あの人にとっては、この世の九割九分ぐらいが自分より目下なんです」

「ほとんど大部分でしょ、それ。限りなく全員に近いでしょっ」

「でかい声出さないでくれませんか、さっきから頭が痛くて痛くて、辛つらいんですから」

「あらま、珍しい」

　ほんの少しだけ目を見開き、エレミヤが覗のぞき込こんでくる。

「体調不良で戦闘不能とかよしてくれなさいよ？　そんなことになったら、俺、さっさと逃げるからね？」

　文句を言い立てながらも、エレミヤは自分の口に布を巻き、マントの腕をまくって近づいてきた。

　───そうそう。こういう場所にはよくない風が溜まっていることが多いから、口と鼻は覆おおってしまう方がいい。さすが、エレミヤは心得ている。

　ヨシュアはひとつ頷うなずいて、また、ふと違い和わ感かんに足を取られる。

　では、心得ていなかったのは誰だろう？

　危険だから気をつけろと注意したような気がする……でも、いつ、誰に───どこで？

　己の疑問に与えてやる言葉もないまま……『ダーヴィド』の扉は開いていった。





　　　　　８






　その塔とうの中は静かだった。

　そして、どこまでも暗かった。

　窓は見上げるほど高い位置に、ひとつきり。そのためか、床、壁、そして天井と、どれもこれもが黒く沈み込んでいる。いや、よく見ればそれは、緑。深いが上にも深い暗緑色の石が隙すき間まなく積まれ、月光に漆しつ黒こくを成して人の目に映っていたのだった。

「……なかなか悪くない雰ふん囲い気きじゃないの。俺みたいな不信心者でも、ちょっといいなって思っちゃう」

　エレミヤの感想に、ヨシュアも素直に首しゆ肯こうした。『塔』の礼れい拝はい場じようのように凝こった飾りや彫刻などは何もないが、肌き理めのそろった緑色の石と荘厳な静せい寂じやくからは人を畏い怖ふさせるに十分な空気が醸かもし出だされている。

「この塔の名前の元になったダーヴィドってのはどんな奴よ？　不心得者の俺に教えてくんない？」

「創世六神官の中でも最重要ポジションですよ。彼の水妖が砂漠からオアシスの水源を見つけて掘り出し、それを基に『星せい紺こんの塔』が築かれたんですから」

「へー」

「もっとも、その数年後にすぐ病死しちゃったそうで、それぐらいしか目ぼしい逸いつ話わがないって言えばそうなんですが」

「あらま、気の毒」

　しかし、アフェクはそんな感傷とは無縁だったらしい。二人を置き去りにさっさと奥へと歩みを進めていく。いつの間に召しよう喚かんしたのやら、その行く手にはちらちらと炎を放つ火ひ鼠ねずみの姿があった。ナタルのそれより幾分光は淡い。それに照らされて、三人は塔の最深部へと進んでいった。先頭のアフェクは好奇心に目を輝かせ、エレミヤの指は剣の柄つかにかかったまま。ヨシュアはなかなか去ることのない頭の痛みに顔をしかめ、それでも、できる限りの警けい戒かいをしながら。

　けれど、奥へと続く扉を二つ三つくぐったあたりで、一同は見事行き詰まってしまった。暗緑色の廊ろう下かがすっぱりと途切れ、ごつごつとした岩肌で周囲一面覆おおわれる。まるで突然、洞どう窟くつの中に放り込まれたかのようだった。

「なんだ、ここで終了？　見た目より狭い塔なんだな」

「いえ、そんなわけは……この奥に祭さい壇だんがあるはずです」

　岩肌の一部を手で撫なで、ヨシュアは呟つぶやく。

「ほら、土砂が積もってるだけですよ。この先にもまだ部屋はありますから、先輩、お願いします」

「ああ」

　アフェクは頷うなずいた。

　が、何故かすぐには動かない。積まれた土をじっとみつめ、何事か考え込んでいる。

「先輩？」

「……貴様、どうしてこの先に部屋があると知っている？」

　うろんげに促うながすヨシュアへと、細く鋭い双そう眸ぼうが向かってきた。

「どうしてって……」

「六神官の塔のうち、『ダーヴィド』だけ図面がない。それは知ってるな？」

「はい。五〇〇年のうち、散逸してしまったと聞きました」

「なのに、どうして貴様はこの先に祭壇があると知っていた？」

「それは、他の塔とあまり造りが変わらないですし、一度どれかの図面さえ見れば」

「どれかの図面？　どの図面のことを言ってる？」

「どのって……」

　突然の詰きつ問もんにヨシュアは困惑した。

「……確か、ティエルが図面を預かってきて、それをみんなで見て……」

「どんな塔だった？　『ルツ』か？　『サーラ』か？　それとも、『ヨナタン』？」

「それは……確か……ええと」

　ヨシュアは説明しようと口を開いたが、たちまち覚おぼ束つかなくなる。一語を進めるうち、明めい瞭りようだったものの輪りん郭かくが次第にぼやけぶれて、言葉に出来ない。

「『星紺の塔』を出てからこっち、貴様の挙動はいちいちおかしい。貴様、俺になんと言って誘いをかけたか、覚えているか？」

「なんでしたっけ？」

「『危険だと警けい告こくされた未知の場所にいく。生半可な人間だけでは危ないかもしれないから、ついてきてくれ』と。だが、貴様がしてることは『危ないかもしれない』『行ったことのない場所』に赴おもむく人間のすることじゃない」

「そういや、やけにてきぱきしてたなあ」

　エレミヤまでもが、暴虐王に賛同してみせた。

「ヨシュア・バレク、貴様は確かに劣等生だろう。なにしろ基礎がガタガタで、求められている勉学の半分も出来ていない。邪道はまあ、思ったより早く修得してのけたようだが」

　アフェクは厳しく断定する。

「けれど、前に砂漠に出たとき、貴様は驚おどろくぐらい慎しん重ちようかつ無駄がなかった。駱らく駝だに鞍くらをつけるところから始まって、オアシスの城壁をくぐり戻るまでその挙動は常に一貫していたし、理に叶かなっていた」

　その、貴様が、とアフェクは目を細めて弾だん劾がいする。

「危険かもしれない塔の扉をいきなり開け、見た目どこにもない部屋に通路があると言ってのける？　違い和わ感かんがあり過ぎる」

　そこまで言って彼は振り向き、いくらか高いところにあるエレミヤの目を見据えた。

「おい、料理人。察するに、こいつとつきあいは長いのだろう？　俺の言い分に何かおかしいところはあるか？」

「いえ」

　薄く笑い、エレミヤは恭うやうやしく頭こうべを垂れる。

「さすが、金きん釦ボタンの坊ちゃん。一から一〇までおっしゃる通りかと」

　その様子を半ば呆然と見やって、ヨシュアは首を振る。

「僕は……」

　いったん口は開いたものの、次の言葉が出てこない。

　───違和感があり過ぎる。

　そう、確かに。

　ここまでの道程、何度、その感覚に捕らわれたろう？　初めてのはずのことが、そうではないような。似たような道を辿たどり、似たようなことを誰かに言ったりしたり……しかし。

「まただ……」

　ヨシュアは額ひたいを押さえ、大きく呻うめく。痛い。頭ず蓋がいへ何かが突き刺さり、脳のう髄ずいを掻かき乱みだしているような気すらする。鋭い痛覚に思考が覆われて、どうしても言葉がまとまらない。

「おい、大丈夫か？　真っ青だよ？」

　案じるエレミヤに答えようとしたが、うまく果たせない。なんとか応えようと足に力を入れてはみたが、それもうまくはいかず、ずるずると姿勢を崩す。背や頭から倒れ伏すのだけは避さけようと、半ば本能的に自ら足を折った。

　だが。

　落とした膝ひざを支える床が……地面が、既にそこにはなかった。
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　悲鳴が轟とどろく。

　青年一人と少年二人のきっちり三人分、暗く狭い塔とうの中を響き渡る。

『塔』きっての天才児、大国の情報将校、元腕利きの暗殺者と、それぞれたいそうな肩書きを帯びる彼らだったが、突然の崩落の前にそのどれもが役に立たなかった。

　一番役立ったのは小さな火ひ鼠ねずみで、くるりくるりと跳ちよう躍やくしながら無惨に崩れ落ちたあたりの風景を照らし出してゆく。怒ど濤とうのように溢あふれる土砂、砕ける暗緑色の石柱、同じ色をした床材……。

　ヨシュアはそれを目で追いながら、なんとか受け身を取ろうともがいた。落下が始まって、すでに五、六秒以上。滑かつ落らく距きよ離りはかなりになるはず。何もせぬまま地に叩たたきつけられでもしたら、手足のどこか、もっとひどくすれば背骨が折れかねない。

　けれど、その努力は激しい水音ですべて無に帰した。背を受け止める、冷水の感触。マントが一気に重くなり、それを重石に底へと引き込まれそうになる。

　ヨシュアはとっさにそれを脱ぎ捨て、さらに半身を大きく捩よじる。目に口に耳に、入り込んでくる大量の水。切るほどの冷たさに身を竦すくませながらも、なんとか指先で固いものを摑つかんだ。岸だと信じて必死に引き寄せ、己の体をひきずり上げた。どっと肺へと入り込んでくる空気もまた、ひどく冷たい。

「先輩、エレミヤ……っ」

　赤い前髪を伝って、ばたばたと水滴が落ちてきた。それを何度も拭ぬぐい、ヨシュアはあたりを見回す。

　ひたすらに、白い。

　ひたすらに、広い。

　そして、ひたすらに寒かった。

　握りしめた「岸」もよく見れば、岩や土などではなく、真っ白に凍いてついた氷の一部。水はその一部が溶け、巨大な池か湖のようになっていた部分であった。

　───こんなとこで水に漬かってたら、凍死するっ！

　慌あわててヨシュアは氷の上へと這はい上あがり、震える指先で短剣を操あやつってナタルを喚よび出だした。

「あらまあ、兄さん！　ずぶ濡ぬれやないですか！　病気になってまうーっ。ナタルちゃんフルパワーで燃えたるさかい、頑張ってやぁぁぁ！」

　紡ぼう炎えんの羊がばんばんと噴き上げる炎に手を翳かざし、ヨシュアは改めて周囲を確かめた。

　視界の大部分が白で埋め尽くされている。

　足下には延々と氷が広がり、そのあまりの白さに飽いて振り仰ぐと、数十サスメートルほどの高さにぽつりと黒く穴が開いているのが見えた。おそらく、あそこから自分たちは滑落してきたのだろう。

「なんなの、ここ？」

「これは氷湖いうんですよ。大部分はかっちんこっちんの板みたいなもんですさかい、氷の薄いところにドボン出来て、ホンマ兄さん運がよかっ……」

　ナタルの軽口は、そこで途切れた。

　大きな目をいっそう見開いて、紡炎の羊は震え出す。

「ナタル？」

　ヨシュアは火妖の視線の先を窺うかがう。

　白いばかりの視界の中、人がいた。

　いや、そうと見える者が。

　その姿は一見、女。しかも、ほどよく熟うれ﨟ろう長たけた、麗人である。髪は膝裏を覆おおうほど長く、淡い水色。この寒さの中で肩を露あらわにした薄物を纏まとい、しなやかな体の線を晒さらしている。

　だが、人ではない。

　まっすぐにこちらへと向けてくる、その瞳、その虹こう彩さいが人のそれとは明らかに違っていた。

「神魔……」

　しかも、そうとうな高位の。

　我知らず零こぼした呟つぶやきが、あたりに散っていく。ナタルの小さな悲鳴も聞こえた。

　だが、それ以上にヨシュアの関心を引きつけたのは、女の足下に横たわるもの。赤い肩布タリート、淡い色合いのまっすぐな髪。

「……先輩！」

「あきまへん！」

　駆け寄ろうとしたヨシュアの顔に、ナタルが張り付く。

「いっくら兄さんでも、あれはあきまへん！　いますぐ逃げなはれ。じゃなきゃ、姐あねさん呼びなはれ！」

「でも、先輩が」

「あかんって言うたら、あか……！」

　ナタルの制止はそこで途切れた。

　一直線に疾はしった槍が、その赤くふわふわとした身を裂き、ヨシュアの頭から弾はじき飛とばしたのだ。

「ナタルッ！」

　もんどり打って池に落ちる契けい約やくの神魔を、ヨシュアは必死で救い上げ、自らの懐ふところに抱いた。

　返した視線で背後を窺うと、女はもうすぐ近くまで来ていた。音も気配もなく、ただ白い姿だけが、彼の鼻先で揺れている。

「……何をしにきた？」

　長い前髪の下から覗のぞく目は、間近で見ればよりいっそう剣けん呑のんな光を湛たたえているのが判わかった。

「ここを氷ひよう輝きのエステールの住まいと知った上で侵したか？」












　聞き覚えのある名に、ヨシュアの喉のどが低く鳴る。見張った緑の瞳に、女の姿はひたすらに冴えて目映い。

「エステール……そんな……」

　創世六神官が一人、ダーヴィドの水妖。

　伝えられている位階は、確か八位。まだこの地に『星せい紺こんの塔』はなく、故ゆえに、神官を統すべる法もなかった。位階一桁けたの神魔を操ったのは、ダーヴィドが最後と伝えられている。

「申し訳ございません、知らずにこの地へと赴おもむきました。僕も、そこに転がっている男も同様です。なにとぞ無礼をご容よう赦しや下さいませ」

　ぐったりとしたナタルを抱え、ヨシュアは深々と頭を下げる。危険を察知したのだろう、その胸でカタカタと首飾りが鳴り始めた。

「そんなはずはない」

　答えるエステールの声は、どこまでも冷たく凍てついている。

「この地は我が妖力にて念入りに封じてある。よほどの意志、よほどの手間をかけねば、なんぴとたりともここまで踏み入ることなど出来はせぬ」

「そんな、まさか」

「六つの塔を星の形に辿たどって、一通り。満ちる月と欠ける月の間を選んで一周する。順番は妾わらわが定めた通り、逆に回ってもならぬ」

「六つの塔を……一通り……」

　ヨシュアは小さく首を傾かしげた。ひどい違い和わ感かん。同時に、また頭が痛み出す。

「しかも、そこらの小物ではとうてい無理よ。我が主あるじほどの力を持ち、我が主ほどの生気ルーアを保つものでなくてはな」

　鋭い虹彩に、敵意が灯る。

「つまり、ぬしは来たくてここに来たということになる」

「違います」

　頭痛に苛さいなまれながら、ヨシュアは呻うめく。

「僕はそんなこと知りません……一介の修道生です。しかも、出来の悪い……」

「噓うそを申すな」

　エステールは冷たく切り捨てた。

「それぐらい、判らぬ妾と思ってか？　これだから人は信用ならぬ」

　その手がまっすぐに伸びてきた。人の女のそれそっくりではあるが、爪の鋭さがただごとではない。細身の錐きり……いや、曲刀の切っ先ほどもあった。氷の神魔は片眉を上げ、射るような目でヨシュアを見下ろす。

「妾は人が嫌いでな。中でも、神官は群を抜いて嫌いじゃ。ぬしの額ひたいのガラクタやら、その肩布タリートを見ただけで吐き気がしそうよ」

　では、伝説の神官はそれほどひどくこの神魔を扱ったのだろうか？

　実に不幸なことではあるが、稀まれにこういった例はあると聞く。一度、契約を成した神官に対して、神魔が逆らうことはほとんどない。それをいいことに、無む謀ぼうな命令をし無茶な使役を重ねる。そうして主が鬼き籍せきに入った後、遺のこされるのはすっかり人嫌いになってしまった神魔。彼らは時に災厄と化して、人間社会を脅おびやかす。

　そんな悲劇を招かぬためにも、神官は清くあらねばならない。人にも神魔にも公明正大でなければならない。そうなれるよう並の人間では耐え切れぬ修行をし、厳しい戒かい律りつを自らに課すのだが……『星紺の塔』もないほど昔であっては、そういう道理もまだ整えられていなかったとか？

「ぬし、いまひどく不ふ遜そんなことを考えよったな？　妾の主を貶おとしめるようなことを」

　透けるように青い蒼い眼が、怒りに燃え立つ。

「妾のダーヴィドはとてもとても優しい男であったよ。この世の誰よりも人や神魔を愛いとしんでおった……」

　懐なつかしむような声色に、ヨシュアはひとつ息を呑む。特に、「妾のダーヴィド」というそれは、よく聞く妻の声にも似ている。スーリィンのヨシュア。

「そのダーヴィドを追いつめ殺したのが、神官どもではないか。さすがその末まつ裔えい、愚おろかさは数百年と経ても変わらぬな」

「殺した？　まさか」

　創世の六神官。固い友情で結ばれた彼らは、共に手を携たずさえて『星紺の塔』を築き上げた。確かにダーヴィドは病を得て、三〇にもならぬうちに命を落としたと聞くが……殺された、など。ありえない。

「奴らは妾を得た主を許さなかった。高い位階の神魔の主は、のちのち害を成すと言って……」

　ひう、と、女の喉が鳴る。涙をこらえるようなその音その仕草が、彼女の言葉に噓がないことを伝えてきた。

　でも、にわかには信じられない……信じたくない。それはあらゆる神官にとって、根本を揺すぶられるも同じ。

　ヨシュアの背を冷たい汗が落ちる。指先が震えるのは、ただ寒いからではない。胸の首飾りはいっそう大きく鳴動して、自分の存在を主張している。ここから出せ、と、スーリィンが叫んでいるのだ。

　───スーリィンだったら、この神魔を倒せる。それは間違いない。

　しかし、その後はどうする？　位階六位のギナテと戦い、相手の生気ルーアの大部分を得たあと、彼女は二〇人ほどの悪党の生気をも食らい尽くした。それでも、まともに人の形を保てるようになるまで三日を要し、元のように振る舞えるようになったのは更に一カ月以上も後……『見聞の旅』から戻ろうというほど時間を経てからだった。

　───エステールを倒して、その生気を奪うばい取とって、それで足りる？　収支が合わなかったら、どうしたらいい？

　懐深くに抱えたナタルの熱が、どんどんと弱まっているのが判る。ヨシュアにはそれが、空しい計算をただ続ける自分を責めているかのように思えた。

　その逡しゆん巡じゆんの傍かたわらで。

「我は導くアニ・ラーダー」

　明めい瞭りような声が響いた。

　エステールが振り向いたのと、アフェクの描いた召しよう喚かん紋もんから地妖が飛び出してきたのは、ほぼ同時であった。
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「逃げろ、ヨシュア・バレク！」

　アフェクの絶叫に、神魔の咆ほう哮こうが重なる。それは漆しつ黒こくの巨大な蜥蜴とかげ。二つに分かれた尾が氷の面を激しく打ち、背から生えた膜にも似た翼が冷気を掻かき乱みだす。

「俺は地妖一七位、剣けん峰ぽうのゴリアト。この地において高名な上位者なる御方レムエールを倒すのは、どうにも骨が折れるが……主命とあらば是非もない。ひとつお相手願おうか」

　落ち着いた厚みのある男の声が、殷いん々いんと響き渡った。

「一七位って……修道生の扱う神魔じゃないって……」

　力なく呟つぶやいて、ヨシュアはそろりと立ち上がった。それに目だけで頷うなずいて、アフェクは更に叫んだ。

「我は導くアニ・ラーダー！」

　今度は緑の召しよう喚かん紋もんが描かれる。地妖に続き、アフェクはいつか市場で見た風狐をもぶつけようとしていた。

　エステールは鼻を鳴らしてひとつ笑う。

「これだから、人の子は。格の差ぐらい判わかっておろうに、自分のために働く神魔にあたら無駄な傷を作る気か」

「倒せるなどと思ってない」

　憤然とアフェクは反論し、顕あらわれた風の神魔を手招きする。青ざめた面を向け、風狐は大神魔の前へと立った。

「逃げろと言ってるだろう、バレク！　急げ！」

　アフェクは重ねて叫ぶ。

「うるさい小僧よ。そうがならずとも揃そろって殺してくれるわ。おとなしくしておれ」

「誰がむざむざまとめて殺されるか。俺は神官だ……正確には、あと一カ月後にそうなるが。しかし、それでも、自分より弱い者を守るのが務めだ」

「それはそれは……なんとも気の毒な。無知はまこと恐ろしい」

　くつくつと笑って、エステールは一歩を踏み出す。その爪先で、ぴきりと氷が鳴った。激しい冷気が逆巻いて、氷湖の水面に柱が次々に立つ。ナタルを貫いた、氷の槍。それがいっせいにアフェクへと鋭利な穂先を向けた。

　激しい咆哮を上げながら漆黒の蜥蜴が跳ちよう躍やくし、風の狐が腕を振るう。懸けん命めいな神魔たちの努力は功を奏し、大神魔の初撃は退けられた。

　だが、その薄い唇くちびるから笑みは去らない。勝利を確信しきった足取りで、氷の女は一歩また一歩とアフェクへ肉薄していく。

「先輩……っ！」

　まろび寄ろうとしたヨシュアの肩を、何かが摑つかみ引き戻した。見ると、間近にずぶ濡ぬれのエレミヤの顔があった。

「何してんだよ、お言葉に甘えて逃げようってば」

「でも」

「命がけで時間稼かせいでくれてんだって、判るだろっ？」

　それはよく判る。

　判るからこそ、ヨシュアは逃げられない。

　神官は自分より弱い者を守るのが務め───アフェクのその言葉は正しいと、ヨシュアも思う。

　では、この場での強者とは誰だ？

　いったい誰なら、怒れる神魔を倒し、鎮しずめることが出来る？

　健けな気げな二頭の神魔は次々と押し寄せる氷の武器に貫かれ、血をまき散らして苦しんでいる。アフェクは大きく顔を歪ゆがめて、また額ひたいへと左手を当てた。その闘志を写し取ったかのように、召喚紋が輝く。だが、それは彼の命をも削ることになるだろう。

　───民の支え、民の礎いしずえとなる。それが、俺たちが力を与えられた理由。

　いつか彼から聞かされた言葉は、未だヨシュアの心の中にある。それに反論はした。反発も覚えた。けれど、その崇高さを眩まぶしく思わなかったわけではけっしてない。

「兄さん、あかん……あかんよ……」

「ほら、逃げろ！　逃げるんだってば！」

　ナタルの苦しげな吐息と、必死に自分を促うながすエレミヤの声が絶え間なく聞こえてくる。判っている。そんなことは。しかし、ヨシュアの足は動かない。

　二年にも渡って上位神魔を探していたという、アフェク。スーリィンの姿を女神と思い讃たたえている彼が、顕けん現げんした雷らい凰おうを見てどんな反応をするのか。

　───それでも。

　払う犠ぎ牲せいはきっと大きい。多忙ではあるけれど、穏やかで幸せな塔での暮らし。ミリアームを亡くして以来、初めて手に入れた静かに眠れる場所。それを永遠に失うことになるかもしれない。

　───それでも、見殺しにするよりはきっとマシなはずだ。

　多くの人に死をもたらしてきたあの頃と、自分は違う。違う自分になるために、今日まで努めてきたのだから。

「スーリィン、ごめん」

　ついに。

「頼むよ」

　ヨシュアの左手が首飾りを摑む。青ざめたその指先の合間から、目映い光が溢あふれこぼれた。自分の胸が熱い。修道服に隠された契約印が強く輝く……それが合図。

　圧倒的な光はたちまち、しなやかな娘の姿を得る。

「んむ、任せておけ！」

　高らかに笑い、彼女は氷の上に屹きつ立りつした。銀に淡い紫が差した髪、丸みを帯びつつもほっそりとした肢体。薄暗い地下にあってなお、明るく光り輝く雷凰の娘。大きく張った胸が、豊かに揺れる。

　ナタルが歓声をあげ、エレミヤが肩を落とし、アフェクがぴきんと固まった。

　その一切にかまわず、スーリィンは堂々と一歩を踏み出す。

「まったくこちらが黙って見ておれば、やりたい放題しよってからに。そこな、水妖！　我が伴はん侶りよにして主、ヨシュア・バレクに喧けん嘩かを売った罪、けっして軽くはないぞ！　心せよ！」

「これはこれは、どなたかと思ったら……」

　エステールは目を細め、突如顕あらわれた上位神魔へと向き直った。

「天下に名高き雷凰殿ではございませんか。いまはなんと名乗っておられると？」

「スーリィンよ。ヨシュアにもらった気に入りの名前よ」

　雷凰の娘はますますそっくり返り、絶好調でがなりたてる。

「我は火妖四位、雷凰スーリィンなるぞ！　痛い目を見たくなければ、さっさと下がるがよい！」

　居い丈たけ高だかを絵に描いたような彼女に、氷の神魔は薄く笑う。

「通常、位階の差はそのまま力の差。八位の妾が四位の御方に挑むは無む謀ぼう……ですが、いまのあなた相手なら勝ち目はあるというもの」

　いっそ甘いとさえ言っていい声で、大水妖は続けた。

「雷凰スーリィン、あなたは人の子を伴侶に得て……その分、弱体化しておられますな？」

　その言葉に、ヨシュアは息を呑む。

　初耳だった。
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　スーリィンは黙って氷魔を見返した。

　その沈黙が、ヨシュアには痛い。位階の差は力の差。自分もまたそう思っていたからこそ、妻に恃たのんでこの場を治めようと思ったものを。

「おい、おまえの嫁、大丈夫なのか？」

「そんなあ！　姐あねさん頑張ってっ」

　間近に湧き起こる動揺が辛つらい。

　婚こん姻いんの契約を結んだために、人と同じ寿命しか得られない。ヨシュアが年を取ればスーリィンも年を取り、ヨシュアが死ねばスーリィンも死ぬ。それだけでも、確かに弱体化といえばそうであるが……それ以上の意味があるとは、ついぞ思っていなかった。

　しかし。

「……それがどうした？」

　短い沈黙の後、スーリィンは再び笑った。どこまでも不敵な、絶対強者の微笑ほほえみだった。

「それだから、なんだというのじゃ？　そなた如ごときにスーリィンは負けぬ」

　艶つややかな唇くちびるの端に笑みと余裕を滲にじませ、雷らい凰おうは尚も続けた。

「氷ひよう輝きのエステール……その名を我も知っておる。強大な神官を主あるじに持ち、この大陸に覇はを唱えた水妖。そなたの名もまた、生来のそれではない。主から貰い受けたものであろう？」

　氷魔は答えない。

　すいと細めた両眼に、光が深く凝こごる。

「それほどまでに慕したった主に見捨てられたのが悔しいか？　故ゆえに、我が羨うらやましいと？」

「見捨てられてなど……っ！」

　たまりかねたというように、エステールは雷凰の言葉の続きをもぎとった。震えるほどの怒りが、彼女の全身を覆おおい、その輪りん郭かくを青白くも激しく彩っていく。

「見捨てられてなど、おらぬ！」

　そうして高く吠える声は、既に人の口から発されてはいない。薄青を纏まとった、巨大な狼。その顎あぎとが鋭い牙を剝むき、スーリィンへと突き進んでいった。

「さようか？　でも、主は一人で死んだのであろう？」

「やめろ」

「その神官、自らの首をその手で落としたと聞くぞ？」

「やめろと言っている！」

　怒りに悶もだえる狼の姿が、指摘の正しさをいっそ残酷なほどに偲ばせる。

　ヨシュアは……いや、その場にいた人間全員が大きく息を呑んだ。どういう経緯かは判わからない。そして、何故それが正しく伝えられていないのかも……しかし、おそらく神官ダーヴィドは自死したと知れる。我が首を己で落とすのは、御し切れぬほど強大な神魔を喚よび出だしてしまったとき。その神魔を帰すために、神官が取る最期の手段に他ならないのだから。

「スーリィンは負けぬ」

　高らかな宣言。それとともに、彼女もまた自らの姿を解き放とうとしていた。

「何があっても、ヨシュアと離れぬ。そのために契けい約やくをした。唯一無二の契約を。故に、誰にも負けぬ」

　巨大な翼が、暗くら闇やみの天を覆う。雷の轟とどろきにも似た声が、あたりを圧して響き渡った。

「そなたは何をした？　どうして一人おめおめと生きておる？　そんなにも命が……永えい劫ごうと言われるその身が惜しかったか？」

「違う！　あの方が望んだんだ！」

　氷狼もまた吠ほえ猛たける。

「妾わらわに生きろと！　そう望んだ！　そして、この地を守ることを！　あの『塔』を見守れと！」

「なのに、その後進である我が夫に危害を加えようとしたのか？　なんたる矛盾。同情の余地もないわ」

「うるさい！」

　透き通る牙を凰の翼に突き立てようと、狼は跳ちよう躍やくする。

「人間はあの人を追った！　妾にオアシスを作らせ、さんざん利用したくせに、それが終わったら必要ないと。位階が高すぎる、力が強すぎるなどと言って、あの人を責めたんだ！」

　許さない、と、エステールは絶叫する。

「死ねばいいんだ、人間なんか誰も彼も！　みんな死んでしまえばいい！」

　その呪じゆ詛そは次の攻撃となって、まっすぐにスーリィンへと向かう。雷凰の鋭い嘴くちばしが氷狼の喉のどを抉えぐろうと、激しく振り下ろされた。それを、巨大な前脚が強く払う。輝く羽毛がまき散らされ、氷の湖を覆っていく。

「こ、これはいったい……」

　アフェクは凍いてつく岸辺に佇たたずみ、目の前で繰くり広ひろげられている死闘に呆然と見入っていた。

「どうして女神が……それに、あの氷輝のエステール……あれが例の神魔なの、か？」

　喘あえぐように呟つぶやき呻うめくと、その頭ががくりと傾かしぐ。

「先輩！」

　慌あわてて駆け寄るヨシュアの袖そでを、伸びてきた指が強く摑つかんだ。

「バレク、貴様……いったい何を……」

　そこで、彼の言葉は途切れた。喘ぎばかりが激しくその口から零こぼれる。さすがの暴虐の王も自身の沈黙へ落ちた。無理もない。三体もの神魔を同時に使役し、強大なエステールに立ち向かった。とっくの昔に気を散じて倒れてもおかしくはなかったのだ。

　悲鳴を上げて、アフェクの神魔は殺さつ到とうする。

「どうかお許し下さい、上位者なる御方レムエール。あなたからすれば腹立ち多い相手でございましょうが、我らにとっては得難い主にございます」

「位階一桁けたの神魔を得られたあなたが、それを知られたくないとお考えなのはよく判る。だが、どうか命だけは取らないで欲しい」

「お願いしますお願いします」

　風狐と黒くろ蜥蜴とかげと火ひ鼠ねずみに取り巻かれ、そんなことはしないとヨシュアが返そうとした、その時だった。

「そこな、風狐！　スーリィンのヨシュアをつれて飛べ！」

　狼の背に鉤かぎ爪づめを食い込ませ、大凰が怒ど鳴なる。雷鳴がそれに呼応し、冷えた空気が震えて煮立つ。人の目には容易に見えぬほど高いが、ここは地下。岩の天井があたりを覆い、それに跳ね返って女の声はいっそう通る。

「主が大事ならば、そやつも一緒にだ。急げ！」

「し、しかし」

「聞けぬと申すなら、貴様の血族みな一匹残らず焼き滅ぼしてくれるぞ！」

「め、滅めつ相そうもございませんっ、雷凰様！」

　大慌てでフェンナはヨシュアを背に引っ張り上げ、アフェクを優しくくわえた。エレミヤがその尻尾しつぽを摑み、暗い宙を舞い上がる。

　眼下の白い世界の中、二頭の上位神魔は戦っている。狼の牙がついに雷凰の翼を捉とらえた。ヨシュアとナタルは悲鳴を上げる。耐えかねたとでもいうように、氷が割れ、冷水が噴き上がって柱を成す。その間を、風狐はふらふらと逃げ惑った。

「おい、さっさと地上に出ろよ！　こんなところで怪獣大決戦見学しててもしょうがねえだろ！」

　エレミヤが毒づく。

「フェンナ、悪いけど君の尻尾切ってあいつ突き落としてもいい？」

「ご勘弁下さい、上位者なる御方レムエール。私の尾には血も神経も通っております」

　舌打ちして見下ろすヨシュアの視線の先、また氷湖が割れる。戦いはどうもエステールが有利に進めているらしい。彼女にとっては馴なれた住処すみか、スーリィンにとっては敵陣なのだから、当然といえばそうであるが。

「許さない、この化け鳥！　殺してやる！」

「やかましいわ、腑ふ抜ぬけの四つ足め……がふっ！」

　薄紫の翼が、青い青い水に沈む。長い首を捩よじってもがき、雷凰は氷塊浮き立つ湖へと引き込まれていく。

　───あれでは、いくら彼女でも息が続かない……！

「スーリィン！」

　呼びかけに、彼の妻は応こたえた。

　見たこともないほどの激しい雷撃で。

　バリバリバリバリバリ！

　視界のすべてが、真っ白に染まる。大凰の放った雷が水を伝わり、眼下隅々まで疾走した。水を覆っていた氷のすべてが粉々に砕け散り、逆巻く風に煽あおられて束つかの間ま、吹雪ふぶきのように白い帳とばりをあたりに降ろす。

「降ろせ、フェンナ！」

「ですが」

「いいから、降ろせ！　僕に尾を捻ねじ切きられたいか？」

　恫どう喝かつに、気の毒な風妖は震え上がり、わずかな岸へと身を寄せた。その前脚が地につかぬうちに、ヨシュアはひらりと飛び降りる。

「スーリィン！」

　全身がじくりと痛む。だが、彼の命はまだある。それは、妻もまだ生きているという印。二人の命は分かち難がたく繋つながっているのだから。

「スーリィン！」

「ここじゃ」

　水辺で声を張るヨシュアの元へ、翼を背にした娘が舞い降りる。懸けん命めいに手を伸ばし抱き留めてやると、彼女は嬉うれしそうにひとつ笑った。

「水の中にスーリィンを引き込むなど、あの狼は死ぬ気であったのかの。我が雷は水に馴な染じまぬ。空で放つよりも簡単に、触れる者みな打ち倒すというのに」

「そうか……そうだね」

　安あん堵どに息をつきながら、ヨシュアは彼女を掻かき抱いだいた。そのあたたかさに胸が詰まる。よほど疲労し消しよう耗もうしているのだろう、笑顔はいつになく弱々しい。間近で見る彼女の手足には無数の傷が出来ていた。ヨシュアの意を容いれ、戦った痕あとだ。

　ごめん、と、再び謝ろうとした彼の視線の先、ふらりと黒い影が横切った。

　長く裾すそを引くそれは、見間違えようもない───『星せい紺こんの塔』の導どう師しの黒衣。

　栗色の巻毛がふわりとこぼれ、白い肌が凍える闇にひどく眩まぶしい。

「ベルリナ先生？　どうして……？」
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　これより、少し前のこと。

　二人の少女が佇たたずみ、城壁の向こう、砂漠の彼方かなたを見つめていた。一人は夜目にも鮮やかなオレンジ色の髪、もう一人は月光を弾はじく金の巻き毛。ラキシュとティエルであった。

「なー、ティエル。そうやって見張ってたって、おっさん朝まで帰ってこないよ？　なんてったって、『ダーヴィド』だもん。遠いもん」

「うるさいわね、判わかってるわよ」

　眠そうに目をこすりながら言いい諭さとすラキシュに、ティエルが厳しく応戦した。その声が、風にちぎれそうになる。二人がいるのは、空中庭園。尖せん塔とうの物見部屋には当然及ばないが、施設の中ではかなりの高さがあり、城壁の向こうも見通すことができる。

　もっともいまは夜中も夜中、たとえ月明かりの力を借りても、暗く沈む地平の彼方を眺めることなどとうてい叶かなわないのだが。

「おっさんなら大丈夫だよ」

　欠伸あくびを嚙かみ殺ころしつつ、ラキシュは言う。

「一〇〇年に一度の天才とルステラの軍人だってくっついてったんだよ？　ベルリナ先生からなんかすっごい神魔まで借りてさぁ。あと、なんてったってあのスーリィンがついてるんだし。あたしら一年坊主の出る幕なんてないって」

「だから……腹が立つんじゃないの……」

　ぽつりとしたティエルの呟つぶやきは強風に煽あおられ、誰の耳にも届かない。唇くちびるを嚙みしめ、彼女はその碧へき眼がんを凝こらす。何も見えず聞こえもしないと判っていたが、いま部屋に戻って寝床に潜もぐり込こんでも眠れる気がまるでしなかった。

「気になってることがあるのよ」

　顎あごをついと上げ、不ふ機き嫌げんそうにティエルは続けた。

「あの雷らい凰おうが言ってたってこと、覚えてる？」

「えーと、なんだっけ？」

「『昨日も一昨日おとといも、みんなしてどこかの塔へ行ってなかったか？』って部分」

「ああ……」

　軽く首を傾かしげ、ラキシュはふと考え込む。

「うん、言ってたね。確かにそんな感じのこと言ってた」

「それについてずっと考えてたんだけど……わたし、ちょっと心当たりがあるの」

　この台詞せりふにようやくラキシュは襟えりを正す気になったらしい。面おもてを引き締め、ティエルの顔をじっと見上げる。

「体にね、見覚えのない傷が出来てるの。それが単なる打ち身とかなら判るんだけど、指が赤く割れていて……なんだろうってずっと思ってたんだけど、出発前のエレミヤさんの手を見てやっと思い当たった」

「なんだったのさ？」

「あかぎれ。わたし、皮ひ膚ふがすごく弱くてね、冷水や氷に触ったりするといつもなるの」

「この時期の塔に冷水だの氷だの、ないよ？　オアシスだって水が冷たくなるのはもっと先じゃん」

「だから、おかしいんでしょ。それに、わたしカナヅチだからオアシスなんかどんな季節でも近づかないわよ」

「あー、そうだったそうだった。ティエルったら、海辺の出身なのに泳げないんだった」

　からかう風に言うラキシュを青い瞳でひとつ睨にらみ、彼女は続ける。

「塔に冷水も氷もない。オアシスにも町にもない。じゃあ、砂漠ならどう？　夜の砂漠は雨期も乾期もひどく寒いわ。そこを毎日うろうろしてたんならあかぎれぐらい出来るかも」

「…………」

　ラキシュはすぐには答えない。

　ティエルの言うことには常に反発し、からかい、抵抗することに余念がない彼女にしては珍しいことだった。

「実はあたしもさー」

　そして、一通り検けん分ぶんを終えたというように、切り出す。

「ここんとこ毎朝毎朝、すっごく体がダルいんだよね。まるで、恵みの坑あなでなんか掘ってきた後みたいに。あと、足首の内側に妙な傷があんの」

「妙？」

「固いもので叩たたいたようなアザ。滅めつ多たに怪け我がするような部分じゃないし、しかも両足いっぺんになんて変だなあって、ずっと思ってたんだけど……あれ、鐙あぶみに当たったときにできるのにすっごく似てる。馬とか駱らく駝だに乗って足ぷらぷらさせてるとさ、よく作っちまうんだよね、ああいうの」

　そこで、二人の少女は黙り込んだ。薄ら寒いものを堪えるような顔で、互いを見やる。

　重く嘆息し、ティエルはふと視線をあたりに巡らした。吹き散らす風に乗り、物音が聞こえた気がしたのだ。

　その視線の片隅、『塔』の門のあたりへ何かがちかりと灯った。それは急激に大きく強くなっていく。

「何かしら、あれ？　神魔の火よね？」

　指さすティエルに、ラキシュも目を細めてそちらを窺うかがう。

「うーん……なんか、でっかい火妖かなんかみたいだけど？」

「どうしてこんな時間に火妖が？」

「知るかい。って、あれ？　人っぽいのが乗ってるような？」

「人？　こんな時間に『塔』に来る人なんているのかしら？」

　二人の少女がそれぞれ首をひねっていたとき、庭園にまた二つ影が増えた。一つはかなり大きく、一つはまだ小さい。

「お嬢じよう様さま、飲み物をお持ちしましたよ」

　小さい方のセームが水牛の角に蓋ふたをしたものを振り、大きい方のギレアドが無言で果物を盛った籠かごを差し出した。

「あら、いいところに来たわね」

「ちょっとギレアド、あの光の方へアヴィ飛ばして探らせて！」

　気安く言いつける少女たちに、ギレアドは不ふ愉ゆ快かいそうに片かた眉まゆを吊り上げたが、すぐに諦あきらめて従った。一人一人ならばまだあしらえるが、タッグを組まれたらあのヨシュア・バレクですらそうそう刃向かえないコンビである。自分ごときでは歯が立たないに決まっている。

　彼の神魔・蒼そう燕えんのアヴィは強風に逆らって空中庭園から舞い上がり、数分とたたずに戻ってきた。

「北方神殿から使者が参ったようです」

「使者？　こんな時間に？」

「どんだけ急ぎの用なのよ？」

「それが私にはいま一つよく判らなかったのですが……なんでも、ベルリナ・ザフェル導どう師しのご遺体が見つかったと話しておりました」

「はあっ？」

　その場にいる全員の声が唱和する。

「先生、死んじゃったってこと？」

「さっき、元気に夕飯食ってた」

「それより、どうしてそれを北方の使者が言ってくるのよ？　こんな夜中にわざわざ？」

　健けな気げな風の神魔は震え上がり、主あるじの肩に身を寄せたが、そこで懸けん命めいに報告を続けた。

　火妖を馳はせて『星せい紺こんの塔』へと辿たどり着ついたのは、北方神殿の護ご衛えい騎き士しの一人だという。かのベルリナは『星紺の塔』の招しよう聘へいに応えて三カ月前に北方神殿を出発、しかし、『塔』のある砂漠に入る直前の町で何者かに殺害され、遺体は砂漠に埋められたか捨てられたかしたらしい。

「発見場所は通常だったら誰も通わぬ街道から外れた位置」「たまたま、砂すな嵐あらしで地が抉えぐられ、遺体が露ろ呈てい」「その一部を獣がくわえて歩いているところを見つかった」と、アヴィは途切れ途切れに語った。

　し……ん、と、重い沈黙がその場に淀よどむ。

　四人の少年少女のいずれもが、自分の頭から引いていく血の音を確かに聞いた。

「うっそぉ……じゃあ、あたしたちに毎日いろいろ教えてくれてる、あのベルリナ先生って誰？」

「というか、何？」

「三カ月前って……ちょうどベルリナ先生とマルタ先生が交代した時期ですよね？」

　震える唇で思い思いに口にする中、真っ先に行動したのはティエルだった。

「神魔を用意しなくちゃ。足のすごく速いやつを」

　わななく唇でそう言い、懐ふところから短剣を取り出す。修道生ならば誰もが持っている、魔ま操そう用の短剣である。

「そんな神魔出してどうすんのさ？」

「決まってるじゃない。劣等生を追いかけるのよ」

　ここでようやく彼女は決然と顔を上げ、風吹く砂漠へと強い視線を放つ。

「正体怪しいどこかの誰かが用意した神魔に乗って、あいつは出かけていったってことでしょ？　その誰かの命令に従って、その誰かがいけって言った塔へ。何かあったらどうするの？」

「で、でも」

　ティエルの剣けん幕まくに気け圧おされたように、三人はそれぞれ口を開く。

「まだ本当のところは判らないじゃん。アヴィが聞きかじってきただけなんだし」

「確認、必要」

「いくら頑張っても間に合いません。どなたか他の導師に神魔をお借りするなりなんなりした方が」

「なら、あんたたちはそうなさいよ！」

　ティエルは怒ど鳴なった。

「あいつはわたしたちみたいな呑のん気きな暮らしをしてきた人じゃないのよ、まだ判らないの？　命をつけ狙う相手がいるんだって知ってて、この塔へ戻って欲しいって言ったのは誰？　どこにもいかないでって頼んだのは、誰？　わたしたちじゃない！　そのわたしたちが、わたしが……何もしなくていいわけないわ！」

　一気にまくし立てたティエルの目から涙が零こぼれる。激しい怒気よりもその涙に三人は驚おどろき、竦すくんだ。

「……我は導くアニ・ラーダー！」

　短剣を振るい、ティエルは叫ぶ。

「五妖一〇八位階の神魔に奉たてまつる。我は天地の官、世の仕組みを識しり行う者」

　手の甲から流れる血潮を額ひたいに与え、風を圧して神秘を呼んだ。朗々とした声は未いまだ涙を含んではいたが、高くまっすぐ響いていく。












「そんな……足の速い神魔って言ったってさ……」

「お嬢様、リムリーより高位の神魔を召しよう喚かんできたことはまだないのに」

　ラキシュとセームの呟つぶやきに、ギレアドも頷うなずく。誰もが頭ではティエルが正しいと判ってはいるが、常識が邪じや魔まをする。徒歩で半日かかる塔へ急行できる手だてが思いつかない。それこそ、ベルリナを……本物か偽物か知れぬあのベルリナの用意した神魔を上回る何かを手に入れなくては、ヨシュアに追いつくことはできないだろう。

「捧ささげよ、その身を。掲かかげよ、聖にして魔なる力」

　戸と惑まどう三人の前で、ティエルの魔操は続いていく。額に当てた掌てのひらを中心に描かれるのは、深く青い紋。

「我が贄にえに応こたえ、我が望みに答えよ！」

　その声に、応じる者があった。

　青い召喚紋がひときわ輝き、そこから翡ひ翠すい色の影が飛び出してきた。

　一見、艶つややかな大鹿。しかし、その背には夜空を覆おおう翼がある。スーリィンのそれほどは大きくはなく羽毛もなく、皮ひ膜まくの張ったようなもので、蝙蝠こうもりのそれに酷こく似じしていた。

「我は水妖二四位、凍とう鋭えいのゾアン」

　年輪を感じさせる男の声が訊たずね、紅い瞳が一同を見下ろす。

「小さき主あるじよ、我に何をお望みか？」
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　一方、地底では。

　突とつ如じよ現れたベルリナに、ヨシュアが困惑するばかり。

「先生、どうなさったんで……」

　そんな彼の疑問符は最後までいきつかなかった。

　視線をくれるよりも早く、彼女の両腕が輝く。そうして描かれる召しよう喚かん紋もんと、ほぼ同時に。

「我は気妖一二位、心しん裂れつのバルトロメオ」

　朗ほがらかな声が響き渡った。稚いとけない子供の声に似ているが、滴したたるような悪意をはらむ。

「位階一桁けたの尊き方々を、我が主あるじの命により裂き滅ぼし、下してみせましょうぞ」

　しかも、その声の出所がヨシュアには見えない。スーリィンでさえそうだったらしい。視線をさまよわせ、新たに登場した神魔の姿を探す。

　次の刹せつ那な。

　びぃぃぃぃん！

　弓弦が引きちぎれたかのような音があたりを圧した。フェンナに摑つかまったままだったエレミヤは立ち尽くし、アフェクの体が大きく傾かしぎ、スーリィンがヨシュアに覆おおい被かぶさるように飛びついてくる。妻の体を受け止め切れず、ヨシュアはその場にもんどり打って倒れこんだ。

「スーリィンっ？」

　くたりと力の抜けた、柔らかな体。それを再び抱えこもうとして、ヨシュアはぎょっとなる。

　スーリィンは大きく目を見開いていた。

　紫水晶に似たその瞳には苦く悶もんがある。愛らしい唇くちびるも叫びの形のまま開かれ、しかし、そこに言葉は一切ない。まるで、あの瞬間に凍り付き、すべての動きを止めてしまったかのように。

　───スーリィン、どうして？　いったい何が起こった？

　不敗の雷らい凰おうの変わり果てた姿に、ヨシュアの全身が凍り付く。声は喉のど奥おくでわだかまり、彼女を抱える指が震えた。

「ははははは」

　ひび割れた哄こう笑しようがあたりに響く。その出所もまた、しばらくヨシュアには判らなかった。

「やった……やっと不意をつけた。これで勝った……勝てたわ……！」

　そのまま笑い声は近づいてくる。間違いなく、ベルリナのものだった。

　その言葉、その意図がしばらく摑めぬまま、スーリィンの体の下、ヨシュアは息を潜ひそめた。

　湖の端を滑るようにして、黒衣の女が歩いてくる。顔は見えない。判らない。ただ、足音だけがヨシュアの冴えた耳へと届く。

　───なんで、とか、どうして、とかは判らない。

　冷たい大地に押しつけられる、自分の皮ひ膚ふ。かすかな振動を伴ともなって近づいてくる靴くつ音おとを、ヨシュアはそれで測っていた。

　───だが、導どう師しは……あの女は、僕らを害そうとしている。それは事実。

　狭い視界の中、精一杯に目を巡らせる。アフェクが倒れているのが判った。ゴリアトの気配も感じられない。

　───ならば。その事実にまずは報むくいてやる。

　動いているのは、黒衣の女だけ。響くのは、その靴音だけ。

　一歩、また一歩とベルリナは近づいてくる。その爪先が完全に自分の攻撃圏内に入った、その瞬間。

　ヨシュアは腰の鎖を引き抜き、飛び出した。それは生き物のように空を切り、ベルリナの首へと巻き付く。

　小さな悲鳴。だが、黒衣の女がうろたえたのはわずかな間だけ。

「いきなり、これなの、バレクくん？　神官は調和が大切と常々言って聞かせていたのに。先生、悲しいわ」

「何を、ぬけぬけと」

　キリ、と、鎖を引き絞りながら、ヨシュアは相手を睨ねめつける。

「『不意をつけた』って、どういう意味です？　まさかエステールとの戦いでスーリィンが消しよう耗もうするのを待っていたとでも？」

「正解です、バレクくん」

　平素とまったく変わらぬ笑顔を女導師は向けてくる。

「あなたのおかげで、この五〇〇年もの間隠れていたエステールを引っ張り出すことがかないましたし、あの雷凰にも報いを与えられました。後はそうですね……」

　けれど、その口元が丸く豊かな頰ほおが、どこか歪ゆがんで見えた。

「速やかに降伏してくれたら、先生、もう何も言うことはありません」

　びしり。

　また、ヨシュアの頭が痛む。そこから割れて、何かが這はい出だしてきそうなほどだ。思わず鎖を手放しそうになり、意志の力でなんとか自らを支える。

　───いや、むしろ、這い出してきてくれ。

　いまなお身を縛る、夥おびただしいこの違い和わ感かん。それの元凶を突き止めたい……突き止めねばならぬ。長年磨かれてきた戦う者の勘が、そうヨシュアを駆り立てる。

『六つの塔を星の形に辿たどって、一通り。満ちる月と欠ける月の間を選んで一周する……』

　そう言ったのは、氷ひよう輝きのエステール。

　その言葉がいま、ヨシュアの心に深く馴な染じんだ。

「最初は『ルツ』……それから、他の塔を一日かけて一つずつ……」

　白い塔があった。

　青い石の塔も。

　思いの外整備されていた塔もあったし、ひどく荒すさんでいたところもあった。

　明るい夜があり、曇くもった空の下、月の恩恵すらなく神馬を走らせた夜も。

　ラキシュがいた。ギレアドもセームもティエルも。みんなヨシュアについて夜よ毎ごとに塔を巡ってくれていた。

　なのに、それを忘れていた。いまこの時まで。

　否。

「僕に……忘れさせた……？　先生が？」

　問いかけに、ベルリナはまた微笑ほほえむ。

「あなたは位階一桁けたの神魔の主。それ故ゆえ、やはり強大な神魔と呼応する。虫が炎に惹ひかれるように、神魔は強く輝く生気ルーアの持ち主を無意識に求める」

　───何を言っている？

　痛みに苛さいなまれながら、ヨシュアは女を凝ぎよう視しする。自分が上位者なる御方レムエールであることを、ベルリナが知るはずもないのに。

「エステールの封じた塔を暴くのは、どうしてもあなたでなくてはならなかった。本当にご苦労様でした」

　ベルリナはやんわりと笑む。労いたわる言葉がかえって酷薄に響いた。

「できれば、ずっと忘れていてもらいたかったけれども、あなた自身はともかく位階四位の化け物まで欺あざむき切きることは難しかったわねえ……ロドワがいてくれたら、また少し違ったかもしれないけれども」

　聞き覚えのある名に、ヨシュアは瞬まばたきを繰くり返かえす。惑わく乱らんのロドワ。それは、かつてティエルを支配し、それからヨシュアに取とり憑ついて、スーリィンまでも操あやつった神魔の名。最後はヨシュア自身が斬って捨てた。

「おまえ……」

　ヨシュアは呻うめき、額ひたいに貼り付く汗を拭ぬぐい、鎖をわずかに引き絞った。

「おまえ、赤せき晶しよう旅りよ団だんの……リベカの部下か？　あの、破戒神官？」

「ええ、そう言ったのよ。判らなかった？　本当に本物の劣等生なのかしら？」

　ベルリナは……そう呼ばれていた女は、更に笑う。

　相手の正体を知った瞬間、彼は無言で鎖を握った指先に力を入れた。手首を大きく返し、全力で引けば女の首をへし折るぐらいたやすい。

　だが。

「また、いきなりそれ？　姉弟揃そろって見た目より凶暴ですねえ、バレクくんは」

　女の首は落ちるどころか、急激に変質していった。

「便利だろう？　気の魔ま操そうをうまく応用すればな、どんな人間の姿にもなれる。人の周囲を取り巻く気を捻ねじ曲まげ、相手の目を欺けるようになる」

　明るくまろやかだった声が嗄しやがれ、低く低く音を成す。がさがさと神経に触る笑い声をたてながら、破戒神官は首を傾ける。ごきりと音をたて、鎖が落ちた。

　黒衣から溢あふれ出でた髪を見て、ヨシュアは目を細める。

　緋ひ色。

　彼のそれに匹ひつ敵てきするほどの、見事な深紅の髪だった。しかし、いまそれは血の色を……破壊と滅びの色を思わせる。

「嫌みか、それ。赤いものは自分の頭すら見たくないんだけど」

「おや、まあ。この世で頭が赤いのは自分だけだと思った？」

　渋い顔で睨にらみつける彼に、にんまりと吊り上げた唇が、また一段と赤い。

「さて、そろそろ帰りましょうか。エステールの新しい名前も考えてあることだし」

　ざぶりと水面を割って、女の体が浮き上がってきた。力ない手足に色いろ褪あせた水色の髪。雷に撃たれ焦しよう燥そうしきった、氷の神魔だった。まるで、意志のないモノが釣つる瓶べに巻き取られていくかのように、その体はふわりふわりと地上を目指して進んでいく。

　あの神魔を渡してはならない。人を憎む、氷の魔物。あんなものがリベカの手に渡ったら、どんな惨事が引き起こされることになるか……想像することすら恐ろしい。

　ヨシュアは袖そでの中に忍ばせたダガーを引き抜いた。白刃が冷気を切り裂き、黒衣の女へと殺さつ到とうする。

　普段なら、正確無比を誇るその投とう擲てき。だが、その弾道が強風に遮さえぎられた。不自然で突然の強い強い風に。

　反射的にヨシュアは身を退く。

　かすかな風切り音と共に、彼の肩布タリートの裾すそがすっぱり切られた。

「さっきから問答無用にもほどがない、バレクくん？　先制攻撃絶対不可は神官の心得のはずなのに」

　呆あきれたようなベルリナの手には、見覚えのある神魔が巻き付いている。確か最初の修練で見せられた、中位の風妖。

　本来、ヨシュアが恐れるほどの相手ではないが、複合的に使役すればそれなりの威力は発はつ揮きできる……他ならぬ、目の前の女にそう教えられた。

「同じ神官相手の場合、先制も迎撃も自由のはずですよ……」

　言い返してはみるものの、続きの言葉がうまく出てこない。割れんばかりに頭が痛む。額ひたいを背を脂汗が伝い、ややもすれば目がかすみそうなほどだった。

「……ほんと、さすがリベカさまの弟。よくもまあ、バルトロメオの縛いましめに耐える。普通なら、もう失神しているところだがな」

　限りなく苦笑に近い笑みを唇の端に上らせ、ベルリナだった女はヨシュアを見やる。すい、とその手が差し伸べられ、今度は赤く怪しく輝いた。

「我は導くアニ・ラーダー」

　お決まりの言葉がその唇からこぼれた。

　破戒神官であっても、正ダしーきバ言ー葉ルは変わらぬものらしい。そして、その結果がもたらすものも。

「私は気妖二〇位、逍しよう駿しゆんのヒヴル」

　ヨシュアの前に立ちはだかったのは、見慣れた神魔。彼を背に乗せ、この塔まで誘いざない導いてきた、一角の駿しゆん馬めであった。

「さてさて、この背にあなたをお乗せして、今夜で六夜目。ご挨あい拶さつするのはこれが初めてになるが、上位者なる御方レムエール、すべては主のお申し付け故ゆえ、どうかご寛かん恕じよ賜たまわりたい」

　生き真ま面じ目めに挨拶してヒヴルはその口を大きく開いた。馬のそれとは異なる、牙がずらりと揃った口中に、もやりと何かが沸わき立たっている。

　まずい、と、本能が訴えるに任せ、ヨシュアは横っ飛びで身を躱かわす。彼がうずくまっていた場所、スーリィンの真横の氷がジュッと音を立てて陥かん没ぼつした。酸の固まりが吹き付けられ、一瞬にして煙が上る。いやな臭においが立ちこめて、目に染みた。

「いつも思うんだけど……」

　ぜえぜえと肩で息をしながら、ヨシュアは訴える。

「君たち、僕のことを上位者なる御方レムエール、上位者なる御方って持ち上げる割に平気で殺しにかかってくるよね」

「何事も主命ゆえ」

　あっさり言い切って、ヒヴルはまた口を開く。そこから逬ほとばしってくる厄介な液体を避よけ、ヨシュアは更に一歩後退した。

「全身を砕いても焼いてもかまわないけれど、けっして死なせてはならんぞ、ヒヴル」

　黒衣の女が高く笑う。

「魔操で体は治療できるけど、死体を生き返らせるのだけは無理だから」

　了解したというように、神魔は深々と太い首を縦へと沈める。鋭い角が、ヨシュアを狙って突き出されてきた。

　体が重い。目がかすむ。

　だが、ヨシュアは氷上で身を捩よじり、逍駿の一撃を避けた。そのままあたりを素早く目で探り、目当てのものへと指を這わせる。

　ヒヴルの蹄ひづめが赤い頭上目がけて降ってきた。砂の勾こう配ばいを力強く乗り越え、人の足で半日かかる距離をわずか数時間で踏とう破はする、強きよう靱じんな脚。その破壊力がいかほどのものか、考えるまでもない。

　悴かじかみ傷ついたヨシュアの指は、思うようには動かない。頭痛は激しさを増す一方で、胃の腑ふまでもが痛んできたほどだ。だが、それでも彼は摑み、振り上げた……間近に転がっていたエレミヤの剣を。

　一いつ閃せんする、反撃の刃。

　それは神馬の脚を薙なぎ払はらい、鮮血をまき散らした。がくりと傾いだ巨軀は、しかし、未いまだ戦闘意欲を失っていない。残り三脚を強く蹴けり出だし、ヨシュアへ突き進んでくる。

　だが、彼は彼でそれをただ待ってなどいなかった。相手へと鋭く踏み込み、その角が振り下ろされてくるよりも速く、剣を繰くり出だす。鋭い突きは神馬の太い首へ深々と差し込まれ、生温かい血であたりを染め抜く。

「赤なんて自分の頭すら見たくないって……言ってるだろ……」

　不ふ愉ゆ快かい極まれりといった声音で呟き、ヨシュアは鋭く腕を返した。どう、と、馬の体が横倒しになり、そのまま消きえ失うせる。

　返り血を全身に纏まとい、ヨシュアは目を動かす。もはや、指先ひとつ、眉ひとつ動かすのさえ苦痛を伴う。いまは気力で立ってはいるが、これでは遠からず意識を失うことになるだろう。

　───バルトロメオはどこにいる？

　視線を巡らせ、気配を辿り、彼は神魔の居所を探った。

　───そいつを排除しなくては、どうにもならない。

　それがどんな神魔かは知れないが、未だヨシュアに干渉し、アフェクとその神魔、更に位階一桁の雷凰をも封じているのだ。おそらく、それだけで手一杯なはず。居所さえ知れれば、きっと倒せる……倒してみせる。

　けれど、ナタルの炎もなく、月明かりも届かぬ地底、氷の白さばかりが冴えるこの場に、それらしい姿は何もない。

　気の神魔は本当に厄介だ。

　たとえば、ラキシュのカタンは煙のよう。かつて対たい峙じしたロドワに至っては実体すら覚おぼ束つかなかった。

　歯嚙みし、激しい頭痛と戦いながら、ヨシュアは神魔の居場所を追い求める。

「無駄よ、バレクくん」

　嘲あざ笑わらう女の声が、殷いん々いんと響く。

「もう限界でしょう？　そのまま気を失ってしまいなさい。あなたもつれていってあげる。姉上さまのところへね」

　いっそう笑って、女は両手を差し出す。そこに刻まれている契けい約やく印いんの輝きだけは、ベルリナ・ザフェルと名乗っていた頃とまったく変わらない。鮮やかで美しい、光の紋様。

　それを必死で払いのけようとしたヨシュアの指先に、こつんと何かが当たった。軽く小さな、しかし、固い礫つぶての感触。

　ガ。

　その出所を探すよりも早く、頭上が鳴動した。

　ドガガガガガガ！

　激烈な地響きが轟とどろき、土が石が岩が瀑ばく布ふの如く降ふり注そそいでくる。平らかだった氷湖の水面が乱打され、飛沫しぶきで視界が遮られた。

　慌あわてて巡らせた視線の先、土煙と水飛沫の向こうに巨大な穴が開いているのが見えた。ヨシュアたちが落ちてきたときの数十倍は大きく広がっている。

　そこから、土砂の後に続いて飛び込んできたのは、まず、声だった。

「おっさぁぁぁん、大丈夫ー？」

「生きてるか？」

「あ、エレミヤさんがあんなとこ倒れてる！」

「何よ、嫁まで転がってるってどういうことなの？」

　けたたましくも懐なつかしい少年少女の絶叫が、あたりを払う。見ると、皮ひ膜まくのような翼が目に飛び込んできた。翡ひ翠すい色の鱗うろこが力強くきらめく。

　見覚えのない、神魔であった。鹿に似たフォルムに、蝙蝠こうもりのような翼がある。ヨタヨタと力なくその神魔は舞い降り、その背から子供たちが転がり降りてくる。

　その後を慕したうように、光が射し込み、溢れてきた。真昼のそれとは違う。儚はかなくもか弱い月の光。

　だが、それだけで彼には充分だった。

　黒衣の背後に張り巡らされた、細い細い糸。それがかすかなきらめきを放って一点に集約するのが見えた。

　針先ほどの空間に蠢うごめく、モノ。

　それは、奇妙な蜘く蛛もだった。

　人家の軒先に巣を掛けるものより羽虫を屠ほふり貪むさぼるものよりもなお微小ではあったが、人の顔を備えた八つ脚の神魔。

　頭痛は続いている。絶え間なく注ぎ込まれてくる土砂と、それに呼ばれ暴れる水面とで、視界はいっそう曇くもり覚束ない。

　しかし、総身の力とすべての意志を指へとこめ、ヨシュアはダガーを抜き放った。

　疾走する、白刃。

　闇やみを裂く弾道が、小さな神魔をも両断する。

　ぎぃやぁぁぁぁぁぁっ！

　身の毛もよだつとはこのことかと思うような悲鳴が、凍り付いた水上を轟き渡った。

　その、瞬刻後。

「ぶっち滅っぼすーっ！」

　沸ふつ騰とうするスーリィンの憤ふん怒ぬの叫び。

　人の姿を脱ぎ捨てて、雷凰が再び顕あらわれる。雷を纏まとう翼が地底いっぱいに広がり、鋭い嘴くちばしが怨えん嗟さに震えた。
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「もう！　ほんっと！　腹が立つ！　リベカ・バレクの名など二度と聞きとうない！　その手先なぞ骨の髄ずいまで焼いて砕いてくれるわぁー！」

　炸さく裂れつする怒気に伴ともない、雷鳴が激しく明滅する。鋭く繰くり出だされる嘴くちばしが、黒衣の女を狙って幾度も幾度も振り下ろされるが、朦もう々もうと沸き上がる土煙や、自身の放つ目ま映ばゆい光、ひっきりなしに舞い上がり砕け散る白波に邪じや魔まされ、なかなかその思いは果たせない。

「ちょっ、揺れ、揺れ揺れ揺れっ」

「冷たい」

「徹夜で馴れない神魔に乗ってきたのよっ、勘弁してっ」

「お嬢じよう様さま、危ないですっ。いてててて！」

　子供たちが悲鳴をあげて逃げ惑う。

「スーリィン、もうよしなさいっ！　塔とうが崩れる！」

　ヨシュアもまた、刃を握りしめ怨おん敵てきを懸けん命めいに狙っていたが、崩れ落ちてくる塔の残ざん骸がいから子供たちを庇かばうのに精一杯で、ついに黒衣の姿を見失ってしまった。

「こんなもの、さんざん崩れとるではないかぁー！　ない方がいいんじゃ、もうない方がっ！」

　絶叫と共にスーリィンは雷撃を繰り出し続ける。それはもう、しつこくも執しつ拗ように。

　子供らの騎乗してきた神魔が開けた穴が、スーリィンの怒りによって更に広がり、そこから無数の石や岩が滑り落ちてくる。初めはこの氷原の天井とおぼしきもの、次いで、塔の建材らしき煉れん瓦がや化け粧しよう石いしなどが、割れ砕けて地下湖へと降ふり注そそぎ、水柱を激しく沸わき立たたせた。閃ひらめく雷鳴が地の底に輝いては消え、輝いては消えして、一同の視界を激しく焼き切る。

「あんまり暴れるとお腹減るから！　もうそのへんにしときなさいっ」

「ああ」

　ようやく、天下の火妖は納得の表情を浮かべた。

「それは大事よなあ。我ら神魔は偏へん食しよくもいいところであるしのう」

　ひとつ頷うなずき、彼女は地底に転がる人影をゆっくりと見回した。

　瓦が礫れきに跨またがり手を振るラキシュやギレアドにセーム、ズタボロながらも傲ごう岸がんと顎あごを上げるティエル、肩から血を吹き出させつつへらりと笑うエレミヤ、まだ何が起こったのかいま一つ飲み込んでいない風のアフェク、けっして目を合わせようとしないその神魔たち……その中から、スーリィンが嘴でつまみ上げたのは、水色の髪の女……ぐったりと動かぬ氷ひよう輝きのエステールであった。

　何をするつもりか、と、ヨシュアが問う間もなかった。伸びてきた鉤かぎ爪づめに強引に摑つかまれ、そのまま天高くさらわれる。

「ちょっ、スーリィンっ？」

　仰ぎよう天てんするヨシュアの足の下、『祈りの塔』が……いや、かつてそう呼ばれていた場所の跡が見渡せた。まったく勾こう配ばいのなかった荒れ野のさなかに、巨大な坑あながぽっかりと口を開いている。巨大な墓ぼ標ひようのようだった塔が、その中へ引き込まれるように崩れ折り重なり、月明かりの中で深く暗くわだかまっていた。

「おっさーん！」

「おい、バレクどういうことだっ、説明しろっ」

「なによ、助けにきてやったのにぃぃ！」

「こらてめえ、俺たち置き去りかーっ!?」

　重なる叫び声もまた、たちまち遠くなる。

　旋せん風ぷうを巻き起こす、翼の閃き。重力を断ち切るが如き勢いで、大たい凰おうは急上昇する。彼女が目指す空では、夜がゆるやかに終わろうとしていた。

　それでようやくヨシュアは、自分たちが死闘を演じていた時間の長さを知る。

　吹き付ける風の激しさに息も絶え絶えになり始めた頃、天と大地の狭はざ間まに小さな輝きが灯った。ひとつふたつ……全部で五つ。それは、『星せい紺こんの塔』の先端で赤々と燃える灯火。砂漠の闇を渡る旅人たちにも遙はるか遠く見渡せるようにと、夜を徹して灯される光であった。

　それを遙か彼方かなたに望める岩山の上で、スーリィンは翼を畳たたんだ。天を覆おおうような雷凰の姿ではなく、ヨシュアの見知った娘の姿に戻り、同じく女の姿で顔を歪ゆがめるエステールへと近づく。

「ほら、見るがいい」

　白い指先が、ひらりと地平を差した。

「あの光が、我が夫の学まなび舎や……そなたの主あるじの遺したものじゃ」

「あれが、『星紺の塔』……」

「そうよ。そして、そなたの名前の元じゃな」

　目を見張り、身を乗り出した水妖は、彼女の言葉にいっそう驚おどろいたようだった。首を傾かしげ両の指をそっと結んで、ひたりと彼方へ視線を注そそいだ。

「スーリィンはの、夫を見習い人の言葉を常々学ぶ賢い大神魔よ。そなたのエステールというのは、星という意味であろう？　そして、紺は水妖の色。青の一つではないか」

　そこまで言って、ふとスーリィンも首を傾ける。

「もしかして逆か？　そなたの名からあの塔に名付けたのか？」

　どう思う？　と問われ、ヨシュアは返答に窮きゆうした。

　彼らの学び舎を『星紺の塔』と名付けたのは、確かに創世六神官だと言われている。だが、それがダーヴィドが生きていた頃であったのかまでは判わからない。それどころか彼の死因さえ、実は正しく伝わっていなかったのだ。歴史というものがどれだけ寄よる辺べないか思い知ったばかりなのに。

　けれど、そんな彼の躊躇ためらう様子などエステールは目にも入っていないようだった。地平に輝く五つの灯りを、ただただ見つめ、それを懸けん命めいに灼やきつけようとしているように見えた。

　その体はひっきりなしに震え、人ならぬ形の瞳から涙がとめどなく流れている。

　ヨシュアはそれを感かん慨がいと感激ゆえのものと思ったのだが、ふとエステールの足元を見て息を止めた。

　彼にもスーリィンにもある影が、彼女にだけ、ない。いや、あるにはあるが、そのドレスの先に薄く淡くわだかまっているばかり。カタカタと鳴る歯や喘あえぐような吐息は先ほどから大きくなる一方。人に喩たとえるなら、瀕ひん死しの重傷……そんな風に見えた。

　その彼女を、スーリィンは静かに抱き寄せる。

「もしもそなたが望むなら……いま楽にしてやろうぞ、エステール」

「スーリィン、それは」

　妻を止めようと、ヨシュアはその薄い肩を摑む。だが、エステールの目に浮かんだものを見て声を呑んだ。それは紛まぎれもない……歓喜と感謝の色合いだったのだから。

「ひとりで生きろ、とは。そなたのダーヴィドは実に残酷であったな。五〇〇年、哀しかったろう？」

　スーリィンの言葉に彼女は頷うなずいた。ひどく深々と。

「だが、是非もない。人はな、自分が死んでも相手には生きていて欲しいと望むものなのよ。そもそもが我らとは違う」

「違う……？」

　その言葉に、エステールの両眼から涙が溢あふれた。

「違うのか？　どうしても違ってしまうのか？」

「ああ、違う。どれほど想っていても……違うものは違うのじゃ」

　染み入るような、その声色。美しい横顔を、射し込む朝陽が染める。砂漠の地平は葡ぶ萄どう色に微睡まどろんで、闇やみによって解け合っていた地と天とが、刻一刻大きく分かたれていく。その目映さの中、五つの灯火はひどく儚はかない。

「叱しかられないだろうか……言いつけを守らない妾わらわを、あの人は嫌いになるのでは……」

「案ずるな。人の世の五〇〇年は長い。あの塔にいる子らは、自分たちの依よって立つ場をもう守れる……そうなるよう、そなたの主が教えを遺し、そなたがずっと見守っておったからこそ、な」

　主に会えたらそれを誇って威い張ばってやるといいわ、と、スーリィンは笑った。それにつられたように、エステールも小さく笑う。稚いとけない幼子のそれにも似た、柔らかくひどく澄んだ笑みだった。

　スーリィンの指先が、水色の前髪を分ける。

　露あらわになった額ひたいへ、ひとつキスを落として。

「おやすみ、ダーヴィドのエステール」

　静かな声が、幕を引く。

　しなやかな雷凰の腕の中、水妖八位氷輝のエステールと呼ばれた神魔は瓦が解かいした。水の滴が光の粒を成してこぼれ、大地の中へと消きえ失うせるかのように。

　その穏やかな終末を、ヨシュアは声もないまま見守った。何も言えず、何も出来ることはなかった。












「あまり美う味まいものでもないのう……」

　妻の細い肩から力が抜ける。

「こんなに位階の近い奴、滅めつ多たに食い尽くせぬのだがなあ。妙にしょっぱいわ」

　呟つぶやきはか細く、夜明けの風に紛れ散る。いま夜は完全に払われて、明るい陽光の中で月が星が空に溶けていく。

　ヨシュアは唇くちびるを嚙かみ、背から彼女を抱きすくめた。

「ごめんね、スーリィン」

　思うよりずっと強い力になってしまった。並の相手なら抱き潰してしまいかねないぐらい。

　けれど。

「君は、僕と死んで」

　募つのる思いに言葉は足らなくて、どうしても腕やぬくもりに頼ることになってしまう。

「望むところよ。謝るようなことなぞ、何もない」

　スーリィンは常通り朗ほがらかだ。だけど、その笑顔は、ヨシュアの胸を何故か抉えぐる。

「うん、でも……ごめん」

　謝ってしまうのは、違うから。

　数千年の時を生きる神魔を道連れにしてしまうことに、やはりどこかで痛みを感じてしまうから。

　いまとなってはもう、何が真実だったのかは判らない。自らの首を刎はねたという男が、最後の最期に願ったこと。世界のためだったのか、自分のためだったのか、彼女のためだったのか。

「すべて」なのだろうといまのヨシュアには思える。遺される側にとってそれがどれだけ身勝手で残酷なものであっても……彼にとってはすべてだったのだろうと。

　ただただ抱きすくめる彼女の体には、紅い傷が無尽に走っている。強く増していく陽の下で、それはいっそう痛々しく映った。

　そうして何も語らなくなった彼に、それでも、スーリィンは何かを感じ取ったようだった。

「そなたはそなたよ」

　背から回された彼の手を優しく解き、スーリィンはヨシュアを見つめる。それから、再び自分の手をその背へと回した。すり、と、銀の頭を彼の頰ほおへと寄せて、彼女は囁ささやいた。

「スーリィンのヨシュアはそれでよい」

　触れ合い重なった胸と胸から、互いの鼓こ動どうが伝わりあう。

　朝陽は風をつれ、風は砂をつれていく。帳とばりのように降り積もる砂の中で、しばらく二人は動かなかった。

　やがて。

「ところで、のう」

　彼の腕の中で、スーリィンが大きく瞬まばたきする。

「めっちゃ朝陽が元気に登ってきておるが、そなたの連れどもをあそこに放り出してきたままでよかったのか？」

「よくないです」

　ヨシュアの顔から、見る見るうちに血の気が引いていく。慌てて来た方向を見やるが、人の足で半日はかかる距離だ。何も見えるはずがない。

「まったくもってよろしくないです。あのまま放置したら、アフェク先輩かティエルかエレミヤか……いや、セームも危ない。あの子、すごい怖い。いや、それより何より」

　不安要素を羅ら列れつするうち、更に不安なことを思い出し、ヨシュアは頭を抱えた。

「あの暴言魔に君のこと、どう説明すればいいのか……っ」

「それはもう手早く滅するしかあるまい」

「あんなんでも、いちおう人類の宝なんだって言ってんでしょっ」

「では、思ったより早く心しん中じゆうすることになるのかのう」

「いや、それはこんな近未来の話のつもりじゃないから。もっと先も先の予定だから！」

　慌てせき立て、ヨシュアは妻の翼に頼り、元来た道を戻っていく。
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　一年次修道生　学年末修了試験日程




　一日目：歴史、言語学

　二日目：武術体術、薬医学、神学

　三日目：神魔学、音楽、聖伝解題

　四日目：文学教養、社会学、理科学

　五日目：算術、魔ま操そう




　修練室の壁に置かれた日程表を再確認して、ヨシュア・バレクはまたひとつ溜め息をついた。その目元にはくっきりとクマが浮かび、頰ほおは窶やつれこそげ始めている。

「今日で試験もなんとか終わりかあ……」

『祈りの塔とう』での騒動から、既に二週間余。

　戦々恐々で迎えた学年末試験、この四日間の答え合わせをしてみたところ、なんとかボーダーラインの七〇点は確保できるかできないかという際どさだった。文字通り寝食惜しんで猛勉強を続けたため、体はだいぶ辛つらいが、あとは一番問題の魔操でしくじらなければどうにか切り抜けられる。

「災い転じて光を呼ぶっていうけどさ」

　横に並んでいたラキシュが、妙に大人びた口調で言う。

「ここ一カ月のおっさん、マジでそんな感じだったね」

「意外な展開」

　したり顔で続くギレアドの言葉にも、ヨシュアは苦笑のみで答えた。

　彼をさんざん悩ませ手間を取らせた「卒業前の儀ぎ式しき」は、彼らがオアシスに戻る前に取とり止やめが決まっていた。原因はもちろん、提案者の身元がきわめて怪しく、その上、そのまま失しつ踪そうしてしまったため。偽ベルリナがどこの誰だったのか、その正体は未いまだ突き止められていない。塔側は……特に、彼女の提案を大喜びで了解した導どう師し陣じんは憤ふん慨がいし、『ダーヴィド』の残ざん骸がい中じゆうを血ち眼まなこになって探し回った結果、女性の遺体がひとつ回収された。しかし、大量の土砂と瓦が礫れきで損壊し、人相も何も判わからない状態だという。

　実はあの人は暗殺集団「赤せき晶しよう旅りよ団だん」の一員で許されざる破戒神官でした……とは、ヨシュアには言えなかった。『ダーヴィド』で起きたことを説明するためには、スーリィンについて持ち出さないわけにはいかない。そこをなんとかぼかして訴えようとも考えたが、エレミヤに「だから、中途半端は一番ダメだって言ってるだろ！　全部話すか、すべて隠すか。どっちかしかねえの！」と一いつ喝かつされ納得せざるを得なかった。

　何を聞かれてもみんなして「『祈りの塔』に入ってしばらくしたら、床が崩落してしまった。後のことは何も判らない」「友達が迎えにきてくれて、なんとか助かった。先生のことも知らない」と繰くり返かえすよう徹した。

　導師の中には、「偽ザフェルが操あやつった神魔は見なかったのか？　その名前を知ればある程度は誰だか絞り込めるかもしれない」と激しく詰問してくる者もあったが、全員「バルトロメオ」の名は口にしなかった……もっともその「全員」の中には肝心の一人が入っていないのだが。

「で、おっさん、アフェク先輩どうだった？　やっぱまだ目ぇ覚まさないの？」

　今日も見舞いに行ってきたんだろ、とラキシュが訊たずねる。

「たぶん」

　ヨシュアの返答は歯切れ悪いことこの上ない。

「たぶん？」

「治療室に行ってはみるんだけど、治療師さんに面会謝絶だって言って追い返されるばっかりで……でも、状況考えるとまだ意識ないままなんだろうなって」

「まー、意識あったら、真っ先におっさんとこに怒ど鳴なりこんでくるに決まってるよね」

「絶対、黙ってない」

　それがないということは、やはりアフェクは倒れ伏したままなのだろう。

　しかし、そのおかげでアフェクに大曲を作らせるという難題から逃れることになり、ヨシュアは自分の勉強の時間をだいぶ作ることができたという、これまた実に皮肉な展開だった。

「五年生の試験って、先週から始まっちゃってるんだよね？」

「僕ら一年よりだいぶ科目多いですからね。一週間以上ぶっ続けでやらないと終わりません」

「てことは、先輩、もう何教科か落としてるんじゃ……」

「首席陥かん落らく」

「それどころか、卒業できるかどうか怪しいんじゃない？」

　いつの間にか脇に寄ってきたティエルまでもが嘴くちばしを挟む。

「普通の学校なら追試もあるでしょうけど、ここは一発必殺が基本ですもの」

「どうでしょう？　事情が事情ですし、先輩ならば特別措そ置ちが取られるかもしれません。あれだけの頭脳、なるべく早く現場で使いたいでしょうしね」

「そんなのんきなこと言ってていいの、劣等生？」

　苛いら立だちと不安をない交ぜにしたような口振りで、ティエルはなおも続けた。

「例のあれ、あの金きん釦ボタンに思いっきり見られたんでしょう？　こっちに怒鳴り込んでくる前に塔側に報告されたら、あなた困るんじゃないの？」

「困るっていうか、下手すると死にますね」

　あっさりとヨシュアは返す。

「でも、大丈夫。先輩は何を置いてもまず僕に詰め寄ってきますよ。そういう人です」

「でも、その後はどうするんですか？　あの人を説得する手だてでも？」

「えーと、まあ、それは……うーん」

　泣き出しそうなセームに問われ、ヨシュアは言葉を濁にごした。手だてなどあるはずがない。あのアフェクの口を封じる方法なんか思いつくようなら、あんなに苦労してこなかった。

「死ぬほど馬鹿にされそうですけれど、泣いて謝って縋すがるしかないかもしれませんねえ」

「効かないだろ、それ。馬鹿にされるってレベルでも済まないだろ」

「土ど下げ座ざして黙ってて下さいってお願いするか」

「無理」

「だからって、一生口がきけないようにするわけにもいきませんし」

「それが一番手っ取り早いけど、さすがに推すい奨しようはしかねるわねえ」

「お、お嬢じよう様さま、それは当然です」

「推奨されてもしませんが」

　他ならぬアフェクに弾だん劾がいされるのならそれはそれで仕方がないという気持ちも、ヨシュアの中にはある。彼がいまなお床に伏している原因は、自分だ。

　危険な場所にいくから助けてくれというヨシュアの願いを容いれ、『祈りの塔』までついてきてくれた。更に、自分を助けようとしたために無茶な魔操を重ね、精も根も尽き果てアフェクは倒れた。女神と崇あがめたスーリィンの正体を知ったショックも、昏こん倒とうの原因に幾分かは含まれているのだろう。

「ちょっと、ラキシュ！　あなただって気妖使いでしょう？　偽先生がしたみたいにあの人の記憶いじっちゃいなさいよ！」

「無茶言うなよ！　そらカタンよかちょい上の神魔も召しよう喚かんできるようにはなってきたけど、そんな高等芸、位階一〇番台のでもいないと無理だってばっ！」

「気合いで頑張れば出来るわよ、わたしだってゾアン呼べたもの！」

「アホかーっ」

　いつものように始まったいがみあいに、始業の鐘が重なった。視線と視線を戦い合わせながら、それぞれ席へと戻る少女たちを見やって、ヨシュアはまたひとつ息をつく。

　実は同じような提案を、エレミヤから受けたばかりだったのだ。ルステラの大神殿にいる気妖使いの神官を派は遣けんすると、ダルタスからの申し入れがあった。塔全部の人間の記憶を半永久的に書き換えることなどはとうてい不可能だが、アフェク一人を黙らせることならおそらく可能。非人道的なこととは弁わきまえてはいるが、位階一桁けたの神魔を擁ようした神官を抱えることはかの太守の悲願であるが故ゆえ、万難を排することに躊ちゆう躇ちよはない、と。

　───エレミヤはエレミヤで責任感じてるんだろうなあ、ああ見えても。

　安全だと信じ切っていた塔内に、赤晶旅団の刺客の侵入を許した。禁じ手のはずのスーリィンを顕けん現げんさせ、ヨシュアを戦わせてしまった。護ご衛えい兼監視役としては、どれをとっても屈くつ辱じよく的てきな話であろう。いますぐにでも本国から有能神官の一個小隊ぐらいは招き寄せそうな彼に、ヨシュアはしばし待ってくれるようにと頼んだ。

　───すべてはアフェク先輩が目覚めて、ちゃんと詫びてからだ。

　言葉を尽くし力を尽くし、何かをするならその後でなくては……そうでなくては、あまりに申し訳がなさ過ぎる。それがアフェクをとんでもない騒動に巻き込んでしまった自分の義務であり責務だと思うし、命がけで助けてくれようとした彼に対する礼れい儀ぎというものだろう。

　気を散らし、あれこれと思いめぐらす彼を、担当導師のモアブが不ふ機き嫌げんそうに見やっているのに気が付く。頭をひとつ振って、ヨシュアは目前の数式に集中した。

　そして、試験終了の鐘がもうじき鳴ろうかという頃だった。

「おい、赤毛の阿呆はいるか？」

　修練室の扉がどかんと開き、靴くつ音おとも猛たけ々だけしく問題の人物が突き進んできた。翻ひるがえる、赤い肩布タリート。まっすぐに切きり揃そろえられた淡い髪。

「ア、アフェク先輩っ？」

　呼びかけは思わず上うわ擦ずる。今朝もまだ治療室でぶっ倒れていたはずの人が、何故、ここに？

「他の誰に見える？　頭だけじゃなく目まで悪くなったのだとしたら、気の毒千万。残りの神官人生、達者な耳と楽の腕に頼って生きることだな！　聖伝歌い散らすのには、それで困らんだろう」

　矢や継つぎ早ばやの言葉の暴力の前に、ヨシュアはただ竦すくむ。怒っているのか通常運転なのか見分けがつかず、出方がまったく判らない。

「いいから、ちょっとツラ貸せ」

　延びてきた長い指に、腕を取られた。

「で、ですが」

「貴様、俺に逆らえる立場だと思っているのか？」

「思ってません、思ってませんがっ」

「なら、グズグズするな。これ以上、よけいなことを俺に言わせるなら、その耳ちぎるぞ。頭と目だけでなく耳まで不自由して生きていく気か？　たいした覚悟だな」

「そんな覚悟ないですし、本当に申し訳ないって思ってますっ」

　怒りと哀かなしみと諦てい観かんで塗ぬり固かためたようなモアブの目にそっと見送られ、開いた口が塞ふさがらないというようなラキシュとギレアドとセーム、それにこれまた怒っている様子のティエルとそれぞれ視線を交わしつつも、ヨシュアは大人しく引きずられていった。いくしか、なかった。

「あの、こんなこと申し上げられる立場ではとうていないんですけど、僕、次は問題の魔操の試験なんで、ここは手短にお願いしたく存じ上げます」

「知っている」

　意外なほどさらりとアフェクは返す。

「だから、このタイミングで来てやったんだ」

　そうして、東の塔の外までヨシュアを引きずり出したところでようやく手を放した。そこは、緑の回かい廊ろう。彼らがあまり有り難くもない出会いを果たした場であった。あの時咲いていた花はとうになく、雨期を待ち緑がただ萌もえている。

「せ、先輩……二週間も寝込んでたのに、そんなにずかずか歩いて大丈夫なんですか？」

　自分の袖そでをめくり、ヨシュアは息を低く吐く。ぎりぎりと食い込んできたアフェクの指のせいで、腕が痛い。絶好調のときとほとんど変わらない力なものだから、指の痕あとがきっちりついているではないか。

「目が覚めたのは、三日前だ」

　聞き捨てならぬことをこともなげに、アフェクは言い放った。

　ヨシュアは目を丸くする。

「ぼ、僕、毎日、治療室詣もうでしてたんですが」

「体力が戻って頭をきっちり整理できるまでは誰にも会いたくなかったんでな。治療師に言って面会謝絶にさせた」

　言ってというか、脅おどしつけてだろ、とヨシュアは思ったが口には出さなかった。

「そんなに前に起きてらしたんなら、試験はどうなさったんですか？　五年はもう半分ぐらい先週から始まってるはずでしょう？」

「追試が受けられるということだが、断った」

「はあ、そうですか。やっぱり優秀だと扱いが違……って、断った!?」

　目を剝むいて、ヨシュアは繰くり返かえす。

「断った!?」

「断った。二度俺に同じこと言わせるな」

「なんでですっ？　いくら先輩でも、教科の半分しか試験受けなかったら首席陥落……い、いや、留年しかねませんよっ？」

「留年するつもりだからだ。他の試験も受けん。受けたら、つい本気でやってしまって卒業の目が出てきかねんしな」

　明めい朗ろうに断定され、ヨシュアは言葉を失った。柳やなぎ葉ば形の眼の中で、深い色の瞳が動く。それは、ヨシュアに逃がしはしないと告げていた。

「この三日で考えて出た結論を、まずは黙って聞け」

　そう前置き、アフェクは口を開く。

　すべてあの氷原で聞きかじったことを推理考察総合したと、そこで、しばらく間が空いた。彼にしては珍しいほど長く、沈黙が続く。

　その静けさに、ヨシュアが落ち着かなくなってきた頃、

「……どういう理由と経緯があってかは知らんが、貴様は女神……いや、上位神魔と契けい約やくをしている。しかも、普通のそれではない、何か特殊な契約だ。正史のどこにも出てこないような類たぐいの」

　ようやく、彼は話し始めた。

　おっしゃる通りだったので、ヨシュアは黙って頷うなずく。

「あの偽導師はそれを知っていて、氷の神魔を引っ張り出すために貴様を利用した。あの女の身元はよく判らんが、表に出られるような素性ではけっしてない……そして、たぶん貴様も同様だ」

　これもその通りだったので、ヨシュアは素直に赤い頭こうべを垂れた。

「ふん、やはり正解か。そうか……」

　たいして面白くもなさそうに、アフェクは呟き、それからまっすぐにヨシュアを見据えた。

「それで、貴様は？　俺を始末しておいた方がいいんじゃないのか？」

「まさか、そんな」

　弱々しく、ヨシュアは笑みを浮かべる。

「神官になると決めたんです。そんなことはけっして」

「だろうな。殺やる気なら、あの遺跡に放り込んですべて埋めれば手間が省はぶけたし、気絶してる最中に治療室ごと吹き飛ばしてもよかったんだろうからな」

　万が一殺すにしたってそんな物ぶつ騒そうな手段は取らない、と、ヨシュアは言いたくなったが、これも堪こらえる。それより、この後また立て続けに言葉で連打されるのではないかと身構え、奥歯に力すらこめていたのだが。

「滅めつ多たに人前には顕あらわれない位階一桁の神魔がすぐ近くにいるのに、それをみすみす放っておけるか。とりあえず、まずは一年。間近で研究することに決めた」

　アフェクはそう言った。

　胸を張り、堂々と。とんでもないことを思いっきり。

「決めた、って……」

　言われたことが咄とつ嗟さに飲み込めず、ヨシュアはしばらく呆ぼう然ぜんと相手を見返した。

「ただの神魔じゃなくて僕の妻なんですけどっ？」

「妻？」

　思わず飛び出た叫びに、アフェクは眉まゆを跳ね上げる。

「神魔が妻だと？」

　しまった、と、思ったときはもう遅かった。ヨシュアの頭から血の気が吹っ飛び、代わりに冷汗がどっと背を伝い落ちる。

「特殊な契約とは思ったが、そこまで特殊だったのか……」

　考え込むアフェクの横顔の静けさが、雨嵐と注そそぐ罵ば倒とうよりも恐ろしい。

　そして。

「なら、なおのこと研究せねばな」

　暴虐の王者は、きっぱりと言ってのけた……いまひとつ表情の読めない面でヨシュアを見据えて。

「け、研究って何する気なんですかっ！」

「解かい剖ぼうはしないしできんぞ、安心しろ」

「あったりまえでしょうぅぅぅぅ！」

　今度こそ胸倉摑つかんで引き倒してやろうかと、ヨシュアは拳を握り固めたが、

「貴様、俺に逆らえる立場なのか？　結局、約束の大曲も作らせず仕じ舞まいのまま。挙げ句、神官としての最大の禁きん忌きを口を拭ぬぐって黙っていてやろうというこの寛大かつ人格者たる俺に、どうあっても逆らうつもりだと？」

　次々に突きつけられる苦々しい事実の前に、肩を落として沈黙するしかなかった。

「……他意は、ないんですよね？」

「他意とは？　どの意図をどのように定義して『他意』と表現したのか、まずはそこを詳しく述べろ」

「うううう」

　───うちのスーリィンはあんたの女神じゃないけど、そのへんについてはどう思ってんだって聞いてんだろう！　ご自じ慢まんの頭できっちり察してくれよ！

　と、怒ど鳴なってしまっていいものかどうか迷うその頭上で、高く鐘が鳴る。次の試験の始まりを告げる鐘。

「よし、魔操の試験だな。最大の難局の直前に最大の心配事を取り除いてやったこの俺の慈悲にせいぜい感謝し、はりきっていくがいい。教えたことをみすみす無駄にしやがったら容よう赦しやせんから覚えておけよ？」

　声援なのか罵倒なのか恫どう喝かつなのか判然としないアフェクの言葉を背に、ヨシュアは仕方がなく修練場へと走り至った。

「はりきっていけって、あの野郎～っ」

　苦虫を嚙み潰したようなその表情は、しかし、一歩を進めるごとに緩ゆるんでいった。

　とても悔しいけれど、あまり認めたくはないけれど、あの暴虐王の言葉はたいてい正しい。

　───僕、まだここにいられるんだ。

　急ぐヨシュアの足取りはいつになく軽かった。心は躍おどり、晴れ渡っていく。

　───いても、いいんだ。

　そうして辿たどり着ついた修練場の空は、今日も晴れ。雲一つない乾期の深い青が、人々の上に広がっている。その染み通るような色彩が、彼の気持ちを完全に切り替えさせた。

　二人の導師を失ったヨシュアのクラスは、体術担当のデーバスが兼任という形で試験を取り仕切ることになっていた。その巨軀の左右に、同級生たちの堅い面おも持もちが並ぶ。

　名前の順に修道生たちは進み出て、それぞれの神魔に命じて課題をこなす。修道場の乾いた土の上には、多くの的まとが用意されていた。火妖を操る修道生たちは、これに火を放ち、燃やし尽くせればひとまず合格である。制限時間内に多くの的を燃やせた者が高く評価されるという、体育会系のデーバスらしい試験内容だった。

「ヨシュア・バレク、前へ」

　重々しい導師の声に背を押され、ヨシュアは一歩を踏み出す。手にした短剣までもが、いつになく軽く感じられた。

「我は導くアニ・ラーダー」

　放つ声に力と意志が漲みなぎる。

　アフェクの、そして、あのベルリナの戦いを通して改めて痛感した、自分の無力さ。どれほど剣に秀でていても、複数の神魔を使い分けられるようにならなければ、結局、妻を痛めつけられて終わるばかりだ。仲間の盾になることすら出来ない。

「五妖一〇八位階の神魔に奉たてまつる。我は天地の官、世の仕組みを識しり行う者」

　進める正ダしーきバ言ー葉ルに、複数の声援が重なる。ラキシュがギレアドがティエルとセームが、必死の形相で手を振り声を張っていた。

　───もう試験に受かりたいからとか、留年したくないからとか、それだけではなくて。

　ただただ、強くなりたいと思う。

　摑んだ覚悟に見合った力を、それを振るう意味を問うほどの強さを。こんな自分にあれほどの情を寄せてくれる仲間たちを、二度と巻き込まなくて済むほどの力を、身につけたいとただ思う。

「捧ささげよ、その身を。掲かかげよ、聖にして魔なる力。我が贄にえに応こたえ、我が望みに答えよ」

　赤い召しよう喚かん紋もんが宙に描かれていく。それが鮮やかに輝き、ふんわりと丸い影が顕けん現げんした。

「ナタル、頼むよ」

「おっしゃー！　火妖四四位ナタルちゃんに任せときやー！」

　彼の闘志を写し取ったかのように、紡ぼう炎えんの羊は高らかに叫ぶ。

　いつもの半人半羊のそれではなく、生来の姿、火か焰えんの羊が蹄ひづめで地を蹴ける。毛玉のような頭から生えた角が輝き、その間で光こう芒ぼうが深く明るく凝こごった。疾走した炎が最初の的を赤く絡からめ取とる。

「やった、おっさん！」

「次の的もいけ」

「ヨシュアさん、頑がん張ばって！」

「こ、ここまでされるとなんか悔しいけど、留年されると困るものね、うううう」

　乱れ飛ぶ声援に羊は大きく跳ね、いっそう激しく火焰を逬ほとばしらせる。

「まだまだいくでー！　どっかんどっかんいくでー！」

　またも炎が踊り、疾はしった。

　その火球は次の的のみならず、次の的、更に隣の的、それどころかその背後にあるものにまで襲おそいかかっていった。

「ぎゃー！　こっちにまで火がきた！」

「ベンチ燃えてる、ベンチ！」

「あちあちあちっ」

　あまりの火勢に逃げ惑う、ギャラリーたち。頼みの綱のデーバス導師までもが黒衣に火が移り慌あわてふためいているではないか。

「ナタルっ！　やり過ぎだよ、誰が修練場丸ごと焼けって言いましたっ？」

「そないなこと言われてもー」

「消しなさい、早く消し止めなさいっ！」

「どうやって？」

　小首を傾かしげ、羊は訊ねる。

「ナタルちゃん、炎を紡ぐ羊やってん。消し方なんかよう知らん」

「………………」

　デ　ス　ヨ　ネ　ェ。

　切ない納得がヨシュアの胸に落ちた。

　その背後で天を焦こがせとばかりに火柱がたち、修練場の壁が柱が燃えまくっている。

　重ねて悪いことに風が強く吹いた。城壁の向こう、砂漠から届く乾期の風。それが、あたりをなめ尽くす炎に力を与える。ごうごうっと爆音が轟とどろき、赤い魔物は修練場の壁を乗り越え、その向こうの回廊、その果てに続く東の塔を目指して走り始めようとしていた。

　───的は確かにきっちり燃やせたけど……よけいなものまで燃やしちゃった場合、試験の結果ってどうなるのかなー？

　あまりのことに動きのすっかり鈍った頭で、ヨシュアは思う。

　が。

「いや、それ以前の問題だろ、これ！」

　すぐさま我に返り、彼は振り向いた。さんざん迷惑かけたし、もう巻き込みたくないと思ったのだが……年長者の意地と男のプライドを懸けん命めいに呑み込み、全力で叫ぶ。

「ティエルー！　助けて！　リムリー出して！」

「あらあらまあまあ、おーほっほっ！」

　炎に巻かれ、遙はるか後方は壁際まで後退していた金髪の少女が、目を輝かせて薄い胸を張る。

「やっぱりわたしがいないとダメなのねえ、劣等生ったら！」

「威張り散らしてないで早くしろや！　マジまとめて焼け落ちるぞ！」

「延焼果てなし」

「邪道はしょせん邪道よ！　わたしの教えをちゃんと聞かないからこんなことに」

「お嬢じよう様さま、おっしゃる通りですが、どうか早く！　塔に燃え移ったら僕らの寝るところなくなりますーっ！」

　乱れ飛ぶ絶叫、噴き上がる火柱、朦もう々もうと煙があがり、五〇〇年の長きにわたって修道生たちの成長を見守っていた修練場は刻一刻と紅ぐ蓮れんの炎に呑まれゆこうとしていた。

　その下げ手しゆ人にん、ヨシュア・バレクの明日……というか、試験結果も、また杳ようとしてしれない。



















　五つの塔とうの先端に、旗が翻ひるがえっている。

　風は今日も早く容よう赦しやないが、深紅の旗の偉い容ようを脅おびやかすほどではなかった。城壁や町角にも赤い花がふんだんに飾られ、『星せい紺こんの塔』とそれを取り巻くオアシスはその日一日、赤く鮮やかに染められていく。

　ヨシュアたちが『ダーヴィド』の塔から帰還して、一カ月のこの日。『星紺の塔』でももっとも盛大な行事……新神官の祝祭礼れい拝はいが執とり行おこなわれようとしていた。

　尖せん塔とうの旗以外はすべて、いつの頃からか町の住民が好意で飾るようになったという。乾期のこの時期、たくさんの花を得るのは難しい。しかしそれでも、人々は家の壁に店先に自分の髪に花を飾る。それは、今日を限りに塔を卒業していく修道生たちへの、餞はなむけであり祝福であり期待の印でもある。

　その美しくも華やかな光景を、城壁の外、砂漠の彼方かなたの岩山の上で眺める人影がいくつかあった。誰も彼もが大きな剣を腰に吊し、弓や槍、斧や戟げきなどといった物ぶつ騒そうな持ち物を携たずさえている。

　その中に二つ、やけにほっそりとした女の影があった。

「見事なものねえ。これだけ距離があるのに、町全体が紅く染まって見えるなんて」

　そう切り出した女は、まだ若い。青みを帯びた黒髪に、深い緑の瞳がよく映えている。整い切ったほど整った相そう貌ぼうは人目を引かずにいられないが、その瞳に宿る強くも冷たい光を長く直視できる者は少ないだろう。

「あの色、あの子のことを思い出すわ。あなたの髪よりはあの子のに似てる。そうでしょう？」

　恭うやうやしく頭を下げたもう一人の年齢は、端からはよく知れぬ。黒く長い衣の下にあるのは、若いとも年老いているとも言えない、不ふ可か思し議ぎな風情を湛たたえた面おもて。ただ、その髪は紅く鮮やかで、かの塔を彩る旗や花をも欺あざむくほどだった。

「……で？　わたしに無断で古巣に潜もぐり込こんだ挙げ句、力いっぱい失敗した誰かさんはどういう言い訳を聞かせてくれるつもりなのかしら？」

「申し訳ございません、リベカ様」

　力なく、黒衣の女は膝ひざをつく。深手を負おっているためか、その動きはひどくぎこちなかった。

「氷ひよう輝きのエステールを得るため、どうしても急ぐ必要がございました。何せ一年のうちあの時期にしか、かの神魔の封印を破る手だてはなく……」

「あら、そう」

　若い女……リベカ・バレクはにべもない。まるで、幼女が玩がん具ぐで楽しむかのような手つきで、針にも似た細身の刃を弄もてあそびながら、黒衣の女を見下ろした。

「だけど、その偉えらい水妖さまは手に入らなかったんでしょう？　よりにもよって、あの子のつれてる化け鳥に食われて、ね」

「……申し訳ございませんでした」

「それはもう聞いた」

　言いながら、リベカは手にした刃で黒衣の女の頰ほおを撫なでる。つ、と、鮮血が白い面をつたい顎あごへと落ちていくが、どちらの女もそれにかまわなかった。

「ねえ、デリラ」

　くすくすと笑みさえ言葉に含ませながら、リベカは更に続ける。

「わたしはね、弟が……ヨシュアが誰より強大になるところが見たいの。取り戻すのは、その後のお話」

　その愉たのしみを損なう者は許さない、と、彼女は告げた。その声は大きくも強くもなかったが、初めて、デリラと呼ばれた女の顔に苦渋が広がる。小さく波打たせたその肩にまで、いつの間にか鮮血は達していた。

　その滴の行く末を目で追って、なおもリベカは言いい募つのる。

「だって、どうせ堕おとすのなら高みからの方がいいでしょう？　とっても高い高いところから。その方が、ずっと愉しいに決まってるわ」

「ならば……」

　低く嗄しやがれた声音で、デリラは呟つぶやく。

「私めも一つだけそのお役に立てたかもしれません」

　リベカの深緑の目がかすかに動く。先を続けろと促うながされていると悟って、黒衣の女は言葉を重ねた。

「あなたの弟君はおそらく、神官として最初の山を越えられたことでしょう。実戦の場で魔ま操そうを成すというのが、いったいどういうことか目まの当あたりにしたはずですから」

　ふうん、と、赤晶旅団の頭目は首を傾かしげる。

「なかなかいい先生だったのね、あなた？」

「前任の小娘よりは、幾分」

　からかうような問いかけに、破戒神官はどこまでも生き真ま面じ目めだった。殺気も邪気もない目の前の年若い娘を、畏おそれる心持ちだけが溢あふれている。

「まあ、いいわ」

　忌いまわしき神官のなれの果てを、リベカは軽く見やった。

「その方が愉しくなるというなら、今回だけは許してあげる。可か愛わいがっていたバルトロメオまで亡くして、とっても可か哀わい想そうだったことだしねえ」

　わたしはね、可哀想な子には優しい女なのよと、嘯うそぶく。なるほど、その口元には柔和な笑みがたゆたっていた。

「ねえ、そうでしょう、姉さん？　可哀想なわたしたちのミリアーム」

　手にした刃を彼女は掲かかげる。

　弾はじいた光の彼方、紅い赤い塔が広がり望める。砂と蒼そう穹きゆうの狭間はざまで、あまりにも鮮やかであまりにも艶あでやかなその光景。

　それを惜しむような表情をひとつ浮かべ……そのまま、リベカ・バレクは瞼まぶたを閉じた。

「ああ、ヨシュア。あなたはいつ可哀想になってくれるのかしら？」




　歌にも似た声が風に散る。




　───そうしたら、うんとうんと優しくしてあげる。








あとがき




　初めましての方もそうでない方も、こんにちは。佐さ々さ原はら史し緒おでございます。黄金週間も間近なこの頃、『見習い神官レベル１』二巻をお届けいたします。よかった、二巻出せて！　皆様ありがとうございます！　しかし、レベルは依然として「１」です！

　実は、一巻発売時「もしも続けることができたら、二巻はレベル２、三巻はレベル３、最終巻はたとえ何巻であろうともレベル99とかにしたれ」などと担当女史と話しておったのでございます。が、四方八方から「このレベル１というのがよろしい」とお褒ほめの言葉を賜たまわり、「二巻はレベル２にするつもりなんですけど……」と申しましたところ、「馬鹿なの？　死ぬの？」、と。なので、もう最後の最後までレベル１で決定だよ！

　とまあ、タイトルは涙のレベル固定でございますが、主人公本人はもうちょいマシになるべく今作中でも頑がん張ばっておられます。嫁のことがある程度バレたため、いちゃいちゃも増えてますが、それがかえってますます……お、俺が悪いんじゃない、実弾撃つなという社命が悪い！

　また、今回ちょっとアレな新キャラなども登場いたしまして、更に気の毒さ倍。実はこのヒト、ラノベ的には女性にするべきかなって思い、担当さんに相談してみたところ、「別に男でいいんでは？　やたら女子キャラ増えても、どうせ主人公アレですし」と非情のお答え。そ、そうか……頑張れ、ヨシュア・バレクさん。

　とまあ、人間関係はすっかりアレなので、せめて神魔には可か愛わいい女の子を出してみました。幼女ですけども。しかも、問題アリなんでヨシュアさんより頑張りが必要ですけれど。このキャラの操る言葉について、主に関西方面から物言いがつきそうだなって気がいまからふつふつとしているのですが、違いますから。アリステア大陸の羊弁ですから。大阪弁とか兵庫弁とかそういうんじゃないんですからっ、ここはひとつどうかご容よう赦しや下さいませ。や、またネイティブ関西人の友達に翻訳頼んでもよかったんですが……異世界のしかも人外が、完璧な関西弁を話すっていうのもそれはそれでどうなのという気がしまして……。

　頑張れと言えば、わたくしもそれなりに頑張っておりまして、ファミ通文庫公式サイト上で二週に一度、当シリーズの短編小説を連載中です。一話はマルタ先生を中心にした修道生ライフについて。二話はヨシュア、ギレアド、ラキシュの出会いのお話。三話目は一巻とこの二巻のちょうど中間のお話……『見聞の旅』からの帰り道、ルステラでのお話を予定しております。こちらもよろしくお願い申し上げます。短編書くの大好きなんで、ホント楽しいし書けて嬉うれしいです。

　それと、ツイッターをご覧下さってる方はご存じかもしれませんが、この作品の著者校をやりとりしているとき増税の影響で俺たちのクロネコヤマトちゃん瀕ひん死し。急に「荷物運べません」と言われて、担当リムリーちゃんに遠く埼玉は当方最寄りまでお越しいただいたり、風か邪ぜが咳せき喘ぜん息そくとかいうのにクラスチェンジしたり、いろいろといらんご苦労をおかけいたしました。せんむ様にもお忙しい中、何くれとお心こころ遣づかいいただきまして、まことわたくしは恵まれた作家でございます。新キャラまじかっこいいし!!

　タイトルレベルは固定でございますが（くどい）まだまだこのトリオで頑張りますので、どうぞ読者の皆様におかれましては、引き続きよろしくご愛あい顧こ下さいませ。

　それでは、またお会いできることを夢見つつ。





二〇一四年弥生　佐々原史緒　拝
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